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  　劉りゆう甫ほ獏ばくは、四十になる現在に至るまで、およそ他人の気持ちというものを解したことがない人間だった。

  　十二歳で初めて人を殺あやめた日、母はまだ幼い甫獏の頭をかき抱いだきながらこう言った。

  「悲哀的孩子、我的悲哀的孩子（悲しい子、私の悲しい子……）」

  　視界を遮さえぎられたまま、首筋を伝う温い液体が涙だと気づいた時、甫獏は最初、母親がどこかを撃たれているのかと思った。涙という分泌液は、苦痛に対する適応機制として理解していたからだ。

  　だが、そうではなかった。

  　自分は、暴漢に襲おそわれた母親を救おうとした。そして、父親の仕事の関係で偶たまさか手近にあった拳けん銃じゆうを使い、実に冷静に、眉まゆ一つ動かさずそれをやってのけたはずだ。しかし、そんな甫獏を母は泣きながら「悲しい」と形容したのだった。

  

  　そもそも以前から、葬式、映画館、スポーツ観戦、その他あらゆる場で涙を流している人間を見る度たびに、甫獏は不可解な印象を抱いていた。それが悲しみであれ、喜びであれ、どうやら人間は自分が痛くも痒かゆくもないのに第三者のことを想像して泣くことが可能らしい。

  　不可解を通り越して──滑こつ稽けい。

  　個人の肉体的な苦痛や快楽とはまったくもって別個であるらしい感情の動き。

  　共感、とは何だ？

  

  　甫獏にとって幼い頃ころから最重要事項に思われてきたのは、ただ『知』への希求、知識に対する空腹にも似た飢餓感、それだけだった。

  　足りない情操を知識で補おうとしたのだとか、如い何か様ようにも理由を推測することは出来る。

  　だが、真実のところは甫獏自身にも解わからない。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  「──マテ茶だ」

  　とある高層ビルディングの会議室。甫獏は、湯気がもうもうと踊るティーカップを、小太りの西洋系男性の前に置きながら言った。

  「飲むといい」

  「あ、はい、すみません、甫ほ獏ばく会長おん自みずから……」

  　男は、目の前に差し出されたティーカップをしばらく凝視した後、腹を決めたように熱湯に近い高温の茶を一気に啜すすり込んだ。──口の中で爆弾が炸さく裂れつしたようだ。堪こらえようとしても脂あぶら汗あせが滲にじみ出る。だが、熱い、などとは口が裂さけても言うわけにはいかない。その様子を見ながら、無表情で甫獏は尋たずねた。

  「美う味まいか」

  「は、はい！　それは、もう……！」

  　ひりついて感覚のなくなった舌でその男は答えた。

  　──だが。簡易キッチンの食器棚には、ティーカップが一つ伏せられたまま残っている。

  「……竜りゆう斎ざい寺じはどこへ行った？」

  　その質問に男が答える。

  「はい、それが……自分の娘にまだ拘こだわってるみたいで……人員を勝手に動かして捜索に行ったようです……へへ」

  「……パラシスタンスの痕こん跡せきが見つかったという例の学校に関してなら、既に新たな『組織』の人間を偵察に送り込む手て筈はずになっている。先日の帝政を敷いた娘の一件と言い、あまり派手に動かれるのは、我われ々われとしても困るのだが」

  　甫獏は、窓まど際ぎわにある革張りの椅い子すに深く腰掛けると、指を組みながら呟つぶやいた。

  「竜斎寺は弱くなった」

  「弱く？」

  「仮かり初そめの娘とやらに肩入れしすぎだ。感情が功利に優先している。実に非合理的だ。そう思わんかね？」

  「いや、まったくで……」

  　西洋人の男はへらへらと阿あ諛ゆ追つい従しようの笑えみを浮かべる。

  　甫獏は椅子を回転させると、大きく開かれたウインドウから、三十階分の階下を見下ろした。

  「我々は一刻も早く、『知』の少女に出会わないとならない」

  「……『知』の少女？」

  「この世界にディストピアを再建してくれる者だよ」

  　甫獏は唇くちびるを嚙かみながら拳こぶしを握り締めた。

  「ヒトという種には果てがある。だが──知識に果てがないことに私たちは感謝しなければならない」

  「知識……ですか」

  「どこかに必ず、『知』の少女と繫つながるパラシスタンスが居るんだ。彼女こそが我々にシンギュラリティをもたらしてくれる。ならば我々は、彼女と共にその瞬間に立ち会い──その先に進まなければな」

  「……はあ」

  　黒髪を後ろに撫なで付けたこの初老の東洋人が語ることを、男は草くた臥びれた妄信程度にしか受け止めていない。だが、それ以上深入りする気もなかった。彼にとって人物の価値基準とは、金を持っているかどうか、それだけだからだ。

  　甫ほ獏ばくが男に尋たずねる。

  「研究所の方は？」

  「特に変わりなしです。流出して未いまだ居所を把握できていないパラシスタンスは、ええと……三体のままで、変わらず」

  「……頼むぞ。全力で事を為なしてくれ」

  「はい、もちろんです。全力を尽くしますとも」

  　劉りゆう甫獏は椅い子すを元の向きに戻した。

  「ところで、リビー・アイゼンバーグくん」

  「は、はいっ！」

  　そして、劉甫獏は煮え立つティーポットを再び手にしながら、リビー・アイゼンバーグにとっては絶望的な言葉を放った。

  「──マテ茶のおかわりはいかがかね？」

  

  　生前の母親の年齢を超えた今、甫獏は時々、あの時母親が流した涙の意味を考えることがある。

  　それでも劉甫獏は、何な故ぜ他人のために涙を流す人間がいるのか、とうとう理解することはできなかった。


  


  第一章　魔女の帰還

  

  　世界とは、相対的なものだ。自分の見かた一つで、くるりとその表情を変えてしまう。

  　あの頃ころの僕には、世界の何もかもが大きくて。

  　箪たん笥す、玄関、屋根、空に区別はなく、もしかしたら太陽だって摑つかめるんじゃないかって背伸びして、手を伸ばして、何にも触れられなくて泣くような子供だった。

  　子供の頃特有の万能感と、それが裏切られた時の絶望感。

  　きっとそうやって、自分の手に届く範囲というものを知って──

  　人はまず、目の前のものを大切にするようになるんだ。

  

  　──今から、六年前。

  　その頃の僕はまだ十歳の小学生だった。

  

  「うわああああん、綺き羅らさああああああん！」

  　大粒の涙を零こぼしながら、僕はいつものようにスムーズな動きで綺羅さんのおっぱいに顔を埋める。

  「おー、唐から人と、よしよし」

  　……やーらかい。少し安心する。ちなみに、僕がこの感触を十二分に楽しんでいることは綺羅さんには気づかれてはいない、はずだ。たぶん。おそらく。

  「ねえ姫ひめ、ちょっと唐人をいじめすぎじゃなーい？　ちょっとは年としの差考えなさいよ。七つも違うんだから」

  　綺羅さんが、悠然とした口調で窘たしなめるその言葉の先には──不機嫌そうな姫ちゃんがいた。

  「だーら、別に何もしやしないって！　ちょっと唐から坊ぼうにちんちん見せろって言ってるだけじゃねーか！」

  　当人はまったく悪びれる様子もなかった。

  「だって！　だって！　じゃあなんで姫ちゃんおはし持ってるんだよ───！」

  　僕が指摘すると、姫ちゃんは目を背そむけながら手に持った箸はしをカチカチと鳴らして言う。

  「あー……これは、うん。直接手で触るの汚そうだから」

  「やっぱなんかする気じゃんかー！　み、見せないよ」

  「あーもう！　いいから脱げっつーの！」

  「うわ─────っ！」

  

  　昔。物心ついた時から母さんがいなかった僕のそばには、二人のお姉ねえさんがいた。

  　父さんの研究所で働いている優しい綺き羅らさんと──叔お父じさん家ちの長女で、ちょっと意地悪な……いや、だいぶ意地悪な女の子、姫ひめちゃん。この頃ころの綺羅さんは大学生で、姫ちゃんはまだ高校生だった。

  　姫ちゃんの存在を一言で表わすと、なんていうか──すごく綺き麗れいな人で。

  　正直に言うと、僕は彼女にいじめられることにもどきどきしていた。ほんの少し、虐しいたげられることを望んでいたような節ふしさえある。

  　……でもおっぱいは綺羅さんの方が勝っていた。だから飛び込むおっぱいは綺羅さんの方と決めていた。あのおっぱいがあればよかった。子供らしい残酷な発想だった。

  

  「うー、あー、うー！」

  　姫ちゃんに羽は絞がい締じめにされながら、僕はじたばたと手足を動かす。

  「あー、もう、じゃあ見るだけでいいから。はい、脱ぎやすいようにスタンダップ。エッフェル塔みたいに立って、それからずりっと、もう一本東京タワー見せてみよう」

  「いやだよー！　なんで塔つながりなんだよー！　しかも、しかも！　外じゃん！　ここ！」

  「いいじゃん、ほとんどアタシん家みたいなもんだし」

  　確かにそこは姫ちゃんの家の真ん前であった。が、あまりにも公道である。

  「もう、だから姫はいい加減にしなさいって──」

  　──と、綺羅さんが止めようとしたその時。

  　泣いて抵抗する僕の向こうに、姫ちゃんが何かを見つけたようだった。

  「ん？　桜さくら？」

  「っ……！」

  　急に呼びかけられた少女は、門の内側に慌あわてて隠れてしまう。

  「あれ、あの子……？」

  　僕は、その少女のことを知っていた。今まであまり話したことはなかったが、親族の集まりの時に何回か叔父さんに手を引かれて連れられているのを見たことがあった。

  　確か、僕の一つ下の従妹いとこで、名前は──桜。

  「………………ちら」

  　姫ちゃんに見つかった桜は、完全に家の中に引っ込むでもなく、まだこちらをちらちらと窺うかがっている。その様子に、姫ちゃんが業ごうを煮やした。

  「どーした、桜。なんか用かよ」

  「ぇ……」

  「だーら、桜！　ちらちら見てても、はっきり言わなきゃ解わかんねーだろって！」

  　姫ひめちゃんが大きな声を上げると、桜さくらは、ひっ、と小さな声を上げて再び顔を引っ込めてしまった。まるでもぐら叩たたきだ。

  「こーら、姫」

  「あいたっ！」

  　綺き羅らさんが姫ちゃんの頭を軽くこづいた。

  「あんまり年の離れた妹をいじめるんじゃないの。桜ちゃんが怯おびえてるのも、あんたがいじめるせいでしょうが」

  「ってー……いじめじゃねーって！　あいつがはっきりしないのが悪いんだって！」

  「ひ、姫ちゃん……」

  「あ？　どうした唐から坊ぼう」

  　僕は、桜との間に身体からだを入れるようにして、姫ちゃんの前に立つ。

  「ぼ、僕が桜ちゃんと話をしてみる」

  　当時の僕はまだ小学校四年か五年で。

  　やっと定まってきた自分の世界に、新しいものを入れるということに怖さもあった。

  　だけど、僕は──

  「……ねえ、桜ちゃん、もしかして、きみも僕たちに交まじりたいの？」

  　じっと、何も言えずただこちらを見ている少女に近づき、そう切り出した。

  「…………うん……でもだめなの……」

  　桜は、消え入りそうな声で答えた。

  「だめってどういうこと？」

  　会話が続くながらも少女は警戒心を解いていないらしく、かたくなに俯うつむいたまま僕の顔を見ようともしない。

  「おとうさんに、いわれてるの。あんまりよそのおうちの子とあそんじゃだめだって」

  「なんで？」

  「おねえちゃんみたいによくないことばをおぼえるからって……」

  　その真意は解わかった。

  　あまりにもお転てん婆ばに成長しすぎた姫ちゃんに対する育児への反省だろう。

  　両親は、せめて妹である桜は、箱入りとして育てようと思っていたのかもしれない。

  「よそのおうちの子じゃないよ？　ぼくは、桜ちゃんのいとこだよ」

  「でも……」

  　桜は、もじもじとしている。そして、長い沈黙の果てにまた目を伏せて、一言だけ言った。

  「……おねえちゃんこわいし……」

  「え？」

  「絵本で読んだの。……しらゆきひめとか……シンデレラとか……。いつも、わたしにいじわるするから……きっと、おねえちゃんは悪い魔女なんだ……」

  　幼女らしい、ファンタジックな発想。だが、その言葉だけで、桜さくらが家で姫ひめちゃんにどんな振る舞いをされているのか、朧おぼろ気げながら解わかった。

  「だから……まじりたいけど、おねえちゃんこわいから……わたし……ここでみてるだけでいいの……」

  　僕は、急にこの少女のことが不ふ憫びんに思われた。

  　どうすればこの子が救えるだろう？　ひとりぼっちで膝ひざを抱かかえる、姉を頼ることすらできないこの女の子を──

  　……あ。そうだ。思いついた。

  「だったらさ！」

  　僕は、自信満々でその思いつきを告げる。

  「これからぼくのことを、おにいちゃんってよんでいいよ！」

  「……え？」

  　自我もはっきりし始める頃ころ合あいだ。ほんの少し、人から頼られてみたいという邪よこしまな欲求もあったのだろう。

  　だが、その言葉を聞いた桜は、思いもかけなかった言葉を聞いたというような表情で、おずおずと顔を上げた。

  「おに……い……ちゃん？」

  「うん。それで、僕が桜ちゃんのこと、まもってやるからさ。そしたら、姫ちゃんがいても桜ちゃんもいっしょにあそべるし、もうひとりぼっちじゃないだろ？」

  　桜の顔が、ぱあっと明るくなる。

  「うん……おにいちゃん……おにいちゃん！　おにいちゃん！」

  　初めて与えられた玩がん具ぐを嬉うれしさのあまり振り回す赤子のように、桜はその言葉をリズミカルに連呼した。

  「おにいちゃん……これから何かあったら、えんりょしないで、おにいちゃんに相談とかしてもいい？」

  「おう！　これからは思ったことなんでも言っていいよ！　おにいちゃんがなんでも聞いてやるからな！」

  　そう言いながら頭を撫なでてやると、桜は、満面の笑えみで、首をぶんぶんと縦に振った。

  「うん……おにいちゃん！　わたし、これからずっとおにいちゃんのそばにいるね！　おにいちゃんに、なんでも、おもったこと、おもったままにはなすね！」

  　その様を見て、綺き羅らさんが微笑ほほえむ。

  「ほら、姫。これで桜ちゃんも明るくなりそうじゃない。よかったよかった」

  「……なんで、アタシに言うんだよ。まあ……よかったけどさ」

  　姫ひめちゃんは、そっぽを向いた。綺き羅らさんがその態度に呆あきれる。

  「……ほんと、素直じゃないわね、あなた」

  　一方、桜さくらは嬉き々きとして僕に話しかけてくる。

  「それでね、おにいちゃん……」

  「ん？」

  「さっきの……東京タワーみせるの、つづきやってくれないの？」

  

  　この出来事をきっかけに、桜は急速に僕になつくようになる。

  　まあ、今思うともう少し自重するように言っても良かったんだけど……後の祭りというものか。

  　それから、桜も交まじって、僕たちは四人で一つが基本の集合体になった。

  　僕と、綺羅さんと、姫ちゃんと。たまに桜と。

  　いつだってくだらない話をして、姫ちゃんが意地悪をして、桜が泣きだして、僕が庇かばって、最後に綺羅さんが窘たしなめる。

  　そんな日々が、大人になってもこのまま続くんだと思っていた。

  　だけど──そのカルテットは一年も保もたずに崩壊することになる。

  

  　最初に決定的に輪から外れることになったのは、姫ちゃんだった。

  

  「唐から坊ぼう、お前ちょっと出てこい」

  　寒い寒い、冬の夜。

  　夜中にいきなり鳴った電話を寝ている父さんの代わりに僕が取ると、聞こえてきたのは姫ちゃんの声だった。だが、いつものように高圧的ではあるものの、どこか切せつ羽ぱ詰まった感じがする。

  「えー……ど、どうしたの……姫ちゃん……こんな夜中に……」

  「な、頼む。一生のお願いなんだ……。ちょっと唐坊に持ってきてほしいものがあんだけどさ……」

  　外を見ると、しんしんと雪が降っている。そんな中、姫ちゃんは淡々と要求を告げた。

  「──じゃあ、それらの品をまとめて十分後。遅れたらあの恥ずかしい写真バラまくから。唐坊のあれがびろーんとなってぼろーんってなってるやつ」

  「ば、バラまくって……？　どうやって」

  「毎年ＮＨＫでお正月にやってる百人一首大会の取り札の中にこっそり交まぜてやる」

  「どういうバラまき方なの！　レベル高すぎるよ！」

  　僕の悲鳴を聞く耳も持たず、姫ちゃんが叩たたき付けるように電話を切る音が響いた。

  

  「もう、姫ひめちゃんたら無茶な要求を……」

  　僕は和室に入ると、独りごちながら背伸びして箪たん笥すの上に置いてある財さい布ふに手を伸ばした。

  「──あ」

  　その時、背後から刺されたような禍まが々まがしい気配を感じ、振り向く。

  　そこには、寝ているはずの父さんが白衣姿で突っ立って、無言でこちらを凝視していた。

  　さっと血の気が引く。さすがに[image: ]しかられるだろうか。

  　──だが。

  　……父さんは、何を咎とがめるでもなく、ただ、こちらをじっと見つめているだけだった。

  「……あ、あの」

  「…………」

  「これは、その……。お、おかね、いるんです。ひ、姫ちゃんが持ってこいって。先立つものがいるからって」

  　何か取り繕つくろおうと、言い訳ですらない言い訳を僕は口走る。黙って金銭を取ろうとした罪の意識を感じないほど、僕は不良でも傲ごう岸がん不ふ遜そんでもなかった。

  「か、かりるだけですから！　いつかかえしますから！」

  　僕は、目を瞑つぶって財布から紙幣を数枚抜き取ると、するり、と父親の脇わきを抜けて玄関に走った。

  「かりるだけです！」

  　悲鳴のように宣言しても、返事はない。

  　家を出る間際に、ちらりともう一度だけ父親の方を振り返ってみる。

  　父さんは、まだそこにいて、僕の方を凝視しながら立っていた。

  

  「ちゃんと耳揃そろえて金は用意できたか。二十分の遅刻だぞ」

  「言ってることが完全にゆーかいはんだよ、姫ちゃん……」

  　氷混じりの雪を固く踏みしめながら向かった電話ボックスの中には、大きな荷物を抱かかえた姫ちゃんが佇たたずんでいた。僕は、慌あわててかき集めてきた品が入ったボストンバッグを姫ちゃんに手渡した。赤くかじかんだ姫ちゃんの手は、彼女が長い間そこに佇んでいたことを窺うかがわせた。

  「唐から坊ぼう、サンキュな。ま、この借りはいつか返すからさ」

  「姫ちゃん……何かあったの？」

  　僕は姫ちゃんのここまで思い詰めた表情を、初めて見たような気がする。

  「……家の方でちょっとな。許せないことがあって」

  　姫ちゃんは、しばらく黙った後、鉛のように重苦しく呟つぶやいた。

  「……失敗作って」

  「え？」

  「失敗作って言われたんだ」

  「どういう……こと？」

  「うちの両親が、桜さくらを箱入りに育てようとしてんの知ってるだろ？」

  「うん……」

  　そのせいで、僕たちと出会う前の桜には友達もいなかったのだ。

  「ま、アタシの妹だから無理だと思うんだけどさ……アタシ、ついに堪たえかねて、なんでそんなことすんだって聞いたら……桜はお前みたいに育て方を失敗したくないからって、言われた」

  　姫ひめちゃんは、腕に爪つめを立てながら、苦にが々にがしげに言った。

  「アタシは、失敗作なんかじゃない」

  　その言葉は、姫ちゃんにとってよっぽどショックだったのだろう。魂たましい全体で怒っているような震ふるえ声だった。

  「それを証明したいんだ。アタシに何ができるかはまだ解わからないけど──きっと何かできるはずなんだ」

  「……姫ちゃん、それで、家を出てっちゃうの？」

  「まあね。桜のことをよろしく頼むな。あれでも……アタシのたった一人の妹だからさ。今までみたいに、アタシの分までお兄にいちゃんやっててくれよ。結局、アタシ……あいつには、何一つ姉らしいことをしてやれなかったからな……」

  「それ、桜に直接言ってあげてよ……不器用すぎるよ、姫ちゃんは」

  「……かもな」

  「…………」

  　それから僕も、何も言えずに佇たたずんでいた。

  　姫ちゃんは、本気だと解っているからだ。本気で、僕たちの前からいなくなろうとしている。でも、僕は──。

  「……なあ、唐から坊ぼう」

  「……うん」

  「……寂しいか？」

  「……そりゃあ……姫ちゃんがいないと……」

  「アタシのこと、好きか？」

  「……え？」

  　唐突なその質問に、僕はまたからかわれているのかと思った。

  　だが、改めて顔を上げると、姫ちゃんは、いままで見たことのないような真剣な表情で僕の顔を見つめていた。

  　僕は戸惑う。

  　言わなきゃいけないのか？　──でも──これで最後になるくらいなら──

  「……うん」

  　僕は真剣に考えた末、言う。

  　好きか、そうでないかと言われたら──好きだった。異性として。

  　嫌いや々いやながらも、姫ひめちゃんにいじられることを待ち望んでいた。僕の世界の中心には、いつも姫ちゃんがいた。

  　それを言葉にするのなら──初恋、なのだろう。

  　僕の言葉を聞いた姫ちゃんは、少しだけ満足したように頷うなずいてから、こう言った。

  「……なあ、唐から坊ぼう。アタシと一緒に行くか？」

  「……姫ちゃんと……一緒に？」

  「行く当てはない。要するに、駆け落ちってやつだけどさ」

  　思いがけない提案に、心臓がドキドキしていくのが解わかる。

  「でも……」

  「なんだ？」

  「……信じて、いいの？」

  「は？」

  「だって姫ちゃん……約束をすっぽかしたこと何回もあるじゃん……」

  　そう言うと、姫ちゃんは照れ臭そうに頭を搔かいた。

  「……はあ。いいぜ。約束は守る。ただし、お前も半端な覚悟じゃだめだ」

  「──僕は」

  　身近な人や身の回りのものが思い出される。

  　綺き羅らさんや桜さくらの顔。この町で過ごした光景。思い出の数々。

  　それらを天てん秤びんに掛ける。

  　どれも大切なものだったが、すべてを捨てて、僕は──

  「……僕は、それでも、いい」

  　覚悟を、決めた。

  「しょうがねーな。唐坊、こっちこい」

  「え、なに、姫ちゃん……」

  「じゃあ、契約、だからな」

  　姫ちゃんの顔が目の前に迫ってきて──

  　その晩、僕は魔女に一つの大きな呪のろいをかけられることになった。

  「お前は、今からアタシの従者だ」

  「ぷは」

  　ファーストキスだった。無理矢理止められた息と共に、微かすかな動揺が吐き出される。それは白くなって雪に混じりながら、上方へと消えていった。

  「二十分やる。荷物、まとめて来いよ」

  「……うん！」

  　僕は、嬉き々きとして駆け出す。

  

  　だが、その約束は──果たされることがなかった。

  　僕が荷物をまとめて戻ると、姫ひめちゃんの姿は忽こつ然ぜんと消え失うせていた。それでも姫ちゃんを信じて待った僕は雪の中で眠ってしまい、危うく凍死しかけ、病院で目覚めることになる。姫ちゃんの姿を僕が再び見るのは、三か月後。それも、まったく想像だにしなかった形で……。

  　結局、崩れたカルテットは戻ることもなく、その数年後、今度は綺き羅らさんが研究所をやめたらしいという[image: ]うわさと共に、僕らの前から姿を消し、それから更に数年経たち、僕の高校の養護教諭として再会して──今に繫つながる。

  　それが、六年前にあったことの全すべて。

  　魔女は、僕に覚悟と共にすべてを信じさせた上で、いとも簡単に裏切り、死の境にまで追いやった。そして今でも、どうしてそんなことをしたのかは、わからないままだ。

  　まだ幼かった僕の心を弄もてあそんで、殻からに閉じ籠こもらせる原因を作った人物。

  

  　もしかしたら、僕は今も彼女の呪のろいにかかったままなのかもしれない。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  　夏休みが終わったばかりの、ある日の放課後。

  　エアコンから鈍い低音が厳おごそかに響き、９月の残暑を搔かき消すようなマイナスイオンと冷気が僕たちの部室に放出されていた。空間全体には、あたかもミルクをたっぷり使ったジェラートのようなまったり感が漂っている。

  「……ところでさ……」

  　僕は、黒革張りのソファーに弛し緩かんしきった身体からだを沈めたまま、誰だれにともなく問いかけてみた。

  「いいのかな……この部室こんなに快適すぎて……」

  　返事はない。僕の少し前方から断続的に聞こえてくる「あ～」という蝉せみの鳴くような声を除けば。

  　とりあえずそれを無視して、部屋を眺め渡してみる。

  　窓まど際ぎわの方を見ると、櫂かい実じつがなにやら分厚い本を読むのに集中していた。こっそり書名を観察してみると……ドラッカーの『マネジメント』。そして、櫂実がパタンと本を閉じた。

  「……読了……」

  　すると、何か思うところでもあったのか、櫂かい実じつはゆっくりとペンを持ち上げ、ノートにメモを取り始めた。

  「……もし……きせい部のゴミ回虫がドラッカーの『マネジメント』を読んだら……」

  　お、何かのイノベーションが生まれようとしている!?

  「……ゴミはゴミでした……」

  「ノーイノベーションでフィニッシュかよ!!」

  「うう……拙せつ虫ちゆうごときが人様のマネジメントなんて……無理だった……もっと……自己啓発系の……いや、自じ罰ばつ啓発系の本を……」

  　そして櫂実は何やら頭を抱かかえ込んでしまった。相変わらずの後ろ向きライフスタイル……。

  「櫂実……なんとかその自じ虐ぎやく癖へき治らないかな……生きづらいだろそれじゃ……。なんか、こう、もっとたくさんの人に櫂実の価値を認めてもらえるようなこととかないのかな……」

  「ううん……拙虫みたいなゴミ虫に……生きていていいって言ってくれるのは……増ます川かわ君だけだと思う……でも……それでいいの……」

  　櫂実は、軽くふるふると首を振って、にこりと笑った。まあ……いいか。

  　一方、ドアの前では桜さくらがいつになく真剣な表情でパソコンを凝視していた。そのデスクトップパソコンも、ソファーなどと同時期に新しく部室に導入されたものだ。

  「……桜は、なにやってるんだ。そんな真剣な表情で」

  「…………」

  　返事はない。そこで気がついた。聞こえないのもむべなるかな。桜の耳には、すっぽりとイヤホンが嵌はさまっていた。なので、肉体言語でアピールする。

  「桜ァ！」

  「あひゅうっ！」

  　後ろから頭を鷲わし摑づかみにすると、桜が飛び上がるように体をおののかせた。

  「ぷはあ！　なんだお兄ちゃん……驚かせないでよ……下の方が切なくなっちゃったよ……」

  「下の方ってどこかは、あえて聞かないな。で、何やってるんだよ」

  「ふふふ！　よくぞ聞いてくれました！　さあお立ち会いお立ち会い！　ご覧ください見てください！　お代は見てのおさわりだよ！」

  　桜に促うながされモニターを覗のぞき込む。そこには動画編集ソフトが立ち上がり、タイムラインに映像ファイルが並んでいた。

  「……動画編集か？　てかこうやって切り取ったコマの一部を見ると、どうも肌色が多いような気がするんだが……」

  「エッチな動画かと思う？」

  「……まあ」

  　桜は、さもおかしそうに口を押さえ、ぶふうと息を吹き出した。

  「ところがどっこい、健全なのでーす！　これはね……あえて全年齢対象の映画からちょっとエッチなシーンを抜き出して繫つないでいるところなのさ！」

  「一体それに何の意味が……」

  　桜さくらは、ちっちっちと指を振ると、唇くちびるを突き出した。

  「ここで大事なのはこの映画の数々が地味に全年齢対象ということ……それを繰り返し、エッチなシーンの断片を繫ぎ合わせることで……なんと！　奇跡的に『年齢制限がないにもかかわらず完全なるエッチ映画』を生み出すことができるのだよ！」

  　背景に日本海の荒波を感じさせる仁王立ちで桜が腕組みをして宣言した。

  「これぞ我わがライフワーク！　性に目覚めた若い男女に向こう十年は感謝されるであろう一大プロジェクト！　名付けて、乳にゆう・シネマ・パラダイス大作戦だあああっ！」

  「桜、一言だけ言わせてもらっていいか」

  「なに！　お兄ちゃん！」

  「青春の無駄遣いだ」

  「全否定された───っ!?」

  　まあ……桜もこれでいいか……。そして。残ったあと一人。僕は今まで視界に入りながらも見ないようにしていたソファーの真ん前に視線を戻す。

  「ご腸内のみなさま～栄養回収の時間です～」

  　これである。そこには、扇風機の風を至近距離で受けて、僕の寄生虫が進化した存在であるサナが安いラジオのようなダミ声を上げていた。しかもこのアホくさい文面を飽きもせず小一時間……。と、僕の呆あきれた視線に気がついたのか、サナはこっちを振り向くと、実に嬉うれしそうな表情で頭頂部の毛をぴこぴこと揺らした。

  「唐から人と、唐人ーっ！　声が変わるぞ！　……われわれは～パラシスタンスである～」

  「お前、なんでそれだけのことで小一時間はしゃげるんだよ……」

  「だって歌うの楽しいし。唐人のお腹なかの中でも細かく震ふるえたらいけるかな？」

  「人の腸内を生体実験場にしないでくれ！」

  　そして、僕は再び厚い革張りのソファーに身体からだを滑らせる。それにしてもなんだかこの黒い革張りのソファー、まるで校長室にでもいるようで落ち着かない。

  　そもそもこの蕩とう尽じんぶりはなぜかというと、夏休み前、校内に勃ぼつ興こうしたポキル帝国という仮想国家を経済戦略で倒した時、通貨レートで櫂かい実じつが莫ばく大だいな利益を得たことによるものだった。その結果手に入れたのがこの新たな部活、きせい部だったのだが……今や単なる学校の一教室は、完全にホテルのＶＩＰルームのような有様になっていた。赤を基調にした派手な絨じゆう毯たんはイタリアンマフィアの隠れ家と見み紛まがう程である。窓まど際ぎわにはいつの間にか見たことのない派手な観葉植物。テレビにはブルーレイ付きのレコーダーが完備され、ダブ録も可能だ。先ほどから必要以上に癒いやしの波動を送りまくっている空調設備に関しては言うまでもない。

  「ていうか櫂かい実じつ……いいのか、本当に部活のためにこんなにお金使っちゃって……」

  「それは……いいの……増ます川かわ君のためなら……喜き捨しやは義務だから……」

  「そういう新興宗教みたいのいいよ！　普通でいいってば！」

  　その時、ようやく扇風機にも飽きたのか、ぺたぺたと足を鳴らしながらサナが近寄ってきた。

  「唐から人とー」

  　とさ、と膝ひざの上に重量。そして、サナは僕の上に跨またがるようにして、左手を握りながら何かを口元に伸ばしてきた。淡く光を反射する髪の毛から、甘い匂においがする。

  「これ食べるからあーんして」

  「んあむ……」

  　勢いに流され、サナに差し出されたそれを頰ほお張ばると、甘さと冷たさが口中にとろっと広がる。チョコレートアイスだとすぐに解わかった。もちろん、この部室の一角に配置された冷凍庫から取り出してきたものだろう。そして、サナはアイスを頰張る僕の手を柔らかくきゅっと握った。

  「んー、おいしー、チョコアイス……」

  　僕の寄生虫は、隙すきあらばこの分体を使って僕に栄養を摂取させようとする。僕の体表越しに感覚を味わいながら。

  「唐人、もっともっと食べるぞー！　あーん」

  「も、もがふ……」
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  　サナが、僕の手を握りながら、頰ほおの隙すき間まからねじ込むように再びチョコアイスを入れてくる。

  「えへ。もっと私のために栄養をいっぱい摂とってくれよな」

  　キンキンに冷え切った部屋の冷え切ったアイスで脳が痛みすら感じそうだった。

  　……堕落だ。僕は知った。堕落はチョコアイスの味がする。

  「こ……」

  　快楽に溺おぼれることを善よしとする煩ぼん悩のうを振り払い、僕は微かすかに残った理性を呼び起こして立ち上がった。

  「こんなんじゃだめだ─────っ！」

  「わあ！　あうあうあう……」

  　ずるり、と壁にぶつかった粘土のようにゆっくりとサナが僕の身体からだからずり落ちていく。

  「い、いきなりどうしたんだ唐から人と！」

  「僕たちはだらけるために部活を作ったんじゃない！」

  「ばかなっ!?」

  「……真顔で驚くなよ……お前、当初の目的覚えてるのか……？」

  　サナは、首を捻ひねりながら頭をぐるぐると撫なでて回顧した。

  「うーん……チョコアイスをいっぱい食べるために……」

  「ぜんぜん違う。組織だ……。こないだの、ポキル帝国事件忘れたのかよ……」

  「あ、そうか……。志し保ほとかがいた組織が、パラシスタンス関係で何か悪いことをしてるから……やっつけなきゃいけないんだっけ……？」

  　そうだ。それから……その組織には親父おやじの研究所も深く関かかわってるらしいから……見過ごすわけにはいかない。

  　結局、親父はあれから一度も家に帰ってきていない。

  　帰ってきたらすぐにでも『組織』について問い詰めるつもりなのだが……。

  「そか……ちょっとだらけたなー」

  「だらけすぎだよ！　いくら残暑だからって、エアコンつけて扇風機つけてアイス食って電気無駄遣いして！　人体の寄生虫から地球の寄生虫にステップアップする気か！」

  「それは……すまん……」

  　サナはしょんぼりして、申し訳なさそうな顔を見せた。

  　猛省したのはサナだけではなかった。

  　窓まど際ぎわからも後悔と懺ざん悔げの声が聞こえてきた。

  「…………本当に……迂う闊かつだった……拙せつ虫ちゆうとしたことが……堕落に甘んじるなんて……」

  　櫂かい実じつが、こっちはこっちで自じ罰ばつを始めていた。そして、何やら風ふ呂ろ敷しきを取り出して、荷物をまとめ始める。

  「……一週間ぐらいゴミ捨て場で暮らしてきます……もし回収されたら……後のことは……」

  「いや、櫂かい実じつ、なにもそこまでいいから！　胸を張って！　生きてていいんだよ！」

  　一方の桜さくらは、何一つ悪びれることなく意気揚々と問いかけてきた。

  「セガール映画のおっぱい率はなんでこんなに高いんだろうね、お兄ちゃん？」

  「知るか！　お前は空気を読め！」

  　相変わらずまとまりのない面子メンツに頭が少し痛くなってきた。

  「じゃあ、はい！　一番サナです！」

  　サナが何な故ぜか番号付きで宣言した。

  「なんだよ、一番って」

  「一番反省したの一番！　これからは真ま面じ目めに組織を探すぞー！」

  　そして、サナは僕の膝ひざの上で「そしきそしきー」と言いながらぱたぱたと腕を振り回した……が、数瞬後、ふと我われに返って。

  「……ところで唐から人と、組織ってどこ……？　膜状組織……？」

  「うん、まあ、……今んところ手がかりもないんだけどさ……」

  　そう、情報収集しようにも、敵に回しているのは色々と謎なぞの多い組織なのだ。綺き羅ら先生に尋たずねてみても、『あいつらは危険だから』とのらりくらりかわすし……。

  　……と、その時。桜の前にあったパソコンからいきなり大音量で音声が流れ始めた。

  『ゼッタイミナイトアカンデエェェ！　ゼッタイミナイトアカンデエェェ！』

  「うわっ！　びっくりした！　なんだこれ！」

  　桜が、平静な顔でマウスをクリックしながら答えた。

  「Ｅメールの着信音だよ！　プロジェクトのついでに、十年以上大阪に住んでたことで日本語堪たん能のうなスティーヴン・セガールが大阪弁で沈黙シリーズの宣伝をしてるボイスを着信音に設定したんだよ！」

  「そういう無駄知識いらないし日常生活でそんなにいつもセガールを感じたくないから！　っていうか、メール見るからパソコン貸してよ」

  　僕は、メールを見るために桜にパソコンの操作を代わってもらう。

  「……ええと、メール、メールと……」

  　メールソフトを開こうと動画編集ソフトのウインドウを閉じる。するとデスクトップには、桜がインストールした何やら禍まが々まがしい気配のする肌色のアイコンが並んでいた。

  「……とりあえず、この辺のアイコンはゴミ箱に移しておくか」

  　内容はよく調べていないが、僕は桜の健全な高校生活と情操教育のためという直感に基づき、ゴミ箱に向かって流れるようなドラッグ＆ドロップを経て、メールソフトを起動した。

  　開いたメールソフトの受信ボックスには、確かに新着メールが一件届いている。

  　その件名と差出人名には……

  

  　お久しぶりですわ　竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほ＆ロイ子

  

  「おー！　みんな！　志保とロイ子からメールが来たぞ！」

  　思わず歓喜の声を上げてしまう。今はあいつら、組織から身を隠しながら旅に出ているはずだが……一体今どの辺まで行ったんだろう？

  『今、宗そう谷や岬みさきのネカフェにいますの』

  「日本最北端じゃねえか。よくあったなネカフェ」

  『最近はロイ子さんと一緒に北方領土で揉もめ事を起こしたり伝説のヒグマと闘って鮭さけを奪ったりして大変ですが、なんとか食いつないでいますわ』

  「志保……お前、潔癖性を治すのはいいけどちょっとワイルドになりすぎだよ……」

  　彼女と再び会う時が少し恐ろしい。

  『ひとまずロイ子さんに替わりますわね』

  「メールで交代に打ってるのか。ずいぶん慌あわただしいな」

  　そして、数行の改行の後に今度はロイ子からと思われるメッセージが追記されていた。

  『おう、ロイ子じゃ。すまんのう、ネカフェの隣のブースがイカ臭くさかったから上から水をかけておったわ』

  「地味に陰湿だ……」

  『たぶんあいつ、こないだわしが倒したクマじゃ』

  「噓うそこけ！」

  『はい。再び志保ですわ。ところで唐から人とさん、本日の用件なのですが、先日、わたくしに与えられていたアクセス権限で組織のサーバーにアクセスしたところ、ほんの少しだけ極秘情報を入手しましたの。どうやら、組織がＡ級マークをしている要注意人物の写真らしいですわ』

  「マジかよ」

  「唐人ー！　手がかりゲットだな！」

  『まあ……お父様に比べたら不完全なわたくしのアクセス権限でしたから、詳しいことは解わかりませんでしたが……とりあえずこの人物の写真だけ添付しておきますわね』

  　そう言われてみると確かにメールの片隅には、添付ファイルありを示すクリップのマークが一件表示されていた。

  「でも、人物の写真だけあったって、誰だれだか解らなきゃしょうがないだろ……どれ──」

  　僕は早速それをクリックし、添付ファイルを開くと──

  「なっ──!?」

  　驚きよう愕がくした。

  　そこには確かに、不敵な笑えみを浮かべる一人の人物が写っていたのだが……え、これって本当に組織の要注意人物情報なのか？　ただ保存してた画像ファイル……とかじゃなくて？

  『この人物を組織がマークしている──ということはつまりは、おそらく組織について何らかの情報を握っているのだと思われますわ』

  　メールの本文で志し保ほはそう続けるが、僕は動揺でそれどころじゃなかった。

  「……マジかよ」

  「唐から人と、どうかしたのか？」

  「どうもこうも……」

  　よりにもよって、唯一の手がかりがこの人かよ。

  「……古い知り合いだよ」

  「おおー！　だったら、楽勝だな！」

  　サナは歓喜してみせた。

  「え、楽勝って……？」

  「この人知り合いなんだろ？　だったら連絡を取れば簡単に組織の情報が手に入るな！」

  「……無理だよ。だってこの人はもう……僕なんかが連絡取れるような人じゃないんだ……。とにかくお騒がせで、確か一時期どっかの大学生になったことが話題になってたけど、その後教授と喧けん嘩かして一瞬で退学したってのがまた話題になったり……歩くニュースだから……」

  「ほ？　歩く……ニュース？　どういう意味だ？」

  「それは……てか、メールを最後まで読まないと！」

  　メール本文の続きを見る。

  『わたくしの推測ですと、この人物が握っている情報は……あ、ちょっえあいふぉあふぃけあを…ひえてぃあ』

  「……え？」

  　しばらく文字化けかと思う意味不明な文字の羅列が続いた後。

  『ろいこじゃ。おってがきたからたたかう、くまともたたかう、そうしんあでゅう』

  　そして本文は終わった。

  「文字じゃ状況が解わからねえよ！　最後まで言えよちきしょう！」

  　メールなのに慌あわただしいことこの上なかった。

  「……しかしまあ……」

  　僕は、その添付写真をまじまじと眺める。この人が組織のＡ級マーク人物、だって……？

  「唐人っ！　だから誰だれ、この人、だれ────っ！」

  　サナが、なおしつこく説明を要求してくる。僕は渋々答えた。

  「……アイドルだよ」

  「アイドル？」

  「今をときめくトップアイドル……倉くら里さと姫ひめ。そして……本名は」

  　すると桜さくらが僕の先回りをして名前を告げた。

  「……増ます川かわ姫ひめ。わたしの……お姉ねえちゃん」

  「ふえ!?　桜さくら、お姉さんがいたのか!?」

  「だって、今サナちゃんが着てるのお姉ちゃんの制服だよ……」

  「えーっ？　な、なんだってー!?」

  　サナが初めて腹から出てきた時に服のことはちゃんと説明したはずなんだけどな……。

  「ま、とにかく、この人は今じゃトップアイドルなんだ。だから、一般人が話を聞けるような立場じゃないんだ……」

  　モニターの向こう側、不敵にＶサインで微笑ほほえむその顔は、僕たちと遊んでいた頃ころとまるで違うようでも、変わっていないようでもあった。ただ、漠然とした距離感だけがそこに感じられる。一般人にとって、芸能人とはそんなものだ。

  　と、その時。

  「す、す、す、すみませーん！」

  　部室の外から、僕らを呼ぶ声が聞こえてきた。

  「誰だれだろう……あっ！」

  　その声に応対するため僕が椅い子すを立った一瞬の隙すきに、桜がパソコンの支配権を再び奪取した。

  「ずざー！　帰ってきた乳にゆうシネマパラダイスプロジェクト続ぞつこ……」

  　メールソフトのウインドウを閉じた桜の顔が固まる。

  「ぎゃあ────っ！　デスクトップが────!?　更地にいいいい!?」

  　桜は恐怖映画の断末魔のように絶叫した。

  「乳ちち神がみ様さま、何な故ぜですかぁ───っ！　何故このような惨むごい仕打ちを！　乳神様は僅わずかばかりの脱法えっち動画もお認めにならないのですか！　あなた様が奪ったのは一粒の麦です！　一粒の麦も許されないのでありましょうかーっ！　わたしのない胸は張り裂さけそうです！　おおお」

  　桜は、大おお仰ぎようにくるくる回ってからがっくりと膝ひざを突き、両手を天に高く上げて咆ほう吼こうした。

  『ゴッド・ブレスト・アメリカァァ！　（意訳：アメリカンなでけぇパイオツください）』

  　桜のよく解わからない悲鳴を背に、僕は訪問者の応対に向かった。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  「すみませーん、だれかーいま……わったた！」

  「はーい、今開けま……」

  「ぎゃっ！」

  　戸に手を掛けて開けようとした瞬間、扉の向こう側からゴツン、と盛大に鈍い音がした。

  「だ、大丈夫ですか！」

  　慌あわてて引き戸を開くと、ショートヘアで、眼鏡めがねをかけたちんまりとした女子生徒がドアに激突したようで、額ひたいを押さえながら悶もだえていた。

  「わ、わつつ……」

  「だ、大丈夫ですか……？　ていうか、なんで今まだ開けてないドアに激突したんですか……」

  「い、いえ、大丈夫です……。私、少々おっちょこちょいなもので……。あの、私一年の三さえ枝ぐさと申しますが……少々お伺うかがいしたいことがあって」

  　三枝さんは眼鏡めがねをくいっと直すと問いかけてきた。

  「あの、表札を見て気になったのですが……きせい部……とは何をする部活なのですか？」

  　……入部希望者か、あるいは部室を狙ねらう他の部員だろうか。部活の内情すら知らないようなので後者の可能性が高いだろうが……。まあ、適当にごまかしておくか。

  「規制緩和の規制部です。輸入品の規制緩和とか、表現の自由に対する規制についてとかを考える部活です」

  「はあ、え、政治的な団体で？　……それは……むう……」

  　何か微び妙みような表情を示している？　どういうことだろう。なら、別のテンプレに切り替えてみるか。

  「……というのは噓うそでしたっ！　すんません！　実は、奇声を発するための部活です。奇声を上げる奇声部です！　ニョッヒッホ───！　アバァベロベロ！　オビョロビンヨホォォン!!」

  「はあ」

  　三枝さんは首を捻ひねりながら怪け訝げんな顔をしているが、もとより噓八百なのだ。仕方あるまい。

  「……どっちですか？」

  「場合により変わります。どちらでもあり、どちらでもなく」

  「ええと、じゃあ、まとめますと」

  「はい」

  「ここの『きせい部』というのは、奇声を上げながら、創作物の規制反対を全力で訴える部活である、と」

  「おそらく」

  「……別の意味で危ないような気が……」

  　……ごもっともだ。ていうか、いったいこの子は誰だれなんだろう──？

  「あ、わたた！　す、すみません、申し遅れましたっ！」

  　女子生徒は、やおら生徒手帳を取り出し、そこに書かれた名前と、生徒会での役職を提示して見せた。

  「わたし！　生徒会執行部、部活管理課の三枝と申しますっ！」

  「え、生徒会!?」

  「はい、各部活の実態調査をしています」

  　しまった。部活管理課なんてのがあったのか。そういう目的だったら、対外的に言えるような活動理由もなく贅ぜい沢たく三ざん昧まいを尽くしているこの部活は当然廃部か──？　と、危機感を感じていると、三さえ枝ぐささんは僕の考えを読んだように手のひらをぶんぶんと横に振った。

  「あ、別に中身がないからこの部活やめろー、とかじゃないんです。そういう部活いっぱいあるし。ただ、活動するに当たり、学校に上納金を払っていただけたらなーと」

  「え？　じょうのう……きん？　僕らが払うんですか、それ!?」

  「もちろん！　これ、うちの学校の制度なんです。活動費さえ払ってくれれば、生徒たちはどんな部活を作ってもいいんです。よっぽど法に抵触するようなものでなければ」

  　……いいのかよ。そういえば、確かにこの学校、オフィス・ラ部とかゼイリ部とかとんでもない部活の宝庫だったっけ……。

  「うちの高校は、営利目的が第一ですから～。校訓は『生き馬の目を抜け』！　レッツ・砂漠で水の暴利を貪むさぼるような人生を！」

  　三枝さんはガッツポーズを作って校訓アピールをした。おっとりしているようで金の亡もう者じやなのか、この人。

  　と、その時、三枝さんとの会話を遮さえぎるように櫂かい実じつが叫んだ。

  「増ます川かわ君ごめんなさいっ……！」

  「どうした、櫂実……？」

  「実は……拙せつ虫ちゆう……もう喜き捨しやしすぎて……現金はほとんど残ってないの……」

  　櫂実は、しゅんとして言った。

  「そうか……しょうがないね」

  「せ、拙虫が……なんとか……なんとかしてお金を作るから……増川君……許して……この身体からだを売ってでも……」

  「いいよ！　別に櫂実を当てにしてなかったし、する気もないから！　身体を大事にしろ！」

  「ああ……増川君……優しい……もうだめだと思ったときの増川君だ……」

  　いや、人としてまっとうな反応だとは思うが。僕は三枝さんに向き直る。

  「ええと、じゃあお金、いくらぐらいですか？　払えるなら僕が今払いますが」

  「それはですね……へへ……こんなもんで」

  　三枝さんは電卓を僕らに向けて提示する。

  「なんか悪い商人っぽい笑い方ですねあなた……どれ」

  　が、目に入ったその金額は──

  「そんなに!?」

  　予想の一ひと桁けた上だった。学生が個人の資金ですぐ払うには──なかなか厳しいレベルだ。

  「ど、どうしよう唐から人と……わ、私、寄生してる身だからお金とか考えたことなかったぞ……いつも栄養のことばっかで……栄養なら得意なんだけど……」

  「いや、サナにはなおさら期待してないから……」

  　と、僕たちが困っていると。

  「あのー、そしたらですね。間もなく宿やどり木ぎ祭さいがありますので、そちらへの参加を検討されてみては？　三日間も開催ということで屋台とかで利益を出す部活さんも多いですし、学校主催の賞金が出るイベントとかもありますので……」

  「へ？　あ、そういやもうすぐ学園祭があるんだっけ……」

  　すっかり忘れてた。そういえば、最近周りが浮き足立ってたり、忙しそうにしていた気がしたが……そういうことだったのか。

  「なんでも、今年の宿木祭には、メイン企画であるアイドルのライブステージに、現役人気アイドルの方もいらっしゃるとかで～……」

  　その言葉を聞いて、嫌いやな予感がした。

  　点と点が、図はからずも繫つながってしまったような悪お寒かんだ。そして、やめときゃいいのにサナが尋たずねてしまう。

  「そのアイドルって誰だれだ？」

  　その質問に、三さえ枝ぐささんは鞄かばんからパンフレットを取り出すと、一部分を指でぱしぱしと叩たたいた。

  「ふふーん、今年はすごいですよー。このパンフのここ見てください、ここ」

  「おお─────！　唐から人と！　この人!!」

  　その写真に写っていた人物は。僕の予感通り。

  「もしかして」

  「はい！　今をときめくトップアイドル！　倉くら里さと姫ひめさんです！」

  　そして、三枝さんは爆弾発言をした。

  「実は今日も来てるんですよ、打ち合わせでこの高校に。今応接室にいるんですよ～」
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  　首元を摑つかまれて廊下を引き摺ずられながら、僕の制服はみるみるうちに埃ほこりにまみれて汚れていった。もはやぼろ雑ぞう巾きんである。

  　なので、せめて埃ではなく人としての誇りを取り戻すためにサナに抗議する。

  「あ、いててて！　サナ！　痛い！　痛い！　放してくれ！」

  「唐人ー、なんで逃げようとするんだよー！　せっかく組織の手がかりが見つかったんだから真ま面じ目めにやらなきゃー！」

  「に、に、に、逃げるわけじゃない！」

  　と、言いつつも、身体からだは思いっきり逃げようとしている訳だが。

  「じゃあ、どうして抵抗するんだーっ！　唐人のばか！　免疫ー！　Ｔ細胞！」

  「こ、心の準備ぐらいさせろ────！」

  　なんだかんだ言って、あの駆け落ち裏切られ事件は、それなりにトラウマになっている自覚がある。そんな、やっと忘れかけてた過去にいきなり向き合うなど、寒風吹きすさぶ真冬の屋外プールに突き落とされるようなものだ。せめて準備運動をさせてほしい。心の。

  「でもせっかくの機会なのに！　これを逃したらもうその人に会える保証はないんだぞ！」

  　サナに引き摺ずられながら、僕は応接室の前あたりで必死に懇願する。

  「あいたた……た、頼むサナ！　ちょっと話を聞けって！」

  「……話ってなんだ！」

  「……そもそも話は六年前に遡さかのぼるんだ」

  「……？」

  「もう、六年になっちゃったというか、まだ六年というか……でも、その、いまだに宙ぶらりんで……」

  　僕は指をもじもじしながら、話を切り出しあぐねる。

  「あー、まどろっこしいー！　唐から人と────っ！　はっきりしろー！」

  「あいてててて！　は、腹痛いた……わ、解わかった解った！」

  　サナの腹痛攻撃に促うながされ、僕の口から忘れたかった言葉が飛び出してしまう。

  「……初恋だったんだ！」

  　それを聞いたサナの動きが止まった。

  「……初恋？」

  「……実は、その人と、駆け落ちの約束までしてたんだ」

  「駆け落ちというとっ……魚の中骨の周りの部分っ……!!」

  「それは中落ち」

  　それ以上広げるボケでもなかった。

  「え、じゃあ唐人……初恋って……？」

  　僕は、観念したように呟つぶやく。

  「昔、姫ひめちゃんとは幼なじみで。僕が姫ちゃんのことを好きで、姫ちゃんが家出する時に二人で逃げようとしたんだ。それだけだよ」

  「好……き……？」

  「ったく、これで満足……え？」

  　そのサナのリアクションは、今までに見たことのないようなものだった。

  「うあ……」

  「……え？　サナ……どうしたんだ？」

  　小さな体たい躯くを震ふるわせながら、眼がん窩かに涙を溜ためて、眉まゆをひそめている。

  「今なんか……からだの……ほそいとこが……体節がきゅうってなった……」

  「本体の方の話か……。ってか、大丈夫か？」

  「わかんない……わかんないけど、なんか今、急に苦しくなって……腸が詰まりそう……っていうか詰まらせちゃいそう……」

  「僕の腸が詰まるのかよ！　はた迷惑な動揺行為やめてよ！」

  　そしてサナは不安げな顔でもじもじしながら急に逆のことを言い出した。

  「なんか……やだ……。やっぱり……会わなくていいんじゃないかな……」

  「はぁ!?　どっちなんだよ！」

  「うー！　なんでかわかんないけどー！　なんかやだなんだー！　や─────！　だ──────！　だって……唐から人とがその人をカノジョにしちゃうかもだしー！」

  「んなこと言っても！　組織の情報を知るためには会わなきゃしょうがないって言ったのお前だろうが！」

  「初恋の相手だって言ったのは唐人だろー！」

  「それがどう繫つながるんだよ！　関係ないだろうが！」

  　そして僕たちは、さっきとは逆の方向にお互いの体を引っ張り始めた。相反する力に二人の制服の裾すそがでろでろに伸びていくが──突然。

  「う───……やあ───っ！」

  　サナが急に僕の身体からだを逆側に受け流した。

  「うわっ、何すんだお前えええええ！」

  「あ、つ、つい！　ごめん唐人！」

  　いきなり引き止める力を失った僕は、前につんのめって倒れ込みそうになってしまう。

  「うわあああああああああ！」

  　すると。

  　僕の目の前には、紙パック飲料を持った若い男性が直立不動で立っていた。そのピンク色の紙パックにはファンシーなフォントでこう書いてある。『いちごオレ』。男は、ちゅうちゅうと啜すすっていたその紙パックのストローから口を離すと、怪け訝げんそうな表情をこちらに向けた。

  「……あぁ？」

  「すいませんどいてくださ……うべぇぇぇぇえ！」

  　そこから先何が起きたのか、あまりの予想外の出来事に、一瞬の混乱に陥る。

  　どう考えてもその人にぶつかると思った瞬間、彼の伸ばした足が、僕の足を的確に捉とらえ、そのまま掬すくい上げるように空中で一回転させられ──僕は仰あお向むけに背中を強く打っていた。

  「いでぇっ！」

  　ダダーン、と強めの衝撃と共に、流れる天井が落ち着く。

  「ふう……んだてめぇ、不審者か」

  　青年は倒れている僕に向かい、暴力的なまでに鋭い流し目で上から覗のぞき込んでくる。無造作に撥はねる水色の髪に、藍らん緑りよく色しよくの瞳ひとみがひどく異質な存在感を醸かもし出していて、威圧感の刀で切りつけられたようだ。青年は見たところ、二十代後半といったところか。いずれにしろ、この学校の職員ではないようだが──。

  「あ、いや、す、すいません、僕の不注意でぶつかりそうになっちゃって……」

  「か、唐から人とーっ！」

  　サナが駆け寄ってくるが、それも意に介さず青年は問いかけてきた。

  「おい、お前。ここに誰だれがいるのか解わかってるのか」

  「え……？」

  　倒れたまま横を向くと、そこはもう応接室の真ん前だった。

  「知らないなら教えてやる」

  　青年は自信満々で指を応接室に向けた。

  「この中には天使がいる。奪いに来たんだろうが……残念だったな。ここには俺がいた。運命に愛された聖なるガーディアンであるところの俺が」

  「……は？」

  　意味が解らない。

  

  　──その時。

  「おい、セルカ君、何ドタバタしてんだ？」

  　倒れ込んだ僕の頭部の側そばでガチャリ、と扉が開く音がした。

  　一瞬で総毛立つ。その声に、僕は聞き覚えがある。

  　懐なつかしいまでにその乱暴な口調で話すのは──

  「あらあら、なんか懐かしい声がすっと思ったらこれはまた──」

  　金色の髪の毛を搔かき上げながら──倒れた僕の顔を覗き込む、その顔は。

  「姫ひめ……ちゃん」

  「よう、唐から坊ぼう。えっらい久しぶりだな、また」

  

  　そこにいたのは──相変わらずの完かん璧ぺきな美び貌ぼうと無類のカリスマ性を持った、僕の初恋の人だった。
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  「やー、唐坊懐かしいなー。何年ぶりかな？」

  「……六年ぶりだよ、お姉ねえちゃん」

  　その声に、姫ちゃんが振り返る。廊下には、息を切らせた桜さくらが走ってきていた。

  「おおー！　桜ー！」

  　姫ひめちゃんは一切の躊ちゆう躇ちよも見せず、いきなり桜さくらに抱だきついた。

  「むぎゅむ！」

  「ははー、さーくらー！　大きくなったなー！」

  「ふが！　ふがふ、ふがっふ！」

  　呼吸できずに苦しむ桜の訴えを無視し、姫ちゃんが胸に桜の顔をぐりぐりと押しつけながら抱擁する。

  「ていうか、こっちの方はアタシの妹なのに残念なままなんだな」

  「はう！」

  　姫ちゃんが、今度は桜の背後から胸をぺたぺたとまさぐった。……揉もむほどないので。

  「唐から坊ぼうに揉んでもらってなかったのか？」

  「や……やめっ……」

  　圧倒的な威圧感と、それでも人を惹ひきつけて止やまないマグネティズム。そして、六年前とまったく変わらないサディズム。魔女の帰還だった。

  「や……やめ……やめろいがーっ！　ぺに───っ！」

  「うわっ！」

  　突然、桜が全身の関節を逆側に反そらし、姫ちゃんの腕を振り解ほどいてスタリと床に着地した。

  「さ……桜……なんだその技は！」

  　そして、桜は構えた左手を卑ひ猥わいな形に折り曲げて言った。

  「全身の関節を海かい綿めん体たいのように柔らかくする──それが『信仰としての淫行フエイス・イン・フアルス』」

  　桜はいつの間にか新たな技を身につけていた。のはともかく、大きく腕を振って言った。

  「わ、わたしはっ！　もう六年前のわたしとは違うんだっ！　それにわたし……まだお姉ねえちゃんを許したわけじゃないんだからね！」

  「桜……お前……」

  　その言葉を聞いた姫ちゃんは、少しだけ眉まゆ尻じりを下げて複雑な表情を見せた。

  　と、そこに──再び、応接室の扉が開く音がした。

  「ちょっと、姫まで、いつまで遊んで……え？」

  　また姫ちゃんと違う、恐らく姫ちゃんより年上のくたびれた感じの女性が出てきた。キャリアウーマン風の黒いスーツに身を包み、黒のロングヘアを後ろでまとめている。微かすかに怒気を帯びた声はどこか神経質そうな印象を抱いだかせる。

  「あっ……鮎あゆヶが瀬せさあああああん！」

  　青年が、大声で歓喜する。

  「おっ！　鮎ヶ瀬！　こいつら、身内！　身内！」

  　姫ちゃんは、ぱっと顔を切り替えて、鮎ヶ瀬という女性に手を振った。そして僕らに向き直るとこう言った。

  「あいつは、アタシのマネージャーの鮎あゆヶが瀬せ白しろ美み。ま、立ち話もなんだから、とりあえず中入ってくれよ」

  「ちょっと姫ひめ、勝手に仕切らないでよ……なんで部外者を……」

  　鮎ヶ瀬さんが焦あせったように姫ちゃんを咎とがめるが、姫ちゃんは悪びれる様子さえなかった。

  「だーら、身内なんだって。いいじゃん、な？」

  　鮎ヶ瀬さんは胃のあたりを押さえて、溜ため息を吐つきながら愚ぐ痴ちった。

  「また自分勝手な……お腹なか痛いわ……」

  

  　……さて。中に入って、応接室で話を聞く──のはいいものの。

  　応接用テーブルを挟んで、僕とサナと櫂かい実じつと桜さくらの向かいに、姫ちゃんとマネージャーの鮎ヶ瀬さんが座る。ここまではいいとして。座りもせずソファーの背後に立っている、先ほど僕に足を引っかけた蒼そう髪はつの青年が、異様な存在感を放っていた。一体、彼は何者なんだろう？　……てか、ずっとそこに立ってる気か？

  「お、唐から人と、おせんべいがあるぞ！」

  　サナがテーブルの上に置かれていたせんべいを物欲しげに取り上げた。

  「また食い物かよ……そういうのにほんと目ざといな、お前」

  「あとでこっそり唐人に食べさせていい？」

  「人に無理矢理食べさせるのをこっそりとは言わない！」

  「……こっちのはおせんべいじゃなくて薬か……」

  　薬……？　と思ってテーブルを見ると、そこには確かに半透明な桃色のプラスチックでできたピルケースと、その中に錠剤が幾粒か入っていた。姫ちゃんの風か邪ぜ薬かなにかだろうか。

  「ええと……では姫の身内ということですので……改めて自己紹介などをさせていただきますが」

  　まず、鮎ヶ瀬と呼ばれていたキャリアウーマン風の女性がこちらに名刺を差し出した。

  「鮎ヶ瀬白美と申します。倉くら里さと姫のマネージャーをやっております」

  　……そこに。いちごオレの紙パックを飲んでいた青年が鮎ヶ瀬さんを押しのけてどっかりとソファーに割り込んできた。

  「横よこ川がわセルカだ」

  「ちょ、ちょっとセルカ君！」

  　セルカと名乗った青年は、不ぶ躾しつけにも片時も左手と口元をいちごオレから離さず、右手だけを差し出してきた。

  「鮎ヶ瀬マネージャーのマネージャーをやっている」

  「はあ、どうも……ってどういうことだよマネージャーのマネージャーって！」

  　思わずツッコんでしまった──が。

  「ちょ、ちょっと……セルカ君、仕事の時はあなたは、黙っててって言ったでしょ……」

  　鮎あゆヶが瀬せさんは頰ほおを少し染めながら小声でセルカを睨にらみつけた。

  「ははっ！　ま、アタシらはいつもこんな感じの三人で楽しく仕事してんだ。緊張すんなよ」

  　姫ひめちゃんはそう、統括するようにまとめた。

  「いや、でも……マネージャーのマネージャーって聞いたことなかったもので……あ、そうか。もしかして姫ちゃんのボディガードみたいなものですか？」

  　僕がそう尋たずねた瞬間、圧倒的な殺意がこちらに向かって飛んできた。

  「ざけんなァァァ！　俺が身を粉にして守るのは地球上で鮎ヶ瀬さんただ一人だ！　こちとら選ばれしメシアガーディアンだコラァァ！」

  「ひぃ！」

  　その剣幕に背筋が凍る。と、それを遮さえぎるように鮎ヶ瀬さんが戒いましめた。

  「セルカ君！　黙って！」

  「はあい」

  　声に孕はらまれた怒気が一瞬で霧散して猫なで声が発せられる。

  「こっ……こいつ……」

  　だんだん解わかってきた。

  　鮎ヶ瀬とかいう人と会話する時だけ態度が百八十度違う！
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  　セルカは気を取り直しゴホンと咳払いをすると、真顔で述べた。

  「あー……だから要するに、姫ひめっちにマネージャーがついてるのは、特別な人間だから、だろ？」

  　自信に満ちた表情で、己おのれを指差す。

  「俺は鮎あゆヶが瀬せさんを世界の何より特別だと信じている。だからマネージャーだ。この人は俺の──天使だ。メシアだ。マリアだ。絶対唯一神だ」

  　大変にいい表情だった。だが──言っていることは、要するにただのノロケだ。

  「セルカ君！」

  　鮎ヶ瀬さんは目を瞑つぶりながらさっきよりも強い口調で名前を呼んだ。

  「な、な、なんで黙ってられないの？　あなたがいるとまとまる商談もまとまらないんです！　何回も言ってるでしょう！　迷惑です！」

  「え……鮎ヶ瀬さん……め……い……わく……？」

  　セルカの動きが止まり、身体からだが一瞬にして緊縮したかと思うと──

  「ぶぱあああああああっ！」

  「うわあああ！　汚っ！」

  　悲しみのあまりか、勢いあまってセルカがストローを咥くわえたまま紙パックを握りつぶした。そこら中に中身の薄桃色のいちごオレが散乱する。

  「だ、だって、だって！　鮎ヶ瀬さんがこの前みたいに急にお腹なか痛くなったりしたら、誰だれが鮎ヶ瀬さんをトイレまで運ぶんだよお！」

  「なっ──」

  　鮎ヶ瀬さんが絶句する。

  「ぷふっ、鮎ヶ瀬、お前、そんなことセルカ君にさせたのか」

  　それを聞いて、姫ちゃんが、さもおかしそうに猫の顔をしながら、口を押さえて吹き出した。

  　鮎ヶ瀬さんはついに堪こらえきれず、顔を真っ赤にしながら絶叫した。

  「で、出てって──────！」
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  「……変なのがやっと出て行った……」

  　半ば無理矢理、鮎ヶ瀬さんに背中を押されるようにしてセルカは廊下に押し出されていった。てかあいつ、さっきももしかしてこの流れで廊下に一人で立ってたのか？

  「えっと……それで、気を取り直して話に戻るけど……姫ちゃんがこの学校に来たのは、三さえ枝ぐささんが言ってたアイドルのライブステージってやつのためなんだよね？」

  「まだ出演が決まったわけではありません！」

  　口を挟んだのは、鮎あゆヶが瀬せさんだった。

  「だーら、鮎ヶ瀬、ありゃイタズラだって」

  「でも……」

  　鮎ヶ瀬さんと姫ひめちゃんが話している状況が、ちっとも飲み込めない。

  「姫ちゃん、いったい何が……」

  　その質問に姫ちゃんはさらりと答えた。

  「……あのさ。脅迫状がな、来てたんだよ」

  　脅迫状……だって？

  　姫ちゃんは、ちらり、と鮎ヶ瀬さんの方を見てから、おもむろに切り出した。

  「どうもな、アタシ命狙ねらわれてるみたいなんだわ」

  「姫！　そのことは──」

  「いいじゃねえか、身内だし」

  　鮎ヶ瀬さんは内情をバラされるのは本意ではない、とでも言わんばかりの物もの憂うげな表情だ。そして、姫ちゃんは懐ふところから一通の手紙を差し出した。

  『脅迫状』

  「脅迫状!?　ご丁てい寧ねいに脅迫状って書いた脅迫状!?」

  「おう、先週、アタシ宛に届いたんだよ。んで中身が──」

  　姫ちゃんはがさごそと脅迫状を開いた。そこには、こんな文面が書かれてあった。

  

  『軽率の女王である倉くら里さと姫よ　引退せよ

  　　沈黙は金　雄弁は銀である

  　　さもなくば鮮血のうちに悲劇の幕が上がるであろう』

  

  「姫ちゃん、これ……ガチの脅迫状じゃん……」

  「イタズラだって！　よくあることだっつーの、人気商売には。こんなん気にしてたらなんもできねーから。引退なんかしねーしねー」

  　姫ちゃんは、一顧だにしようとせず、その脅迫状を丸めるとゴミ箱に投げ捨てた。

  　──でも、本当にいたずらだろうか？　脅迫。それはまさに、さっき志し保ほからのメールにあった記述に繫つながる。

  『組織』が、姫ちゃんを要注意人物としてマークしているということ。ってことは、これも組織の仕し業わざではないのか？

  「ひ、姫ちゃん！」

  「あ？」

  「じ……実は！　姫ちゃんに聞きたいことがあるんだけど……」

  　僕が組織のことを聞こうと思った瞬間、桜さくらがそれより早く口を開いた。

  「……今更」

  「へ、桜？」

  「お姉ねえちゃん！　なんで今更戻ってきたの！」

  　爆発するようなその桜の強い口調を聞くと、ほんの少しだけ姫ひめちゃんは顔を曇らせた。

  「……桜、やっぱり、アタシを怨うらんでるのか？」

  「怨んでるっていうより……納得してないんだよ……だってお姉ちゃん、お姉ちゃんがいなくなった後のお兄にいちゃんを知らないでしょ!?　勝手に奪おうとして、勝手に切り捨てて！」

  　桜は姫ちゃんにじりじりと、興奮気味に詰め寄っていって──最後には、目に涙を滲にじませてしまった。

  「……こっちは……たいへん……だったんだよ……あの雪の日から……お兄ちゃん、閉じ籠こもっちゃって……サナちゃんが来てからだいぶ変わったけど……それまで本当に大変で……」

  　桜にそう言われると、少し心が痛い。確かに、あの頃ころの僕はボロボロだったけど……。

  「……お父さんとお母さんは……アタシについて何か言ってたか……？」

  「なんか……お姉ちゃんが家を出てってしばらくは沈んじゃってた……それから、お姉ちゃんがテレビに映る度たびにチャンネルを変えたりして……今でもだよ」

  「……そうか」

  　姫ちゃんは今、何を思っているのだろうか。

  「それもこれも、お姉ちゃんが家出してアイドルになるなんて自分勝手をやってるからだよ！」

  　その言葉を聞いたとたん、姫ちゃんの眼光が鋭くなった。

  「あぁ？」

  「だって、お姉ちゃんがお兄ちゃんや家族を放ほうり投げて出て行ったのって、ただみんなにちやほやされたいからでしょ!?　だからアイドルなんかになったんでしょ!!」

  「アイドル……なんか？」

  「アイドルなんかだよ！　あんなの人前で適当に歌って踊るだけのお仕事じゃん！　そんな遊びみたいなお仕事のためにわたしたちを振り回さないでよ！」

  　桜の語気が、完全に沸ふつ騰とうしている。それに呼応するように。

  「桜……それもういっぺん言ってみろ、コラァ！」

  　姫ちゃんの口調も、完全に戦闘モードに変わっていた。

  「ちょ、ちょっと、二人とも！　姉妹喧げん嘩かやめてよ……！」

  　僕が制止しようとしても、二人の舌戦はなお止とどまるところを知らない。

  　そして。ダン、と姫ちゃんが机の上に足を強く乗せた。

  「上等じゃねえか！　そんなに言うなら、桜、今度のステージ、アタシの代わりにあんたに上がってもらおうか！」

  「へぇ!?」

  　さすがにそのセリフには、桜さくらも面食らったようだった……って、うおおおおおおおおい！　なんでそんな方向に話が進むんだ！　少しは組織の話を聞かせろよ！

  「そ、そんなことより……僕は姫ひめちゃんに聞きたいことがあって……」

  　しかし、姫ちゃんの沸ふつ騰とうはこれだけで終わらなかった。

  「聞きたいこと？　そうだ、桜だけじゃつまんねーな……」

  　姫ちゃんの視線が、僕たちに泳ぐ。

  「おい。唐から坊ぼう。お前、プロデューサーとして、その連れの子たちをプロデュースして、ステージを盛り上げてみろ。それをやんなきゃ、お前がしたがってる質問にも答えてやらねー！」

  「なんでそうなるんだーっ！」

  「だって桜が遊びって言うからだよ！　だったら、お前らにやってもらおうじゃねえか、アイドル！」

  「じょ、じょ、じょ、上等だー！　大丈夫だよお兄ちゃん、わたしやってやるよっ！」

  「桜も挑発に乗るなよ！　姉妹喧げん嘩かに周りを巻き込まないでくれ！　だいたいなんでそんなことを僕たちがっ！」

  「あぁ？　理由なんて一つに決まってるだろ」

  　姫ちゃんは魔女の笑えみで艶えん然ぜんと笑った。

  「アタシは唐坊の困ってる顔が見たいんだよ」

  　その美しくも底なし沼のような表情に、僕は思わずゾッとした。

  「で、でも……アイドルのプロデュースなんて僕にできるわけないだろ……！　素人なんだから……しかも、この三人を……」

  　そこに、櫂かい実じつが僕に尋たずねてきた。

  「増ます川かわ君、アイドルって……どういうもの？」

  「へ？」

  「……概念だけなら知ってるんだけど……拙せつ虫ちゆう……サブカルチャーのことは……全然知らなくて……」

  　櫂実にも苦手分野があったのか。驚きだな。

  「えーっと、アイドルってのは、たくさんの人の前で」

  「……うん……」

  「歌ったり踊ったりする」

  「死んじゃう！」

  　櫂実にあるまじき即答で悲鳴が返ってきた。

  「唐から人と、でも歌ったり踊ったりぐらいなら、私ならたぶんできるぞ？　てかやってみたい！」

  　くいくいとサナが袖そでを引っ張ってくる。

  「……ぐ……」

  　確かに、よく見てみると、サナの外見だけならアイドルとして行けそうな気がしなくもない。

  「……姫ひめちゃん」

  「あ？」

  「じゃあ僕が、それでこの三人を姫ちゃんと一緒のステージに立たせたら、僕の質問に答えてくれるんだね？」

  「ああ。別にいいけど……」

  　なら、やる価値はある。下へ手たでも、ステージに上がればいいんだし……と思った時。

  

  「ちょ────っとまったあ──────！」

  　バタン、と応接室の扉が大きく開かれた。突然の闖ちん入にゆう者しやだ。

  「え、だ、誰だれ!?」

  　それは、ピンク色のフリフリの衣装を着た、女子生徒だった。明らかに、コスプレイベントを想起させる場違い加減だ。

  「あ、あなたは──？」

  　鮎あゆヶが瀬せさんが戸惑いがちに尋たずねると、女子生徒は答えた。

  「宿やどり木ぎ高校！　アイドル部の！　月つき葉ばエレナです！」

  　女子生徒は逆さまのピースサインをこちらに向けると、片目を閉じてポーズを作り──

  「またの名を、りりかる☆エレナだよ！　きゃるーん☆」

  　およそどこの言語圏にも属すると思えない奇妙な発声を行った。

  「……変なのがまた入って来た……」

  「エレナね、姫ちゃんの大ファンだからこっそり今のお話聞いてたんだけど、我慢できなくて思わず入ってきちゃった！　エレナね、あなたたちずるいと思うの☆」

  　女子生徒はなおもキンキンボイスで話しかけてくる。

  　あまりに高周波すぎてイルカと会話とか出来そうである。

  「姫ちゃんはぁ、アイドルを目指す女の子みんなの憧あこがれなんだから！　姫ちゃんと一緒のステージに立つことは、みんなの夢なの！　そんな私たちを差し置いて勝手にステージで共演なんて！　許せるわけないじゃなーい☆　りりかる☆エレナの、マジカル頓とん死しびぃーむ撃っちゃうぞ！　きゅんきゅん☆」

  　腰を八十度ぐらい曲げた角度で、その『頓死びぃーむ』が強調される。その台詞せりふを聞いた全員が、思わず脳内で語尾に☆マークをつけてしまいそうなキャピキャピ感であった。

  　一方、この場にそんな闖ちん入にゆう者しやを意に介していない者が一人だけいた。

  「うー……開かない……」

  　サナがおせんべいの袋を開けようと格闘しているところだった。

  「おい、サナ、お前何やって……」

  「だって、これ、開かない……あっ！」

  　その時、サナがおせんべいの袋をパン、と力強く引っ張り開けると──おせんべいの欠片かけらがいくらか勢い余って月つき葉ばさんに向かって飛んでいった。

  「うわ！　ばか何やってんだサナ……」

  　そしてそれが月葉さんに直撃した瞬間。

  「痛ェッ！」

  　野太い声が聞こえた。

  「……」

  　場の空気が数秒間フリーズした。

  「あの……すいません、今の──」

  　月葉さんに問いかける。

  「きゃる～ん☆　なにかな？」

  　月葉さんは首を傾かしげながら再び超音波じみた高い声を出した。

  「今『痛ェッ』って結構太い声出しませんでしたか。えーっと……地声、だいぶ太いですよね」

  「う～ん☆　そんなことないかなぁ～？　エレナおこっちゃうぞ！　ぷんぷん！　ぶるぶる！」

  　ついに頰ほおまでリスのように膨ふくらませ始めた。

  　これは怖い。この子……徹底的にキャラを崩さない気だ。

  　しかし、それを見た姫ひめちゃんは何かを思いついたように、手をポンと叩たたいた。

  「わーった。確かにそうだな。じゃあこうしよう」

  　姫ちゃんは、自分の人差し指を伸ばし、天高く掲げた。

  「アイドルステージじゃない。アイドルコンテストにする！」

  「なっ……!?」

  「そして、アタシと共演できるのは、一位を取ったアイドルだけってことにしよう！」

  　その言葉に鮎あゆヶが瀬せさんが狼ろう狽ばいする。

  「ちょ、ちょっと、姫、何勝手に決めて……あなた、まだ出るかどうか……」

  　そんな鮎ヶ瀬さんの動揺を意にも介さず、姫ちゃんは月葉さんにも声を掛ける。

  「若いの。アタシとステージに立ちたかったら実力で勝ち取れ！　がんばれよ！」

  「はい！　姫ちゃんに声をかけていただいて感激です！　がんばります！　きゃるーん☆」

  　何か……今回もまた僕の意思を差し置いて勝手に物事が決まっていく悪お寒かんがする。

  「唐から人と！　私やるぞ！　やるやるー！　歌ったりしたい！」

  「お前は好奇心強いだけだろうが！」

  　一方、姫ちゃんは姫ちゃんで盛り上がって好き勝手言っている。

  「はっはっは、どうせなら盛大にやろうぜ！　グッズも売って、その儲もうけの中からアイドルランキングの上位には賞金も出すことにしてさ！　マネージャー能力に定評のある鮎あゆヶが瀬せがその辺の勘定をやってもいい！」

  「姫ひめ、だから勝手に決めないで！」

  　しかし、その言葉に、ぴく、と櫂かい実じつの肩が動いた。

  「どうした、櫂実？」

  「……賞金が出るの？」

  　月つき葉ばさんが櫂実と恐らく同じ文もん言ごんに反応する。

  「……あら、それは助かりますわ。部活の上納金、シャレにならないですものね！」

  　櫂実も、当を得たという感じで決意を込めて言った。

  「……増ます川かわ君……もし賞金が出るなら……上納金のために……拙せつ虫ちゆうもがんばってみる……」

  「え？」

  「……きせい部にお金がないのは……使いすぎた拙虫のせいだから……お金のために……拙虫もアイドルコンテストに参加してもいい……」

  「ほ、本当かよ……ま、まあ櫂実がそう言うなら……」

  　それを聞いた姫ちゃんが大喜びする。

  「よっしゃ、決まりだっ！　こいつは一週間後の学園祭が楽しみになってきた！　確かアタシのステージは三日間のうち最終日だったっけ？　誰だれがアタシと一緒にステージに立つのか楽しみだ！　鮎ヶ瀬、じゃあそういう感じで契約書にサインしといてくれな」

  「だから姫、勝手に──！　もう……」

  　鮎ヶ瀬さんは、しぶしぶと言った感じで契約書にサインをした。

  「わ、わたし！　お姉ねえちゃんには負けないんだから！」

  「おう、やれるもんならやってみろよ、桜さくら」

  　桜も盛り上がり、姉妹も火花を散らす。

  　こうして、よく解わからない流れで、僕は組織の情報を聞くために。サナは好奇心から。櫂実は部活の上納金を稼ぐために。桜は姉をぎゃふんと言わせるために。それぞれの目的で、僕たちは今回の宿やどり木ぎ祭さいで行われるアイドルコンテストでランキング一位を目指すことになったのだった。

  　……いつもいつもなんでこう斜め上の展開になるんだろうか。
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  第二章　アイドル発見伝

  

  　そしてあっという間に一週間が過ぎ、のどかな初秋の日。

  　今日はついに宿やどり木ぎ祭さいの始まる日だ。一応、僕は去年も体験しているはずなのだが、その時はまだ閉じ籠こもり気味だったせいもあって、積極的に参加した記憶もない。そういう意味では、きせい部の全員が初めての学園祭ともいえるのだが──。

  「すげえ人ひと混ごみだな……」

  　見るだに壮観な光景だった。学校の敷地に、とんでもない数の人がごったがえしている。さすがにぎゅうぎゅう詰めまでではないが、人通りの途切れる時間が存在しないぐらいだ。

  「うわあ、唐から人と、すごいすごい！　お腹なかいっぱいの腸みたい！」

  「こら、サナ、あんまりはしゃぐなって！」

  　そんな盛り上がりの中、僕たちは並んだ屋台の中に、見知った顔を見つけた。

  「……お、丈じよう児じじゃねえか！」

  「よお唐人！」

  　丈児がにこやかな顔で手を上げてきた。その身体からだにははっぴ、両手にはヘラ。

  「バスケ部は焼きそば屋やってるのか。大変そうだなー」

  「まあ、うちは部員多いし金儲もうけないとなー、色々備品とか新しくしたいし……」

  　と、丈児はいきなり真顔になって尋たずねてきた。

  「……ところでさ、唐人。夏休みに……結構服はつ部とりと会ってたんだって？」

  「え？　ああ、あれはちょっと、サナが戦闘の練習に使う練習台にしてただけで──」

  「それなんで俺にしてくれないんだよおおおお！」

  　丈児は急にテンションを上げて、僕の身体をがくがくと揺さぶってきた。

  「俺！　やるのに！　的まとになるしさあ！　受け身！　受け身も取れるんだよおおお！」

  「え？　い、いや、だって友達を酷ひどい目に合わせられないし……そういう役割はさ……クズの服部だったら良心痛まないってことだけで、深い意味は別に……」

  「なんて言うかさ！　俺！　最近少しずつ、唐人が離れていくような気がして寂しいんだよ！」

  「だから、そんな意味は……」

  「すみませーん、難病の子供のために寄付金をお願いできま……」

  　その時僕たちに一人の男が声をかけてきた。顔の下半分をマフラーで覆おおったこの男は──。

  「げっ！　増ます川かわ！」

  「あ、[image: ]うわさをすれば服部じゃねえか」

  「くそおお！　また貴様が唐から人とに声を！　服はつ部とりいいいいいい！　親友泥棒があああ！」

  　丈じよう児じが歯ぎしりする。だが、募金箱を持った服部はどこか居心地悪そうだ。

  「服部、お前何してるんだ。お前が募金活動なんて……」

  「ま、まあ、せっかくの人出だし、知り合いの病気の子供のために寄付金をだな……」

  　服部は募金箱に貼はってある子供の写真をこちらに見せてきた。……が。どう見ても、ネットから五分で拾ってきた画像だ。右下にはコピーライトまで入ってるし……。

  「……おい服部。この子供、本当に知り合いなんだろうな？」

  「……ああ……今日も空が青いな……波長短けえ……すげえ波長短けえ……」

  　服部は僕の質問には答えず、明らかにはぐらかした。

  「悪徳詐欺はやめろ！」

  　埒らちが明かないので募金箱をたたき壊してみた。

  「うあああああああああああああっ！　俺の金があああああああ！」

  　やっぱり架空の募金詐欺だったか……。

  「良かったっ……！　病気の子供はいなかったのか！　良かったああああああ！」

  「丈児、相変わらずお前の発言はネジ一個外れてるな……」

  　……と、そこで違和感に気づく。

  「あれ？　服部、そういやあいつらどうしたんだ。いつもの、四天王残りの連中は」

  「ああ……ゲイツと金きん腹ぷくか……？　そこ見てくれよ」

  　服部は地面を指差す。

  　そこには無ぶ様ざまに地面に這はいつくばっている二人がいた。

  「ヒモジイ……ヒモジイデス……」

  「ぶおっほっほ……食料……食料……」

  　カサカサと地を這はうその動きは、まるで昆虫のようだ。

  「わ、儂わしはもう……丸三日水しか飲んでないんじゃ……ゲイツ……何か落ちとらんか……」

  「あ……ナニかが口元に……ペロリ……これは……」

  　突然草を含んだゲイツがガバリと立ち上がった。

  「キンプクサーン！　このクサ！　このクサ！　食べられマーッス！　食べられるクサ発見デ─────ス！」

  「本当か！　食べられる！　食べられるぞ───い！　今夜は雑草のフルコースじゃ！」

  「フヒョオオオオオオオオ！」

  「ピャアアアアアアアアア！」

  　そして、ゲイツと金腹は雑草をもさもさと口に運び始めた。

  　服部はそんな二人を見下ろしながら悲しげな声で呟つぶやいた。

  「……なんか、こいつら二人とも……こないだのポキの仕手戦で破産したらしいんだ……最近もうずっとこの調子で……壊れかけのレディオさ……四天王もいよいよおしまいかもしれんな……くそっ……！　俺の部下を破産させた伝説の相場師め！」

  　服はつ部とりのその呪じゆ詛そを聞いた瞬間、飛び上がらんばかりの勢いで櫂かい実じつがビクついた。心なしか目も少し泳いでいる。……まあ、伝説の相場師本人だからな。

  「……あっ……あの……！」

  　櫂実は、這はいつくばっている二人に向かって歩み寄ると、鞄かばんから弁当箱を取り出し、ゲイツと金きん腹ぷくに向けて差し出した。

  「……あの……これ……拙せつ虫ちゆうが持ってる……つまらないセロリですが……お腹なかの足しに良かったら……どうぞ……あ……原罪風味のニガヨモギもあります……」

  「……え？」

  「クレルンデスカ！　ナンデ!?　セロリナンデ!?」

  「女神じゃ……愛の女神様じゃ……！　ヴィーナス様がおったわーい！」

  　二人は地獄で仏に出会ったように狂喜する。が、櫂実は困惑する。

  「……あの……拙虫はそんなのじゃなくて……ただのゴミ虫ですから……そもそも全部拙虫のせいですから……地球の害悪全て……」

  　ゲイツと金腹は一気に熱狂する。

  「聞いたデスカ！」

  「謙虚！　マジ謙虚！」

  「モデストォォォ！　櫂実さんアンビリーバボーモデストォォォ！」

  　そして、櫂実の差し出したセロリをむさぼるように食べると、元気になった様子でゲイツと金腹が肩を組んで去って行った。

  「がっはっは！　わしらはここから再起するんじゃ！　櫂実さんのセロリを旗はた印じるしにのう！」

  「櫂実サーン！　コノご恩は一生忘れまセーン！」

  「……なんだあいつら……」

  「まあ、これであいつらもまともに戻って、四天王も解散の危機は免まぬかれたか……。ふ、ふん。礼は言わんぞ。そうだ増ます川かわ、学校はアイドルコンテストで盛り上がっているようだが、明日は我われ々われもオーディションを行うのだ。それも、下しも条じようの抜けた穴を埋める、新たなる四天王オーディションをな！　興味があったら貴様も覗のぞきに来るといい！　お前を葬ほうむり去る者の姿を確認するつもりでな！　ははは！　はははは！　さらばだ！」

  　そして、服部も後を追うように人差し指と中指を振り翳かざし、格好つけながら去って行った。

  「待てええええ！　服部いいいいい！　今日こそ決着をつけるううう!!」

  　丈じよう児じもそれを追いかけていった。……焼きそばのヘラ持ちっぱなしで……いいのか……。

  「……まあいいか」

  　もはや全員壊れかけのレディオだったので、特に気にしないことにした。

  　と、そこに。

  「はい、机！　そっちからこっちに動かしてぇ……」

  「あ、あれ、確か生徒会の……」

  　その眼鏡めがねの女子生徒はこちらに気がつくと、ぶんぶんと腕を振って挨あい拶さつしてきた。

  「あ、こんにちは～！　増ます川かわさーん！」

  「えっと……三さえ枝ぐささんだっけ」

  「はい！」

  　生徒会執行部の三枝さんである。三枝さんは、ぼてっとしたオレンジ色のはっぴをいなせに着こなしていた。すっかり祭りモードである。

  「いやあ、増川さん～！　今年の宿やどり木ぎ祭さいも大盛り上がりで実行委員としては大忙しですよ～」

  「すごいな……去年はろくに参加してなかったんだけど、この宿木祭って毎年こんな感じなのか？」

  「よくぞ聞いてくれました！　ではご説明しますね！」

  　三枝さんは弁舌軽やかに説明を始めた。

  「宿木祭は今年で八十二回目。今では地域住民だけに限らず、近隣の県からの来訪もあり、集客効果は万人規模。最初は一日だった開催期間も、だんだんと日数が増えて今では三日間開催に。いずれは会場を東京ビッグサイトへの移転も考えているそうです。ま、そうなった際には新参者が『有あり明あけ組ぐみ』としてナメられることも予想されますが……」

  「どこぞの同人イベントかよ」

  「ちなみに開催前一週間は完全に授業もストップします。ま、我わが校は教育なんかより金儲もうけが何よりも大事ですから～」

  「教育機関がそんなんでいいのかよ！　うちの高校め！」

  　そして三枝さんは拳こぶしを握り締めて、宙に向かって叫んだ。

  「目標は生徒会のさらなる発展！　そして目指せ経済効果……百億！」

  　ぱーぱらぱぱー、と赤と黄色の太陽光エフェクトでもかかりそうな勢いだった。

  「あ、ということでうちの会長の開催のお言葉がそろそろ始まりますよ！　私も行かなくちゃ！　ではでは！　またお会いしませう～」

  　三枝さんはメインステージの上を指差し、そそくさとそこに向かっていった。

  

  　確かに、メインステージでは、間もなく開会のアナウンスに導かれ、うちの高校の名物生徒会長、櫛くし名な田だ観み琴ことの開会の言葉が始まろうとしていた。

  「それでは会長、開会の言葉をお願いします！」

  「うむ！」

  　周囲の取り巻きに促うながされ、会長がつかつかとマイクの前に歩み寄ると、放送で式次第がアナウンスされた。

  「ただ今より、生徒会長による開会の言葉と祝詞のりと奏上を行います」

  　それを受けて、会長が厳おごそかに喋しやべり始める。

  「あ……この度たびは日ひ柄がらも良く、第八十二回宿やどり木ぎ祭さいが開催されること、生徒会長として誠に嬉うれしく存ずる。校内の諸君には、スポーツマンシップやら、大和やまと魂だましいやら、島国根性やらに則のつとり……」

  　櫛くし名な田だ会長は棒状になった三さん節せつ棍こんをばらりとほどく。そして、ゆっくりと重心を落とすと、くるくると舞うように。

  「軽やかに！」

  「しとやかに！」

  「たおやかに！」

  　演舞をしながら一言ずつ言った。

  「金儲もうけをしてもらいたいと思う！」

  「金儲けかよ！」

  　会長に内心でツッコむのはもはや礼儀である。

  　そして会長は次に──

  「さて、本来ならここで祝詞を奏上するのであるが、色々と面倒であるので、本日は大幅にはしょらせていただいた上で、鳴めい弦げんの儀をもって締めとさせていただく」

  「……鳴弦の儀？」

  　僕が、不可解な表情をしていると、ステージの上から三さえ枝ぐささんがふふん、と鼻を鳴らしながら説明した。

  「よく物を知らない不届き者もいるかと思いますので私が説明しますが、『鳴弦の儀』は日本古来の神事の一つです。矢を番つがえていない弓の弦つるを引いて音を鳴らすことによって魔ま除よけを行うという退魔の儀礼ですよ～！」

  　三枝さんがやけにご丁てい寧ねいに説明してくれた。会長が周囲の者に呼びかける。

  「おい！　弓を持ってまいれ！」

  　だが、取り巻きから返ってきたのは予想外な返事だった。

  「す、すいません、僕たちすっかり準備を忘れてて、実は弓がなくて……」

  「なぬ!?」

  　会長はあっけに取られたような顔をした。

  「ふむん……弓がなくては鳴弦の儀が出来んではないか……」

  　そして、周囲をきょろきょろしながら、誰だれにともなく尋たずねる。あたかも飛行機内で「お客様の中にお医者様はいらっしゃいますか」とでも言うように。

  「誰ぞ！　何かびょんびょんする物を持っている者はおらぬか！」

  　ざわざわといくらか反応はあるが、どれも色好いものではない。

  「びょんびょんって……輪ゴムとか、誰だれか持ってるかな？」

  「輪ゴムとかそうそう持ってないだろ、教室まで戻れば──」

  　そんな会話に会長はしびれを切らしたようで、周囲のある一つのものに目をつけたようだった。

  「えーい、これでよいわ！」

  「あ、会長！」

  　会長はすたすたと三さえ枝ぐささんの前に近づくと、彼女の持っていたファイルに手を伸ばし──三枝さんがファイルにつけていた一本のボールペンを取った。

  「ボールペン……？」

  　そして会長がマイクの前に置いたノック式のボールペンを、カチリ、と思いっきり押し込んで離すと……微かすかに、内部機構からバネの音が聞こえた。

  　そして。

  　全校生徒と全来訪客が固かた唾ずを飲んで注目する中、会長が鳴めい弦げんの儀を執とり行う音が谺こだました。

  

  　カチ……びょん……。

  　カチ……びょん……。

  

  　会長は妙に神妙な面おも持もちでのボールペンのノックを完了した後、一仕事終えた、とでもいうようにふうと大きく息をついて、言い放った。

  「魔は祓はらわれた」

  「地味だよ！　それでいいなら日々市役所とかでどれだけ魔が祓われてるんだよ！」

  「それでは総員、安あん堵どのうちに身を粉にして祭りに奮起してもらいたい！　あ、それから２─Ａの増ます川かわ唐から人とは先日約束した我われの耳掃除をまだ受けてないので後で生徒会室まで来るように」

  　くっ……さりげなく公衆の面前で恥ずかしい約束のことまで言いやがって……。

  　次に、マイクを会長からバトンタッチで受け取った三枝さんが、高らかに宣言する。

  「はーい、それでは、今年の宿やどり木ぎ祭さい、メイン企画の紹介で～す！」

  　いつの間にか、三枝さんが司会になっている。

  「一週間前に急きょ決まった今年のメイン企画は、宿木高校アイドルコンテスト、『天下一偶像会』！　またの名を、倉くら里さと姫ひめちゃんと共演できるのは誰だコンテスト──！　いえ～い！」

  　生徒会役員によって、ぱふぱふどんどん、と景気の良さそうな賑にぎやかしが響く。

  「これは、我が宿木高校で一番のアイドルを発掘して、そのランキング一位に選ばれたトップアイドルが最終日に姫ちゃんとステージで共演できちゃうという夢のような企画です！　なお、上位五名までには賞金も出ますから、上納金の資金としてそれを狙ねらっている部活もありますよね～」

  　もちろんそれを目当てに、うちでは櫂かい実じつなんかもやる気になっているわけである。

  「さて、ではどうやってトップアイドルを決めるのか？　評価軸をご紹介いたしましょう。我われ々われ執行部が考えるトップアイドルに必要なもの。それは、

  

  　 ビジュアル（印象力）

  　 ダンス（踊動力）

  　 ボーカル（歌唱力）

  

  　この三つです。我が生徒会ではこの三つを測るため──三日に分けて全部で三ラウンドのコンペを用意しました」

  　そして、ホワイトボードがガラガラと引かれてきた。

  「それぞれの項目でコンテスト一日一ラウンド。第一、第二ラウンドまではライブバトル形式で行われます」

  「ライブバトル……？」

  「メインステージの両端に、二つの独立ステージを設置させていただきました。この二つにランダムで選ばれたアイドル二組を振り分け、ステージを同時開催するという容赦ない企画！　そして観客にはどちらを近くで見るか選んでもらうというわけですね～。ちなみに進行の都合上、二つのステージは多少時間がずれることもあるのでご了承ください！　そしてこの観客数が多いアイドルにボーナスポイント加算、それ以外にリアルタイム人気投票は携帯から一日一票で受け付けています。スマホでも、ガラケーでも可です」

  　メインステージに置かれた電光掲示板に、ブン、と電源が入ると、そこにはまだ名前の入っていないランキング表が映し出された。この表がリアルタイムで更新されていくというわけか。

  「なお、実況解説は宿やどり木ぎ高校のみなさまにお馴な染じみの面々です」

  「……お馴染みの？」

  　いつの間にか、ステージの傍かたわらに、「実況・解説席」が出来ていた。

  『はい、実況は私、「とりあえず政府批判」でお馴染みの猫ねこ館たちひろし郞ろうと』

  『同じく解説は私、「人生丸ごとふざけたロスタイム」松まつ来き高たか太た郎ろうでお送りします！』

  「うわ、あいつらこないだ見たよ！　プールの時になんかいたやつらだ！　校内で有名人だったのかよ！」

  『ところでどうですか松来さん、アイドルはお詳しいんでしょうか』

  『うん、僕もなんだかんだ言っておニャン子世代ですから、その辺はやっぱ影響受けてましたね！　好きだったなぁ、ゆうゆ！』

  「高校生じゃないのかよお前ら！」

  　三さえ枝ぐささんのイベント紹介が続いている。

  「なお、この実況解説の他に、特別審査員として我わが高校のアイドル評論部のみなさん、及び各レコード会社プロデューサーにも審査に参加してもらいまーす。ということは、一位になったアイドルはＣＤデビューも夢じゃないかも!?　張り切ってくださいね───！　それでは、本日はファーストラウンド！　『ファーストインプレッションバトル』を十分後から行いまーす！　とりあえずのフリーアピールタイムと、軽いインタビューからなるこのラウンド！　参加者の中でエントリーナンバーを読み上げられた人はそれぞれのステージに上がってくださーい！　アイドル衣装が無い方はこちらで貸し出しもしておりまーす！　有料でな！」

  

  　そして、二十分後。

  　既すでに、ステージ上ではライブバトルが始まっている。僕たちも準備を済ませ、ステージ裏の控ひかえ室に待機しているところだった。

  「わーい、唐から人と、見て見てー！」

  　サナは、着用したアイドル衣装を翻ひるがえしながら、くるりと一回転して飛び跳ねる。風を帯びて、フリルが多い桃色の衣装が、羽は衣ごろものように身体からだから離れては近づく。……ていうか、アレだ。パンツ見えそうで見えない。アイドルの服って絶妙に計算されてるのな……。

  「臓器と同じピンク色でかわいいー」

  「色彩感覚が臓器基準かよ！」

  「えへー。それはそうと」

  　サナが、嬉うれしくてたまらないという風にニコニコしながら胸を突き出して尋たずねてくる。

  「こんな服着るの初めてだけど……どうだ？」

  　僕は、少しどぎまぎして、目を合わさずに感想を言う。

  「……ま、まあいいんじゃないか？　……可愛かわいいと……思うよ」

  「やったー！　唐人に褒ほめられたー！」

  「ち、違う！　プロデューサー目線でＯＫを出しただけだ！」

  「あっ！」

  「……どうした？」

  「こういう時、唐人Ｐって呼ぶんだっけ？」

  「どこで覚えたんだその知識……てか、別に、無理にその呼び方にしなくても……」

  「でも、お腹なかはいつもプロデューサーしてくれてるし」

  「お腹のプロデュースってどういうことだよ」

  「乳酸菌摂ったり？」

  「それはただの食物摂取だ！　生理現象だ！」

  　一方、櫂かい実じつのアイドル衣装を眺めると、紺色を基調とした半ばボンデージのようなビニール素材を着ていた。ひらひらしたサナの衣装といい感じで対照的になっている。というか、サナの衣装のようなチラリズムの妙を計算するタイプではなく、純粋に肌色が多い。

  「櫂かい実じつ、その衣装を選んだのは……」

  「……拙せつ虫ちゆうが人前に出るなんて恥ずかしくて死んじゃいそうだから……せめて……自分を戒いましめるために……きつめの衣装を選んだ……」

  　その結果、大変に蠱こ惑わく的な衣装になっている訳だが。有り体ていに言えば──エロい。

  「いや、いいんじゃないかな……人目を引くと思うよ」

  「……な、何言ってるの……増ます川かわ君……こ、こんなゴミみたいな拙虫の身体からだに……み、みなさんにとって罰ゲームにならないかな……？」

  　櫂実が頰ほおを赤く染めて身体をくねらせる。

  「大丈夫だ！　Ｐが保証する！　罰ゲームどころか、ボーナスゲームだ！」

  「が──！　唐から人と────！　プロデュース差別はんた───い！」

  「あ、いたたたた！　だから腸で暴れるなってー！」

  　櫂実に見とれている僕に、今日も恒例行事としてサナの腸内暴力が繰り広げられた。

  「そういや桜さくらは……？」

  「ま、まだお化粧中……」

  　桜は、だいぶ気合を入れて化粧しているようだった。大丈夫かな……。
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  「そして何よりサナは！　解わかってるのか!?　今日は普通でいいからな！　普通で」

  「普通……大人しく控ひかえめに歌ったり踊ったりしろってことだよな……」

  　そう、それがプロデューサーである僕の作戦。変にアイドル文化に不慣れなサナたちは加工するより、素材の味を生かした方が良かろうという判断だった。付つけ焼やき刃ばもいいとこなのだが。

  「ま、大丈夫だろ……そのままでいれば……サナならいけるって」

  　僕が改めてサナに太たい鼓こ判ばんを押すと、サナが含み笑いを嚙かみ殺しながら返事を返した。

  「えへー……じゃあ、がんばってやるか！　唐から人とＰ！」

  「ま、Ｐって結局何するのって話だから、不安は不安だけどさ……」

  「それでも私は唐人を信じてるからな！　敏腕プロデューサー……じゃない、敏腸プロデューサー！」

  「過敏性大腸だよ、それただの」

  

  　と、僕らがそんな馬ば鹿かげた会話をしていると。

  「あら、あなたたち、応接室以来じゃない」

  　背後から野太い声が聞こえた。

  「……え？」

  　振り向くと、数人の女子生徒を率いて、甘ロリ傾向のあるピンク色の衣装を着た女子生徒がいた。が、この生徒、どこかで──

  「どちらさま……」

  「……解らない？」

  　そして、女子生徒は身を縮めると──。

  「きゃるーん☆」

  　イルカが寄ってきそうな超音波を発した。

  「あ───っ！」

  　あの、応接室で出会ったりりかる☆エレナこと、月つき葉ばエレナさんだった。

  「やっぱりあれ、キャラだったんですね……」

  「ふん。文句ある？　目立った者勝ちなのよ、アイドル界は」

  　逆に開き直ったよこの人……。

  「姫ひめちゃんとの共演を独り占めしようとした上に、エレナに姫ちゃんの前で恥をかかせたあなたたちを許す気はないわ。覚えておきなさい」

  　その台詞せりふに、サナが首を傾かしげた。

  「え、私、なにかしたっけ……」

  「せんべいをエレナにぶつけたじゃないのおおおお！」

  「あ、そうだった！」

  　その声で凄すごまれると結構怖い。てか、そこまで根に持ってたのか……。

  「というより、知ってた？　実はエレナ、過去にこの高校で開催されたアイドルコンテストでも優勝したことがあるの。いわばタイトーゥ・ホルダー。……ま、今日は急造アイドルと、アイドル部でずっと活動してきたプロフェッショナーゥ・アイドルの格の違いというのを見せつけてあげるわ。ほーっほっほっ！　いくわよ部員のみなさん！」

  「はい、部長！」

  　月つき葉ばさんは、アイドル部の部員たちを連れ、野太い声で笑いながら去って行った。なんか、あれはあれでキャラが立ってるような気がしなくもないのだが……。

  

  「まあ……いいや。ああいうライバルもいるんだからな。サナ。がんばれよ」

  「おう！」

  「普通に頼むな。普通にやれば……結構いけると思うから。普通一番」

  　もう口を酸っぱくして言う。普通最高。ビバ普通。お願いだから普通にして。

  「よーし！　できた！」

  　その時。……ずっと鏡に向かって化粧をがんばっていた桜さくらが顔を上げた。

  「うわっ！　お前、その化粧塗りすぎじゃ……」

  　桜の顔は、まつげが気持ち悪いほど伸び、なんか全体的に肌がキラキラしていた。まるで金色の観かん音のん菩ぼ薩さつ像である。

  「わたしだって、トップアイドルのお姉ねえちゃんの妹なんだ、できる……できる……」

  　桜は自己暗示をかけるように手鏡に向かってぶつぶつと話しかける。

  「お兄にいちゃん！　わたしの目元！　オードリー・ヘップバーンに似てるね？」

  「三日三晩徹夜明けの上にまぶたにトウバンジャンを塗りたくったヘップバーンと考えれば似てなくもないな……」

  「スタイル！　スーパーモデルじゃない？」

  「観音菩薩像って、人によってはモデルより崇拝されてるからな。その方向だな」

  「むき───っ！」

  　桜が怒った。

  「てか、桜、お前張り切りすぎだろ……下へ手たしたら櫂かい実じつよりアイドルに向いてないかもしれないのに……姫ひめちゃんに対抗しても勝てるわけ……」

  「……わたし、六年前から時々思ってたんだ。もしわたしがちゃんとしてれば、お姉ちゃん家出てかなかったのかな、って……だって、どう見ても失敗作なわたしが妹じゃ恥ずかしいだろうし……」

  「え？」

  　桜は、少しだけ真剣な顔になって言った。

  「だから、今回のアイドルコンテストで、お姉ねえちゃんを超えたいの！　わたしの目標！」

  「桜さくら……」

  　そこに、呼び出しアナウンスが入る。

  「それでは、続きましてエントリーナンバー39番！　なんと、この出場者……今回のゲストでもある、あの倉くら里さと姫ひめちゃんの妹さんでもありますっ！　アイドルの血統、鮮烈デビューなるか！　増ます川かわ桜さん！　ホワイトステージへどうぞー！」

  「お、桜、呼ばれたぞ！　がんばってこい！」

  「うん。あ、お兄にいちゃん」

  「なんだ？」

  「その……色々と不安なので……」

  　桜は上目遣いで少し照れながら言う。

  「ステージ上がる前に……ぎゅーしてよかですか」

  「え？　ああ……」

  　桜が、ひし、と抱だきついてきた。

  「……わたし、お姉ちゃんにはないものを持ってる」

  「……なんだ」

  「お兄ちゃんとの思い出！」

  　その意味を考える前に、桜は、僕からぱっと離れて腕を大きく振り上げた。

  「よし！　大丈夫、勝算もあるもん！　なんてったってわたしには昔取った杵きね柄づかがあるし！」

  「……杵柄……？」

  　その言葉を聞いた僕は嫌いやな予感がした。一方、アナウンスを聞いたオーディエンスはざわついていた。

  「姫ちゃんの妹だって……？」

  「おい、これ期待できるんじゃねえの！」

  「正統派アイドルの予感キタ───────っ！」

  　そして、そんな満場の期待に応こたえるかのように。

  「いえ──────い！　のってるか───い！」

  　桜は、ステージに上がった。

  　肩に掛けたバンドをくるりと回すと──ごつい機械が現れる。それは、大音量で鳴らせるラジカセだった。

  「ミュージックぅうう、スタートっ！」

  「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

  　桜をそれなりの大きさの歓声が包み込む。

  　そして、桜が、ラジカセの再生ボタンを押すと──流れてきたのは、懐なつかしい声だった。

  『ＹＯＹＯ！　マイクテスト！　握ったマイクはあたかもイチモツ！　ウィー・アー・淫いんでキルユー卑ひ語ごファイブ！』

  　ロイ子の声。あの卑語ラップだった。

  「卑語ラップ、はじまるよー！」

  　あいつら、いつの間にかレコーディングしてたのか……。

  　そして、ラジカセのロイ子の声にかぶせるように、桜さくらが生で卑語ラップを被かぶせていく。

  「いつでも狙ねらうは兄のいちもつ！　汗の匂においはあたかもはちみつ！　ニューボーですよは星みっつ！　探さぐってみせよう前ぜん立りつ、腺せん！」

  　だが──観客の反応は鈍い。どうやら、正統派アイドルを期待したのに突然卑語を連呼し始めたステージ上の女子に戸惑っているようだった。しかも見た目が観かん音のん菩ぼ薩さつだし。それに今日は一般のお客さんも多い。

  　桜にも「あ……れ……？」とでも言いたげな焦あせりが、表情の内側に見え隠れする。

  　しかし、なおも桜は、会場のボルテージが下がっていくのをどうすることもできず、ラジカセから流れるロイ子の声に合わせて卑語を連呼し続けた。

  「男性器（婉えん曲きよく表現）！　女性器（婉曲表現）！　性交（婉曲表現）！　性交（婉曲表現）！」

  　ちなみに今回の卑語はあまりにもアレだったので僕の口からは直接伝えることができないことを許してほしい。あまりにドン引きしている会場のリアクションに、だんだん僕も正視するのがいたたまれなくなってくる。

  　そして、曲が一通り続き、四、五分が過ぎた頃ころ──

  『イエー、わたしたち卑語ファイブ！　これにて閉幕卑語ライブ！　しとどに濡ぬれる地球からのバイ……』

  「あいてっ！」

  　桜がラジカセを持ったまま転ぶと同時に、ガチャン、と激しい音がして、カセットテープが黒いテープを絡ませながら飛び出した。

  「あいてて……あ、あは、やっちゃいましたー。お、おしまいっ！」

  　照れ隠しするように桜が手じまいを宣言する。あまりの惨事に解説者や司会者も立場を忘れてしまったのか、フォローするようなアナウンスもなく、それが終了の合図だった。

  　観客に反応はない。まばらな拍手すらない。どこまでも波を打ったように静かだ。

  　場の空気を一言で形容するならこうだ。

  　──『やっちまった』。桜はやっちまったのだ。

  　その空気を受けて、ステージの脇わきで審査していたプロデューサー陣が、ざわざわと会議を始める。

  「これは、駄目、ですね──」

  「メディアに出しちゃいけない子だ、あれは」

  「姫ひめちゃんとタイアップで売り出せば、なんとか商品に──」

  「駄目でしょう。下へ手たすれば、姫ちゃんのセールスにまで悪影響を及ぼす可能性がある」

  　一方、解説席。

  『どうですか松まつ来きさん、今のプレイは』

  『そうですね。おっぱいが足りないですね。こう、肩掛け鞄かばんをね、胸に掛けた時に強調される谷間、これをダイアゴナル・ランというんですがね。これがね、できてないですよ。ＦＷの基本なんだけどなー』

  『松来さん、サッカーっぽくおっぱいを語るのやめてください』

  「なっ──」

  　残酷な言葉の矢が、桜さくらに向かって雨のように降り注ぐのが見えた気がした。

  「な……なんで────っ！　卑ひ語ごファイブ……この間は人気あったのに……」

  　四つん這ばいになり落胆する桜にそっと近づいていって、肩を叩たたいてやる。

  「桜……今から考えるとな」

  　遠い日の光景を思い出す。

  「あれ、ロイ子が人気あったんだ。あいつのカリスマ性で持ってたんだ、あのユニット」

  「そん……な……」

  「お前例えるなら、人気絶頂で解散したバンドの、フロントマンの人気を自分の人気だと勘違いしちゃった地味なメンバーの末路みたいだな……その……どんまい……」

  「あ……あうう……」

  　と、僕が桜を慰なぐさめていると。

  「……ふう……」

  「あれ、櫂かい実じつ？」

  　いつの間にか、櫂実が反対側のステージから帰ってくるところだった。

  「……え、お前、いつの間にか呼ばれてたのか？　悪い、桜の方を見てて気付かなかった……」

  　櫂実は少し赤面しながら顔の前でぶんぶんと手を振った。

  「あ……いや……見られてなくてよかった……やっぱり…………拙せつ虫ちゆうが……ゴミ虫の分際でアイドルなんて……烏お滸こがましいから……もうこの後は……サナさんに期待する方向で……」

  「観客の反応はどうだった？」

  「……それは見られなかったけど……たぶん……間違いなく……十中八九……人気出ないと思う……ただ自じ虐ぎやくしてきただけから……」

  「……そうか」

  　うーむ、この見た目だと、男連中が食いつかないはずないと思うんだけどなあ。

  　となると、桜が爆死して、櫂実も恐らく不人気……きせい部の残りの希望はといえば──

  「次のバトルぅ！　エントリーナンバー37！　サナさ─────ん！　ホワイトステージへどうぞー！」

  　そこに、サナの名前が告げられる。

  「お、来た！　サナ、僕たちはお前だけが頼りなんだ、がんばれよ！」

  「う、うん……わ、私が頼り……が、がんばる……私だけが頼り……」

  　だが、続いてアナウンスされたバトル相手は──

  「続いてブラックステージも交代の時間です！　次のアイドルをお呼びしましょう！　エントリーナンバー69！　りりかる☆エレナさ─────ん！　ステージにどうぞ───！」

  「なっ……！」

  　さっきの子といきなりの直接対決!?

  

  「あらあら。可哀かわい想そうね、いきなりボーナスポイントがもらえないなんて」

  　通りすぎがてら、僕らに向かってそう吐き捨てると、月つき葉ばさんは一足早くステージに上がっていった。

  　しばらくすると──マイクを通して、先ほどまで僕たちと話していたのとは打って変わった高周波な声がキンキンと響いた。

  「みんな────っ！　げんきだった───っ☆？」

  　それを迎えたのは男衆の歓声だった。

  「うおおおおおおおおおおおおおお！」

  「じゃあ今日もいっくよぉー！　りりかるぅ……エレナのぉ……」

  　月葉さんはぎゅっと全身を収縮させ、親指を顎あごの下に固定させる。

  　──ピーカブー・スタイル。ボクシングの基本姿勢に、それは酷こく似じしていた。

  　そして、目一杯タメを作った次の瞬間。月葉さんは全身のバネを一気に解放し背を反そらすと、顔の横に指の銃を作り、片目を瞑つぶりながらそれを放った。

  「マジカル☆頓とん死しびーいむっ！」

  　その合図をきっかけに、舞台最前線にいたハチマキの男たちが、爽さわやかな笑顔で倒れる真ま似ねをする。

  「ぶひぃ、と～ん～し～！」

  　それを後方で見ていた、やや中立な立場の観客たちの間に、どよめきが走る。

  「おい……あれ……さすがにキャラ作りすぎじゃねえか……」

  「バカ野郎！　キャラ作ってるとか、そんなのは百も承知だよ！　大事なのはっ……！　俺たちの目の前に見えてるものが可愛かわいいかどうか！　それだけだろうが！」

  「そうか……！　これがアイドルバトルか……面白くなってきやがったな！　うおおおおおおおおおお！」

  　心なしか、歓声は最初にステージに上がったよりも増えたようだった。

  「きゃるるーん☆」

  　そして決めポーズ。

  　月つき葉ばさんはくるり、と振り返ると、こちらにしか見えない角度でニタァ、と笑った。

  　笑ったのだ。

  　──越えられるものなら越えてみなさい、三さん下した──。

  　そんなニュアンスを込めたかのように。

  「……異常な空間だ……」

  「かっ……唐から人とプロデューサー……どうしよう……」

  「どうって……が、がんばるしかねえよ！　なんかこう……みんな大好きでーすとか媚こび多めで……」

  「そ……そんなの！　自信ないぞ！」

  

  　向かいのステージでは、司会が、一通りアピールの終わった月葉さんに向かってマイクを差し出しインタビューをしているところだった。

  「ええと、エレナさん、今日はどこからいらっしゃいましたか？」

  「うーんとね、エレナはね、銀河の彼方かなたにあるカラメル星から来たんだよ☆」

  「ＷＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

  「チャリで来た☆」

  「ＷＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

  　何か一言発する度に群衆が野太い声援を送る。アイドルファンこわい。あいつら、可愛かわいければなんでもいいのかよ……。

  『どうです、松まつ来きさん、強烈なキャラが出てきましたが』

  『そうですね。イタリアサッカーには、カテナチオというプレースタイルがあるのですが、僕はそれを想像しましたね』

  『どのあたりが』

  『おっぱいに無理があるあたりですね。言うなればガッチガチに引いて守ってる状態ですよ。逆にこの、おっぱいがもう少しある人だと、フォーメーション的には４─２─３─１に近くなる訳です』

  『松来さん、いい加減おっぱいとサッカー離しませんか？』

  　そんなくだらない解説の間に、もう一度アナウンスがあった。

  「さあ、エントリーナンバー37番、サナさん、はやくホワイトステージに上がってください！　このまま現れないと失格になります！」

  「うわ、サナ、催促されてるって！　はやく行けよ！」

  「わ、わあっ！　わ、わかった……が、がんばる……」

  　僕が背中を強く押すと、サナはよろよろとよろめくようにステージに上がった。だが……。ステージに上がったサナには、どこか戸と惑まどいの様子が見えた。

  「え……ひ、人がいっぱいいる……？」

  　人の視線だけではない。無数のライト。カメラ。

  　そんなものが、一斉にサナに釘くぎ付づけになった。当然である。アイドル、それは人に見られることが仕事の人種なのだ。恐らく、サナにとっては初めての経験だっただろう。

  「お、感じてるな……？」

  　その時、審査員席の一人が呟つぶやいた。アイドル評論部・部長というプレートのついた生徒だった。

  「部長、感じてるって、何を──」

  「アイドルとして人前に初めて出たときの……有あり体ていに言えばプレッシャーってやつですよ。なんだって外で見るのと中でやるのは違う。さあ、あの子が、こっからどうするか──アイドルとしての真価が問われるぞ」

  　そしてステージの上。

  「ど、どうすればいいのかわかんない……」

  　ガチガチになっているサナに、マイクが渡される。

  「はーい、自己紹介お願いしまーす」

  「え……えと……サ……サナです！」

  　キィン、とマイクがハウリングを起こした。

  「わあっ！」

  　その瞬間、サナの何かが切れたのが解わかった。

  　心なしか、腸の中で、何かがどんどこと暴れている感覚がする。

  　……まずい。

  

  　あいつ、今、完全にパニクってる。

  

  　僕は神に祈った。最悪の事態にだけはなりませんようにと。

  「見た目だけは充分可愛かわいいんだから、どうか変なことだけは口走りませんように──」

  　そして──サナの自己紹介は、こんな言葉で始まった。

  「み、みなさん！　わ、私が！　に、日に本ほん海かい裂れつ頭とう条じよう虫ちゆうのサナです！」

  「うわあああああ!!」

  　言った。言ってしまった。

  「わ、わあ、言っちゃだめなんだったー！　に、日本海裂頭条虫というのは寄生虫のサナダムシのことなんだけど、ええと、私は、それとはちがくて……」

  　そして、おそらく緊張が極限まで達したサナは──現状からの復帰ということと、当初の目的を同時に考えたのであろう──決めポーズと共に、一線を越えてしまう最後の決め台詞ぜりふを、放った。

  「あ、あなたに！　寄生したい！　ぞ！」

  　群衆が、どよめく。

  　僕は、頭を押さえて、天を仰いだ。

  　──終わった。全ての計画が、これで水の泡に……。

  　だが。僕が悲観していると、事態は思いもよらなかった方向に変わっていった。

  「おい……あの子……寄生虫とか言ったか？」

  「寄生虫……え、人間だろ？」

  「一体どういう……？」

  　その瞬間、審査員の一人が、ざわめきを搔かき消すように絶叫した。

  「なるほど、その手があったかあああああ！」

  　アイドル評論部の部長だった。

  「ど、どうしましたか、部長……」

  　そして、評論部部長はサナに向けてすっと指を差す。

  「君……恐ろしく斬ざん新しんなキャラを考えついたものだな……」

  「ほ？」

  「寄生虫の擬人化娘だよ！」

  　どういう流れになっているのか、自分でも解わかっていない様子のサナ。

  　そこまで聞いて、会場の中でも得心したように解説しだす者が現れ始めた。

  「あ、そうか。ほら、なんかこないだ、うちの学校で人型寄生虫を探すとかいう名目でポキル帝国とかいうイベントやった時があったろ。あれでキャラ閃ひらめいたんだよ」

  「ってことは、今度のキャラは……」

  「寄生虫アイドル……？」

  　ざわざわと、話題の波が広がっていく。

  　何しろ魔法頓とん死し少女の後だから、さほどの抵抗もなく受け入れられているようだった。

  「ありじゃね？　……寄生属性……可愛かわいくね？」

  「俺はさすがに引くわ……」

  「馬ば鹿か野郎！　大事なのは！　今！　目の前にあるものに俺たちが萌もえられるかどうかだろうがあああああ！」

  「サナちゃ───ん！　俺にも寄生してくれ────！」

  　そんな肯定の声が、会場から次々に上がり始める。

  「え……？」

  　サナの顔に、輝きが戻っていく。

  　どうやら、信じがたいことに。

  　サナは、『寄生虫アイドル』キャラとして受け入れられたようだった。

  「わーい！　みんな、ありがとーっ！　でもごめんな、私はもう寄生してるんだ───！」

  　むしろ、それは月つき葉ばさんを「キャラ」として受け入れていた者ほど強く、この新機軸に飛びついたように思えた。

  　司会者もノリノリでインタビューをする。

  「また強烈ですね！　お嬢さん、寄生虫なんですか！」

  「うん！　私、本体はお腹なかの中にいるから……身体からだの中から、宿しゆく主しゆを守ってるんだぞ！」

  　その斬ざん新しんなキャラに対して、リアクションは様々だ。

  「サナちゃん！　サナちゃん可愛かわいいよおお！　僕のお腹に来てええええ！」

  　腹を出してアピールする者。

  「はあ……ひも可愛いよお……ひも……」

  　サナからの連想でサナダムシを超え、ついに紐ひも状の物体まで愛してしまった者。

  『いや、あれもまたカテナチオですよ！　そんなにポゼッション高くないしね！　あ、でもカテナチオってちょっとエッチな響きもありますね！　チオってあたりがね！　ちなみに僕の好きなチオは──』

  『松まつ来きさん、わたしはもうあなたを諦あきらめました！』

  　カテナチオについて語る者。

  　だが気がつけば、先ほどの魔法頓とん死し少女より遙はるかに大きな声援がサナには送られていた。

  「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」」」

  「唐から人と───！　なんか、みんなすごい拍手してくれてるぞ──っ！」

  「噓うそ……だろ……」

  

  　動揺していたのは、僕だけではなかった。

  「カチカチカチカチカチカチカチカチカチ」

  「……え？」

  　僕の横から、カチカチカチカチと歯を嚙かみ合わせる音が聞こえてきた。

  　おぞましい空気を感じて横を見ると──いつの間にか反対側のステージから降りてきていた月葉エレナさんの表情が、強こわ張ばっていた。

  「ナニ……ヨ……コレ……」

  　月葉さんはギリギリと爪つめを嚙みながら、激しく震ふるえている。

  「ナニヨコレナニヨコレナニヨコレナニヨコレなによこれええええええっ！　あんなキャラいたら私のキャラ台無しじゃないいいい！」

  　月つき葉ばさんはげっ歯し類のように爪つめをガリガリと嚙かみ削りながら悲鳴を上げた。そばにいたアイドル部部員たちが必死で取りなす。

  「月葉部長っ……落ち着いてくださいっ……！」

  「そうですよっ……あんな色物キャラ……」

  「そのキャラが問題なのよっ！　あんなのがいるせいで、完全に私が霞かすんでるじゃないいいいいい！」

  「お、落ち着いてください、あんな色物キャラ、人気は一過性ですよ……」

  「色物でも大会の三日間ぐらいは続くでしょうがああああああああ！　これは短期決戦なのよおおおおおお！」

  　月葉さんはぼそぼそと何か呟つぶやく。

  「そうよ……キャラなのよ……あいつが寄生虫キャラなんだったらエレナはその上を行けばいいだけじゃない……」

  　……こっちもこっちで、何か今後大変なことになっていきそうな、不穏な気配を感じた。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  　三十分後、校内にアナウンスが鳴り響く。

  「天下一偶像会、第一ステージすべて終了です。『ファーストインプレッションバトル』を経ての暫ざん定ていアイドルランキングが発表されました。中庭の電光掲示板をご覧ください」

  「どれ……」

  　僕たちは、メインステージの掲示板に映し出されたそのランキング表を眺めた。すると。

  

  宿やどり木ぎ祭さいアイドルコンテスト暫定ランキング（1st round）

  

  １．櫛くし名な田だ観み琴こと

  ２．小こ杉すぎ杏きよう子こ

  ３．サナ

  ４．櫂かい実じつ亜あ須す香か（ゴミ虫）

  ５．りりかる☆エレナ

  ６．田た中なか椿つばき

  ７．池いけ袋ぶくろ鈴すず

  ８．桂かつら灘なだ子こ

  ９．久く遠おん彩さい歌か

  10．増ます川かわ桜さくら

  

  「おおおお──！　唐から人と───っ！　初登場三位だぞ────っ！」

  　サナが飛び上がって喜びながら抱だきついてきた。

  「んなばかな……てか、あのエレナって子、去年一位だったとか言ってたのに……色物キャラで完全に、浮動票を食われちゃった感じだな……」

  　と、ランキングを見ていると……。

  「ってか、なにげに櫂かい実じつ四位じゃねえか！　何やったんだよお前！」

  「そんな馬ば鹿かな……拙せつ虫ちゆうが……こんなに人気があるはずがない……きっと……嫌いやがらせ……拙虫を笑いものにしようと……嫌がらせ票がきっと……」

  　櫂実も動揺しているようだった。

  「あ、いちおう桜さくらもギリギリランクインしてる……よかったな……でもやっぱ気になるのはランキング一位の人物だよな……」

  「ほ？　ランキング一位？」

  　僕たちがそんな話をしていると、遠くから歓喜の声が聞こえてきた。

  「はあっはっは！　やはり、大方の想像通り、我われが一位になったようだな！」

  　ランキング一位、櫛くし名な田だ会長が親衛隊御み輿こしに乗せられてこっちに来るところだった。

  「さすがです！　これはＣＤ発売も近いですね！」

  「写真集も出してくださいよ！　ぬ、濡ぬれる巫み女こってテーマで！」

  「だ、抱だき枕まくらほしいです。中に入りたい。ご威い光こう浴びたいです」

  　変態じみた主張で会長を全力で讃たたえる親衛隊連中。

  「会長……」

  「お、増ます川かわではないか。どうした、我の順位を見て、我を見直す気になったか？　耳掃除を大人しくさせる気になったか？」

  「なんで会長までアイドルコンテスト出てるんですか！」

  　質問すると、会長は高笑いした。

  「わっはっは！　偶像といえば、やはり我を置いて他にはおらぬだろう……？　あと……まあ……崇あがめ奉たてまつられるのは……嫌いでないしのう？　ま、我の耳掃除を受ける気になったら、いつでも来るが良い！　はあっはっは！」

  　そして、再び高笑いをしながら会長は去って行った。

  「おい、櫂実……一位になるには会長が手て強ごわいライバルになりそうだぞ……」

  「……大丈夫……想定の範囲内……何かしらの策を練っておく……」

  「なー、唐人、そんなことより、晩ご飯なに食べる？　ラーメン？　ラーメンだなー」

  　サナは、今の会長とのやり取りをまったく意に介さず、僕の腹部を触りながら尋たずねてくる。

  「食べ物の話はしてねえ！　ちょっとは危機感持て！　今会長に負けてるんだぞ！」

  「むー……でも私、何すればいいんだ？」

  「なんか……ファンサービスになるようなこととか……ないのかな……」

  　と、そこに、少し離れた場所から僕たちを指差す生徒たちの声が聞こえてきた。

  「あれ……あの子、もしかして……」

  「そうだよ！　寄生虫アイドルで偶像会に出場してる子だ！」

  　そんな話をしていた二人のうち一人が、やがておずおずと歩み寄ってくると……手を差し出しながら懇こん願がんしてきた。

  「あ、あの……サナちゃん……良かったら握手してくれませんか？」

  「え、唐から人と……」

  「……やってやれ。ファンサービスだ」

  「むー……こいつと握手しても感覚共有できないのに」

  　サナは、しぶしぶといった感じで男子生徒とシェイクハンドを交わす。

  「わあ！　こ、これがサナちゃんの体表……こ、ここからいつも栄養を取ってるんですね！　ハァ……ハァ……」

  「まあな……てかお前、息荒いぞ……」

  　男子生徒が、スケベ心を剝むき出しにして少しでもサナとの握手を長引かせようとすりすりしていることに、若じやつ干かんのイラつきを覚える。よくもこいつら、人の寄生虫に──！

  「何やってんの？」

  「お、寄生虫アイドルの子じゃん！」

  　そこに、雪だるまを山の上から転がすように、人が人を呼び始めた。

  「え、寄生虫のサナちゃんが握手会してるの!?」

  「お、俺、応援してる！　応援してる！　投票した！」

  「サナちゃ──ん！　サインちょうだーい！」

  「え……、は────い！」

  　サナに気がつくやいなや、イナゴのように寄ってくる男たち。それに向かって、サナも一応愛想良く答えていく。

  「サナちゃん、こ、今度僕にも寄生してよー」

  「それは無理だぞ……」

  「あ、あの名乗り口上みたいなの僕の前でやってください！」

  「腹から飛び出て宿しゆく主しゆを守る！　あなたに、寄生したい！」

  　ウインクと共に決めポーズ。

  　それから、ひっきりなしにわいわいがやがや、サナの周りに人だかりができ始めた。って……え……なんか……完全に、サナが人気者なんだけど……？

  「お、おい、サナ、そろそろ握手しすぎで疲れてきただろ、ここらでお開きに……」

  「そうかー？　私はもうちょっとファンサービスしてもいいけどな？」

  　僕がそんな風にサナに耳打ちしていると、不穏な殺気を感じる陰口までもがちらほら聞こえ始めた。

  「おい、あのプロデューサー、気にいらねえな……サナちゃんのそばにいつもくっついててよ……」

  「これ極秘情報なんだけどさ、あいつらと同じクラスのやつに聞いたら、なんかプロデュース関係になる前からバカップルで有名な二人だったとかいう話があるらしいぞ……」

  「え!?　そうなのか!?　Ｐとデキてんのか!?」

  「なんか、どこにいくにもずっと二人で、昼には飯まで食べさせてもらってるところを目撃したやつがいるとか……」

  「そんなことまでさせてるのかよ！　くそ、俺たちのアイドル、サナちゃんにいつもくっついて……一般人の分際で……あの寄生虫野郎が……！」

  「俺、部族の誇りかけてあいつ倒す」

  　そんな会話の内容に僕は驚きょう愕がくする。

  「はっ……!?」

  　なんでそんなことになってるんだよ！　僕が寄生虫って、逆だろが！

  「くそっ……あぁもう！　アイドルは面倒だな！」

  「え、唐から人と、どこに──」

  　僕はサナの手を引いて、無理矢理その場を離れる。

  　後ろ髪引く声援を振り切ると僕らは、そばにあった売店に向かい……サナのためにあるものを購入してやった。

  「サナ！　これかぶってろ！」

  「はわわっ！」

  　それを、サナに無理矢理かぶらせる。そう、僕が買ったのは、つば付き帽子とサングラスのセットだった。このサングラスと帽子があれば、アイドルといえど、お忍びモードに変われるだろう。マイケルぐらいから人気者伝統のスタイルだ。

  「わ……唐人、ありがとう」

  「……身の安全のためだ」

  「それにしても……あいつら、唐人が寄生虫だって言ってたぞ……えへ。おそろだな！」

  「おそろじゃね─────っ！」

  

  　……しかし、よりによって、寄生虫アイドルになってしまうとはな……。アイドルコンテスト、こんなはずじゃなかったんだけどな……一体どうなっちゃうんだろうか……。

  　波乱の宿やどり木ぎ祭さい、一日目はこうして終了したのだった。
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  　──煙のような、世界の果てがそこにあった。

  　形を持たなくなってしまった僕は、どこまでが僕であっただろうかと考える。伸ばしすぎた絵の具が、途切れる境目で、自他の区別を失う。だが、不思議と不安な気分にはならない。

  　果てしない問答が過ぎて──僕は散逸した自己を拾い集める。

  「──そうか」

  　僕は、認識する。ここはまた夢の中だ。

  　認識に遅れて立ち上がってくる景色は、過度に装飾を廃した鈍にび色いろの映画館。

  　空間全体に、張り詰めたピアノの弦を想起させる静せい謐ひつな空気が充満している。薄暗い空気を破り、貸し切りの座席を搔かき分けていくと、真ん中あたりの椅い子すの一つに、彼女がちょこんと腰掛けている。これもまたいつも通りだ。

  「やあ、また会ったね、レストア」

  　だから僕は声をかける。西洋人形のような愛くるしい外見を持つ、その黒衣の少女に。

  　レストア・ディストピアと名乗る少女に。

  「これで何度目かな、会うの。もう五、六回目か？」

  　初めて会ったのは、夏休み前。

  　あのポキル帝国とかいうやつから身を隠している時、倉庫の中で見た夢が最初だった。

  　あれからたまに、僕は夢を見る時、この映画館に来るようになった。

  　誰だれでも奇妙な夢を見ることはある。だが、その夢が、栞しおりを挟むように前の夢から続いていくなどということはあるのだろうか？

  　これは、そういう夢だった。僕の中で、このレストアという少女が、だんだんと奇妙なリアリティを伴って実体を持ってくるのを感じるのだった。

  『……キミか。それより不満があるんだが』

  「なんだよ」

  『……何な故ぜ、そんなに気安い』

  「……は？」

  レストアは、しぶしぶと言った感じで言葉を紡つむいだ。

  『レストア、と』

  『……呼び捨てされるのは、端的に言えば不愉快だよ』

  「でもさ……どう見ても年下じゃん、お前。……いいとこ中学生かそこらってとこだろ？」

  レストアは一瞬不満そうに口を開きかけたが、すぐに再び閉じた。

  『……まあいい』

  『いいさ』

  『見逃してあげるけど──』

  『これは決して好意からではないということを覚えておくといい』

  『──末期症状の患者に対して、周囲がわざとらしく優しく気遣うような──そんな、同情心だ』

  「……なんかさ、怒ってる？」

  『……怒っていない』

  『小動物が目の前で鳴こうが喚わめこうが、本気で怒る強きよう者しやはいない』

  「でも最近は、ペットの騒音被害で裁判沙ざ汰たとかあるぜ？　世せ知ち辛がらい世の中だよなー」

  『……ちっ』

  「舌打ちした！」

  『……どうも調子が外れるな、キミと話していると』

  「まあ、僕も最初はなんか怖かったけど……こう何度も会ってるとね。さすがに慣れてきたっていうか」

  世界の次くらいにキミが嫌いだ』

  レストアは、大きく溜ため息を吐つくと、今日は珍しく自分から話を切り出してきた。

  『それにしても』

  『最近、随ずい分ぶん振り回されてるみたいじゃないか、あの寄生体に』

  いい気味だ』

  レストアは、幽かすかに笑った。

  「まったくだよ！　解わかってくれるか！　やんなっちゃうんだ、もう」

  『──今のは皮肉のつもりだったのだが……』

  「宿しゆく主しゆのはずなのにさ……逆に僕の方が寄生虫呼ばわりだよ！　なんだよそれ」

  『──寄生虫呼ばわり、か──』

  レストアは、苦虫を嚙かみつぶすような表情をした。なにか、寄生虫という言葉に嫌いやな思い出でもあるのだろうか？

  「ていうか、レストア、なんでそんなこと知ってるんだ？」

  『知ってるさ──この劇場の支配人だからね』

  「あれ──？」

  最初に来た時に、このスクリーンには、親父おやじが映っていた。いつの間に、あいつが銀幕デビュー……なんて思う間もなく、それからの数回には見知らぬ人が映っていたのだが。

  今日に限っては、映っているのは知り合いも知り合いだ。綺き羅ら先生だった。

  「綺羅先生──？　なあレストア、この映画なんなんだよ」

  『それは──単なる居住地の幕まく間あい映像だ。ボクの仕事には関係ない』

  気がつくと、レストアは肩幅くらいあるブリキ缶のようなものを持っていた。

  「それは──？」

  『フィルム』

  『君たちの時代からするとアナクロな技術かもしれないけどね』

  『まあ、ただの趣味さ』

  レストアは、傍かたわらの椅い子すから、パンチのような道具を取り出した。

  『フィルムを切り貼ばりして編集するには、このスプライサーという器具を使う』

  『映画というのは、普通数巻のフィルムを繫つなぎ合わせて作られている』

  『そして、静止画の集まりが、動画になる』

  「だから、それ一体どういう映画──」

  『生命も一緒さ』

  『個体が命を紡ぎ、その連続が、【種】としての動画──知性になる』

  「へえ。面白い考えだな」

  『そこでキミに聞きたいんだが』

  『例の寄生種についての認識さ。どこまで至っている？』

  「パラシスタンスのことか？　寄生虫が進化した存在──じゃないのか？」

  『……胡う乱ろんだなあ』
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  レストアは感情の失うせたような顔で語った。

  『あの寄生種はいわば──住人が替わっても家に住み続ける白しろ蟻ありのようなものかな』

  『世界を内側から蝕むしばみ……やがて、食らい尽くす』

  『……だから、ただボクが興味があるとしたらこのことだ』

  『愛という感情は、絶望に比ひす価値があるのか？』

  『そして、終わりの瞬間──』

  『種としての知性は、それ以上の何かを得ることができるのか？』

  「……やっぱ、お前の言うこと、よくわかんないな。なあ、もう何回目かになるけどまた聞いていいか？　お前、何者なんだ？」

  『──なら、その問いに答える代わりに、今日はひとつ宿題を出そう』

  そしてレストアは、人差し指を立て──中指、薬指と増やしながら三つの問いを発した。

  『我われ々われはどこから来たのか』

  『我々は何者か』

  『そして、我々はどこへ行くのか』

  レストアは、満足げな表情を見せた。

  『この問い自体がボクたちに繫つながっている』

  『……論点先取というやつかな』

  『せいぜい、次に会う時ぐらいまでには考えておくといい』

  『シンギュラリティまでそう時間はない』

  「その単語、こないだも言ったな。一体──」

  『なにしろ──』

  　僕の質問をレストアが遮さえぎる。そして彼女は、最後に、毒々しいとしか形容のできない表情で、こう言い放ったのだった。

  『君たちが幸福になれるはずなどないのだからね──』

  　そこまでで、今日の夢は途切れた。
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  　今日は宿やどり木ぎ祭さい二日目の朝である。が──僕とサナは朝から走っていた。

  「唐から人とー、遅刻遅刻ー！　なんで私が目覚まし止めたぐらいでちゃんと起きてくれないんだよー！　体内時計壊れてるぞ！」

  「お前が間食させるから体内時計ずれるんだろ！　ってかお前、自分で目覚まし止めといてなんで偉そうなんだよー！」

  　そんな風に、サナとやり取りしながら、いつもの待ち合わせ場所に向かったのだが──。

  「あ、れ……誰だれもいない……」

  　待ち合わせ場所に誰もいない。置いて行かれたか、と思った瞬間。

  「おはヨードチンキ！」

  「ぎゃああああ！」

  　突然、後ろから羽は交がい締めにされた後、口内に喉のどスプレーを発射される。

  　僕が慌あわてて振り向くと、姫ひめちゃんが桜さくらと櫂かい実じつを連れて、ピースサインで待ち構えていた。

  「おはヨードチンキ」

  「桜のイトコンニャカイザーとやってることが一緒だよ！　ていうか姫ちゃん、なんでここに！　来るの、三日目じゃなかったの!?」

  　桜が、戸惑ったように告げる。

  「それが、なんか今日は急きゆう遽きよゲストで出ることにしたからって……お姉ねえちゃんも一緒に登校したいって……気がついたらここに……」

  「あははは！　楽しいなあ、唐から坊ぼう！　大人げなく高校生に交まじるの！　もっと財力とか見せつけられる場とかねえのかな！　よし、お前らガリガリ君買え！　アタシはガリガリ君リッチミルクを買う！」

  　姫ちゃんの魔女っぷりはあの頃ころと変わらないどころか、増しているようだった。

  「よし！　唐から人と、アタシを肩車しろ！」

  「しないよ！　いくつになったんだよ姫ちゃん！」

  　そんなこんなで、はしゃぐ姫ちゃんを先頭にして僕たちが登校していると、サナがぼそり、と話しかけてきた。

  「……唐人」

  「ん？」

  　急におでこにおでこを当てられる。

  「うわ！　何してんだよ！」
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  「……熱が」

  「熱なんかないよ」

  「……熱が、あってほしいと思って」

  「……は？」

  　そんな、突拍子もないことを言った。

  「……ううん、体温は腸内でも測ってるから解わかってたんだけど……。ちなみに今は36・５度の平熱だぞ……」

  「そのリアル体温計みたいなの便利だけど、それは置いといて……何で急にそんな変なことを言い出したんだ？」

  　サナは、不満そうに唇くちびるを少し尖とがらせながら言った。

  「唐から人とが……あの、姫ひめに会ってから……なんとなく、落ち着いてないから」

  「え」

  　考えたこともなかった。

  「……気のせいだよ。僕、そんなに変わってないよ。たぶん」

  「……唐人……昨日した質問、またしていいか？」

  「昨日の、どれだよ？」

  「今はどうなんだ？　その……まだ姫のことを好きだったりするのか？」

  　僕は、少しだけ考える。

  「……しないよ」

  「ほんと？」

  「……なんで噓うそつく必要があるんだよ」

  「じゃあ腹切りげんまんしよう！」

  「なんだよその儀式！　腹切りって割腹だろ！」

  「腹切りげんまん、噓ついたらラーメン十杯食ーわすっ！　腹切った！」

  「だから腹は切らない」

  　するとサナが、急に少しだけ神妙な顔をして呟つぶやいた。

  「……私は」

  「……え？」

  「いつも一方的に栄養をもらうだけで……唐から人とを守ってあげるから、だからここにいてもいいんだと思ってるんだ」

  「サナ、急に何を」

  「私は、唐人の彼女じゃないから。なにもなくても、ずっと、そばにいていい人じゃないから」

  　何もなくても側そばにいられる人……か。サナは、彼女というものをそう認識しているんだ。

  「私がお腹なかの中にいると誰だれかといづらいとか……じゃまな寄生虫に思われるのは……いやなんだ。だから……そうなったらすぐ言ってくれな？」

  「そんなこと……ないよ」

  　だって現に、今学校じゃ、サナの方がアイドルで、僕の方が寄生虫に思われてるんだ。

  　だからもし邪魔者になるとしたら……誰かとの恋路を邪魔してるとしたら……僕の方なんじゃないのか？

  　そんなことも思ったが──

  「うん……信じる」

  　サナのその笑い顔が、すぐにいつものように、不安なんてないみたいな顔に戻ったから、それでこの話はうやむやになった。

  

  　ただ……僕は、サナにはいつも笑っていてほしい。なんとなく、そう思った。
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  　泣いても笑っても、コンテストの期間は明日までだ。

  　遠くからアナウンスが聞こえてくる。

  「これより、メインステージにて、アイドルコンテスト第二ラウンド、『コスプレダンスバトル』を開始いたします～」

  　司会の三さえ枝ぐささんが、高らかにコンテスト第二ラウンドのルール説明をする。

  「本日は、事前告知通り、アイドルのみなさまに各自思い思いの『コスプレ』を用意していただいております。その上で、音楽に合わせてダンスをしてもらうことになります。コスプレ衣装は持参でも、あるいは執行部から有料レンタルも可です。着替えはコスプレ広場でどうぞ！」

  

  　コスプレ広場に寄ると、既すでに思い思いのコスプレ衣装で変身した生徒たちがアイドルバトルに呼ばれるのを待っていた。基本的なものとしてはナースや警官。中には露出度の高いサンバカーニバルを思わせるような衣装まであってにぎやかだ。

  「第二ラウンドはコスプレダンスバトルってことだけど……みんな大丈夫か？」

  　うちの三人娘を見渡しながら、聞いていく。

  「サナは……用意してないのか？」

  「いや、もう準備はばっちりだぞ！　今は内緒！　本番を楽しみにしてろな！」

  「内緒ってなんだよ！　もう僕、プロデューサーでもなんでもないじゃん！　で……櫂かい実じつはどういう衣装を考えてるんだ」

  「……拙せつ虫ちゆうは……拙虫が薄汚い畜ちく生しようだということを解わかってもらうために……畜生っぽい付属物が……売店で売っていたので……買ってきた……」

  「それは……」

  　櫂実が持ってきたコスプレセットを凝視する。

  　……ネコミミだ。どこからどう見ても。

  「これと……手足もつけて……薄汚い畜生の真ま似ねをすることにする……」

  「してみてくれ」

  　魂たましいが震ふるえそうな予感がする。そして、耳と尻しつ尾ぽを着け、櫂実はポーズを取った。

  「……にゃーん」

  　大変に眼福だった。あざとさなどは優ゆうに凌りよう駕がし、心臓を内側から摑つかまれたような沸き上がる衝動。そうか……これが……萌もえ、か……。

  「天才なのか……？」

  「……増ます川かわ君……それは……どういう意味……」

  「……天然でやってるならすごいよな」

  　このとき僕は、うまくいけば、サナが一位になれなくても櫂実が一位になれるんじゃないのか、なんてことを考え始めていた。

  　そんな二人に負けじと、最後に、桜さくらが元気よく宣言してくる。

  「お兄にいちゃん！　わたしはね！　ファンシーな感じで挽ばん回かいしようと思うんだ！」

  「……ああ、やっと下ネタから離れてくれたか。僕そういうのいいと思うな。やっぱ桜はそういう可愛かわいさを求めてくれた方が身内としては気が楽……」

  「テーマは、山の妖よう精せいです！　題して！　ほんとのわたし・イン・松まつ茸たけだよ！」

  　桜のコスプレ衣装。それは、完全に着ぐるみだった。

  　薄うす橙だいだい色いろの太い茎の尖せん端たんに、茶色を通り越して黒光りした笠かさが付いている。

  　なるほど、確かに松茸と言われれば松茸である。

  　だが──どう考えても、どう見てもそれは──ご立派ないちもつであった。

  「ファンシー！」

  「……なあ、桜。今までないがしろにしたりして、お兄ちゃんが悪かった。だからその衣装だけはやめてくれないか」

  「え、なんでそこまで……せっかく下ネタやめたのに……」

  「だいたい、なんでこの着ぐるみ着ようと思ったんだよ……」

  「何な故ぜか解わからないけど、本能がこのコスプレを選んだんだよ！」

  　それは、どんなに真ま面じ目めになろうと思っても、水が高きから低きに流れるように、卑ひ猥わいな道、卑猥な道へと走ってしまうという下ネタモンスター・桜さくらの天てん稟ぴんであった。

  

  　そして──第二ステージ、コスプレダンスバトル。いよいよ本番が始まった。

  「続いてエントリーナンバー37番！」

  「お、来たな」

  「寄生虫アイドルはどこにいる？　ここにいる！　お前のお腹なかの中にいる！　腸から出てきたトップアイドル！　寄生系美少女、サナちゃんの登場だ───────っ！　ホワイトステージへどうぞ！」

  　司会者のノリノリの前口上によって、会場がヒートアップする。

  「お、寄生虫アイドル出てくる？」

  「どれどれ、みるみるー」

  　そこかしこがどよめきに包まれる。どうやら、サナが最初のステージで見せた寄生虫キャラは、話題が話題を呼び、今回から注目し始めた観客もだいぶ増えているようだった。

  「でも、結局内緒にされたけど、サナはどんな衣装を……」

  　ステージの舞台から奈落がせり上がってくると……そこには、薄うす橙だいだい色いろのこんもりとした布袋が鎮座していた。観衆がざわざわと声をあげる。

  「あ、あれ、なんだ？」

  「辛から子し明めん太たい子こか？」

  「いや！　わかったぞ！　腸だ！　腸をエミュレートしているんだ！」

  「あっ……あれ、見ろ！　あの袋みたいな布が！」

  　橙色の着ぐるみの中から、バリ、バリという音とともに布が開いていって──。

  「や──！　腹から飛び出てきました、サナだあ！」

  　サナが、腸の着ぐるみからバリバリと出てきた。

  「うおおおおおおおおおおおおおお！」

  「いええええええええええええええい！　サナちゃああああん！」

  　観客からは、割れんばかりの大歓声。

  「……あの演出でいいのかよ」

  　僕だけが、呆あきれて呟つぶやいていた。そして、ダンスミュージックが始まる。サナの両手から伸びているのは、リボンだ。新体操のような、紐ひもの舞。それは、サナダムシを意識させるダンスだった。

  「のーびのーびのーびるーよじょーうちゅーう♪　ぷーちぷーちきーれるよーたーいせーつ♪」

  「うおぉぉぉおお!!」

  「最高だあああああ！　あんな子が俺にも寄生してほしいいい！」

  　絶叫して歓喜しているオーディエンスを見ながら僕も絶叫する。

  「どうかしてるよお前ら！　いっぺん寄生されてみろ！」

  　観客の反応をよそに、ダンスミュージックに合わせて、サナが踊る。

  「五メートル♪　六メートル♪　ひ・も・ひ・も娘だよー♪」

  「サナちゃんはすはす！　きせきせ！　きせいみー、ぷりーず！」

  　前の方の連中が、既すでに新たな振り付けまで完成させている。

  　そして最後に。

  「君のお腹なかにっ！　寄生したい！」

  　サナが右手で、お腹を押さえて、左手を触手のようにうねうねと動かす。

  　新たな決めポーズが誕生していた。

  「いええええええええええええええええええええええええええええいい！」

  　スタンディングオベーションにも近い大だい喝かつ采さい。まあ……確かに、今のサナのパフォーマンスは完かん璧ぺきだったように思えるが……。それでいいのか!?

  『アイドル評論部の部長さん、どうですか、強烈なキャラで彗すい星せいの……いや、寄生虫のように現れたサナちゃんですが』

  『彼女はね、恐ろしいですよ』

  『といいますと』

  『どんなキャラを売るタイプのアイドルといえど、普通ほんのわずか、一パーセント程度は人間臭くささというものを捨てきれません。それはそうです。義務教育……家庭……職場……多かれ少なかれ、人間は社会の常識の範はん疇ちゆうに収まらなければ生きていけないわけですから。野生のライオンがサバンナで獲物を捕らないことを個性とは言わない。それはただの自殺です』

  『ほう』

  『ところが、彼女には一切の衒てらいがないんですね……。まるで、寄生虫キャラというのがまったくノンフィクションで、本当につい最近腸から出てきたかのような……ま、そんなことはあり得ないので恐らく計算なのでしょうが、まこと末恐ろしい子です……』

  『なるほど、完璧なるキャラ作りということですか……』

  『そして解説の松まつ来き高たか太た郎ろうさん、どうですか！』

  『やー、オフサイドに近いけどいいですね！　僕もボールだけじゃなくてあの子を中に入れたい！　性的な意味でもね！　いいんじゃないですか中で！』

  『わりと最低だ！　あんたこないだから公共の場でセクハラしかしてないですよ！』

  　みんなが、思い思い好き勝手に寄生虫アイドルについて語っている。

  「……異常な空間だな……」

  　そして、しばらくすると。

  「かーらとー！」

  　汗だくでステージを終えたサナがにこにこしながら僕に話しかけてきた。

  「サナ、よくがんばったな。またランキング上がるんじゃないのか？」

  「うん！　唐から人とのためにがんばるぞ！　だから……」

  「なんだよ」

  「ご褒ほう美び、ほしいな」

  「……え？」

  　その時、唐突にサナの顔が、僕の側そばまで寄ってきた。そして、右手がきゅっと握られ。

  「え、ちょっと、待っ──」

  　僕の唇くちびるに柔らかい感触があって──。

  「えへ、甘いー」

  　部室から持ってきたのか、半分溶けかけた、ピノが押し込まれていた。

  「ピノかよ！」

  　……ちょっと、ドキっとしたけど。

  　その時。僕の横を、ぶつぶつ呟つぶやきながら誰だれかが通過していった。

  「キャラが、必要なのよ、キャラが……」

  「え、今の──？」

  「唐人、どうした？」

  「いや、今通り過ぎていったの、月つき葉ばエレナさんじゃ……え、でもあの顔、え……」

  

  「さあ！　つぎはエントリーナンバー69番！　アイドル部筆頭！　魔法頓とん死し少女りりかる☆エレナさんの登場──え？」

  　そこにステージへ現れた月葉さんを見て会場が騒然となる。

  　それはそうだ。だって──

  「ひいいっ！」

  　観客の一部から悲鳴が漏もれた。

  「あ、あの人が被かぶってるの、人間の顔の皮ひ膚ふじゃないの─────っ！」

  「レザーフェイスだあああああああ！」

  　顔中と皮膚全体に薄うす様ようの肌色の物体を貼はり付けた月葉さんは、どこからどう見てもホラー映画の怪人だった。

  「みんな大丈夫だよ……これはね……湯ゆ葉ばです」

  「ゆ……湯葉？」

  「エレナね……思い出したの……真実の姿を……魔法頓死少女になる前の前世の記憶……そう、私は……テキサス星からやってきた……正義のヒロイン……その名も」

  　無表情の湯葉のまま決めポーズをした。

  「湯ゆ葉ばーフェイスだよっ☆」

  　そして、月つき葉ばさんは、腰に下げていた大きな物体を構えた。

  　チェーンソーだった。

  「りりかるぅ！　えれなのぉ！」

  　月葉さんは野太い声で叫びながらチェーンソーを振り回す。その遠心力で身体からだがぐおん、ぐおんと不規則に円を描く。そして、アイドル部が木で出来た人形を運んできたかと思うと。

  「まじかる・てきさす・ちぇ─────んそ─────っ！」

  　りりかる☆エレナ改め湯葉ーフェイスは、赤いスポットライトに照らされる逆光の中、軽やかに木ぼく人じんを切り刻んで破壊した。

  「何が寄生虫よ！　何が寄生虫よーっ！　あんたらもあんたらよ！　何が『サナちゃん、俺に寄生してーっ』よ！　あいつの住んでるところをぶちまけてやるわ……」

  　そしてチェーンソーは、勢い余って審査員席の机をガリガリと音を立てながら両断した。

  「はらわたぁぁっ！　はらわたを出せええええええっ！」

  「ぎゃああああああああああああっ！」

  「笑えない！　笑えないよ！　た、助けてえええ！」

  　審査員陣の悲鳴が谺こだまする。そして、阿あ鼻び叫きよう喚かんの演技が終わった。体力を使い果たした月葉さんは、アイドル部の面々に抱かかえられるようにしてぐったりしたまま退場していった。

  「大丈夫か、あの人……方向性……」

  　そこに。

  　アイドルコンテストの次なる呼び出しアナウンスが告げられ、場内が一ひと際きわ盛り上がる。

  「さあ！　この次に登場するのは！　エントリーナンバー35番！　現在ランキング第一位！　我わが宿やどり木ぎ高の誇る名物女子高生巫女生徒会長！　櫛くし名な田だ観み琴ことさんで────す！」

  　そして、ステージに向かう途中の道を歩き、いつも通りの巫み女こ装しよう束ぞくの会長が僕たちに向かって話しかけてきた。

  「はははははっ！　増ます川かわよ、この歓声を聞け！　どんなにがんばっても所しよ詮せん、我われには敵かなわぬようであるな！　そこに来て第二ステージはこの、ダンス対決……我も演舞は得意であるからな、鬼に金棒じゃ、くっく……」

  「会長……てか、会長はコスプレしないんすね。まあ、普段がコスプレですからね……」

  　そこに、櫂かい実じつがずい、と身を乗り出した。

  「え、櫂実？」

  　櫂実は、こちらをちらりと見ると、会長に粛しゆく々しゆくと問いかけた。

  「……櫛名田会長……知っていますか……」

  「は？　何をじゃ？」

  「……増ます川かわ君はこう言っていた……僕は今回のアイドルで一位になった女子生徒と……婚約してもいいと思っていると……」

  「「はぁ!?」」

  　僕と会長の驚きよう愕がくの声がシンクロした。

  「ま、増川よ……我が一位になったら、貴君を迎えに行っても良いというのか？」

  「え、か、櫂かい実じついきなり何言って……」

  　櫂実がぼそぼそと囁ささやいてくる。

  「……ごめん……噓うそ八百だけど……了承して」

  　よく解わからないが、櫂実に賛同しておく。

  「お、おう！　僕もそろそろ身を固めようかなーって……」

  　それを聞いて、会長の顔がふるふると震ふるえだした。

  「は……はは……は──っはっは！　了解した！　待っておれ！　増川唐から人と！」

  　そして、会長はくるりと振り返り、ステージの方へ上がっていった。

  「櫂実……さっきのは……」

  「……ううん……たぶん、これで大丈夫……だと思う……」

  　そして、会長が大歓声の中、ステージに登壇する。会長は、マイクに向かうと、まずこんなことを言い出した。

  「あー、諸君、演舞の前に一つだけ報告がある！」

  「……え？」

  　群衆は静まりかえる。

  「実はな……我が一位になった暁あかつきには！　２─Ａの増川唐人と婚約を発表することに決定した！」

  「なっ……！」

  「だからみなの者！　この我の応援をよろしく頼むぞ、はっはっはーっ！」

  　衝撃が波紋のように伝でん播ぱするのが舞台袖そでからでも解わかった。

  「会長、わざわざステージ上で宣言するとか……！」

  「あの人の性格なら……こうなると思った……」

  「ってことはもしかして……」

  　これ、ランキングの変動に露ろ骨こつに絡からんでくるんじゃないのか？

  　気になって、会長のステージを最前列で見ようとしていた観客のあたりを見渡す。

  「うわあああああああああああいやだあああああああああああッ会長おおおおおおおお」

  「うぼええええええええ会長うああああん結婚しちゃいやだああああああうぼおえええええ」

  　あまりのショックに嘔おう吐としている生徒までいた。

  「……これで……真の会長ファンこそ会長に投票しなくなるはず……」

  「櫂かい実じつ、結構やることがえげつないな……」

  　あ、そういえば、桜さくらはどこ行っただろうか。どさくさにまぎれて、さっき番号が呼ばれていたような気もしたが──と反対側のステージの方を見ると。

  「あたっ！」

  　桜は、帰ってくる途中でさっきの卑ひ猥わいな着ぐるみのまま、うまく歩けずにこけていた。

  「桜、大丈夫か」

  「う……うわーん！」

  　卑猥な物体および桜が僕の胸に飛び込んできた。相変わらず、お客さんにはドン引きもいいところだったようだ。

  「……桜……できたら僕の胸で泣く前にこの着ぐるみ取ってくれないかな……これだとまるで僕がその……すごいいちもつを抱だいてるみたいだから……」

  「ぐす……ねえ、お兄にいちゃん」

  「なんだ、桜」

  「わたし、やっぱり、お姉ねえちゃんに勝てないみたい……」

  「その着ぐるみで勝てると思ってたのも凄すごいけどな。でも……そうでなくても……子供の頃ころから何回も言ってるだろ、姫ひめちゃんはちょっと……特別なんだ」

  　そこに、背後から声が聞こえてきた。

  「お、もう諦あきらめたのかよ、桜」

  　振り返ると、姫ちゃんが笑顔で腰に手を当てて立っていた。

  「……お姉ちゃん」

  「ねえ姫ちゃん……桜も反省したみたいだし、もう仲直りしてくれないかな……もうそろそろ……桜もアイドルが簡単な仕事じゃないって解ってくれたはずだし」

  「ふん。直接本人から反省の弁を聞くまで納得はできないね」

  　そう言って、桜を見る。

  「…………」

  　桜は意い固こ地じにもだんまりを決め込んでいた。

  「……なんで、この姉妹は二人とも素直になれないかな……」

  　姫ちゃんは、そんな桜の様子を見てくるりと背を向けた。

  「まあいいさ、とりあえず、あんたらは、そこのステージ袖そでから見てな。アタシの生き様」

  「え？」

  「今日は特別にアタシも踊る。そういう手はずになってんだ」
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  　会場に姫ひめちゃんの名前がアナウンスされる。

  「ここでスペシャルサプライズゲストです！　なんと！　今日は特別に、姫ちゃんが！　ダンスを披露してくれるそうでーす！」

  　当然の如ごとく突沸したように盛り上がる会場。

  「姫ちゃんのステージだけは、ライブバトルから離れ、中央のメインステージで行います！　みなさん、しばしコンテストを忘れてステージをお楽しみください！」

  　そして。

  　姫ちゃんが、つかつかと僕たちの前を歩いていき──

  　ステージの上で、ポーズを取って静せい止しした。

  　……人間が静止する際にどうしても生まれるような、微動さえない。

  　一枚の写真のように、完かん璧ぺきな静止だった。いや、その美しさはむしろ絵画に近い。

  　だが。スピーカーが揺れ、音楽が流れ始めた、その瞬間。

  　姫ちゃんが、一瞬の静止を破るように──全身を躍動させた。

  　それからは音楽に合わせて、盛り上がる箇所では、激しく燃える炎のように。穏やかな場所では流れる水のように足を動かす。その足運びには、一切の躊ちゆう躇ちよもなく、ぶれもなく、機械人形のように正確に、蝶ちようのように軽やかに舞った。

  「これが──トップアイドル──」

  　テレビの中で、今までに姫ちゃんを見たことはあった。

  　だが──実際に見るのは初めてで。

  　僕や桜の幼なじみだった『姫ちゃん』ではなく、完全無欠のアイドル『倉くら里さと姫』がそこに顕けん現げんしていた。……思わず、見とれてしまっていた。それは、桜やサナたちも同じで。

  「……あれ」

  　気がつくと、僕の横で、鮎あゆヶが瀬せさんがステージをじっと見つめていた。

  　さすがにマネージャーだけあって、真剣な眼まな差ざしだ。でも、どことなく違和感のある眺め方だ。安心とも違う、複雑な……。

  　そして、姫ちゃんがステージの中央を踏み抜いた時。

  「きゃっ！」

  　普段の言動から考えられない可愛かわいらしい声と共に、がくん、と姫ちゃんの身体からだが大きく傾かしいだ。

  「!?」

  　何かが、起きたのだ。姫ちゃんの足下を見る。──そこには、ステージ中央の窪み、奈落と呼ばれる場所がある。演者がせり上がる時の舞台装置に使う、落とし穴状のスペースであるが──そこの蓋ふたになっている床が、ぐらぐらと落ちかかっていた。

  「サナ！　行くぞ！」

  「おう！」

  　それを見るや否いなや、僕とサナが飛び出す。

  　パラシスタンスの能力発動。擬速世界──解放。そして、体感時間が遅くなり──僕は現状を一瞬で把握する。たぶん──ステージが完全に落下するまであと数秒ってところだ。姫ちゃんを引っ張り上げる──そんな時間あるか？

  「唐から人と、加速するぞっ！　や──！」

  　考える暇ひまなく、サナがクチクラブレードで僕の尻しりを引っぱたき、無理矢理加速させた。

  「いてええええええええええええっ！」

  　そして──僕の身体は、姫ちゃんの下に潜もぐり込むように、飛び込んだ。それと同時に、奈落が完全に開き、僕たちはもつれるように落下する。

  「唐人っ、無事か───！」

  　だが、そのお陰で、姫ちゃんの下に潜り込め──

  「いて、いてててて」

  「姫ちゃん──？」

  　次に僕の上から聞こえてくるのは、姫ちゃんの震ふるえるような声だった。まさか、怪け我がを？

  「……おい、唐から坊ぼう……ずいぶん偉いもん摑つかんでんじゃねーかおい……」

  「……え？　うわあああっ！」

  　僕は気がつくと、下から姫ちゃんのおっぱいを鷲わし摑づかみにしていた。慌あわてて手を離す。

  「腹切りげんまん唐人のばか───っ！」

  　サナの怒りを込めた蠕ぜん動どうによって僕は速攻腹痛に襲おそわれる。

  「あいててててて！」

  　姫ちゃんは僕らを見て、笑った。

  「ははは……いや、でも助けてくれてサンキューな、唐坊。でも、ま、下が発泡スチロールだったからどっちにしろ助かったみたいだけど……」

  「発泡スチロール？」

  　見ると、奈落の底には何な故ぜか発泡スチロールが敷き詰められていた。

  「本当だ、なんだこれ……そういえば、この発泡スチロールのお陰で、僕も全然痛くなかったな……むしろ、クチクラブレードで叩たたかれた場所の方が痛いし……」

  　一体、いつからこれが？　と、そこに、いつの間にか現場検証をしていた櫂かい実じつが、しゃがみながら奈落の隅を指差した。

  「増ます川かわ君……これ、見て……奈落の留め金に……ヒビが入ってる……」

  「本当だ……これって」

  「恐らく……作為的なものと考えられる……」

  　……ってことは。やっぱあの脅迫状、本物だったんじゃないか。しかも、あれを出した犯人が、もうこの学校のどこかにいる？

  　と、そんなことを考えていると。

  「いててて……ちょっと捻ひねったかな」

  　姫ひめちゃんが足を曲げる時に顔をしかめていた。

  「姫ちゃん！」

  「姫！」

  　鮎あゆヶが瀬せさんがそばに寄ってきた。

  「足は!?」

  「まあ、大丈夫だろ。保健室行って湿しつ布ぷもらってくりゃ大したことねえよ」

  「いいえ。大事を取って休養しましょう。なんなら、マスコミにそう発表を──」

  　……なんだか、鮎ヶ瀬さんすごい必死だな。しかも休ませることに。トップアイドルのマネージャーにしてはなんだか少し、違和感があるが──。

  「だーら、大丈夫だって。保健室行ってくらあ」

  　そして、姫ちゃんは鮎ヶ瀬さんに向かって手を上げると、軽く足を引き摺ずりながらふらふらと一人で歩いて行く。

  「姫──」

  　鮎ヶ瀬さんは複雑な表情だ。

  「え？　ていうか保健室ってもしかして……」

  　そこで気付く。今、保健室にいるのも、僕たちの過去を知っている人で──。

  

  「よ、久しぶり」

  　姫ちゃんに付き添って保健室に行くと、こたつの中でするめいかを囓かじっていた綺き羅ら先生が、手を上げて僕たちを出迎えた。

  「元気？　姫。驚いた？」

  「……驚いたのなんのって……まあ……驚いたよ」

  　確かに、綺羅さんが保健室の先生になってるなんて、僕も今年の春に驚いたぐらいだ。こっちも、感動の再会ってやつになるのか──？　なんて思ってると。

  「綺羅。三年ぶりか？」

  「……え？」

  　その言葉に僕は違和感を覚える。……三年ぶり、だって？

  　だって、姫ちゃんが姿を消してからは六年──

  「ねえー、唐から人と」

  「え？」

  　その違和感に悩んでいると、綺き羅ら先生にいきなり声をかけられた。

  「ここからは女子会。あ、女子って年じゃねえだろとか言ったら姫にぶん殴なぐってもらうから。……姫。どう？　美お味いしい日本酒があるんだけど、一杯やらない？」

  　綺羅先生は何かを含むように姫ちゃんに日本酒の瓶びんを見せる。それを受けて姫ちゃんが──。

  「お、おう、悪いな唐から坊ぼう。こっからは大人の女の話し合いみたいだ。童貞お断りな」

  　手のひらを突き出して僕を追い出そうとする。

  「……解わかったよ」

  　そして僕は、綺羅さんと姫ちゃん、二人に追い出されるようにしぶしぶ保健室から出る。

  　でも、気になるのは、姫ちゃんの言葉だ。「三年ぶり」ってどういうことだろう……？　そういえば綺羅さんが研究所をやめて僕たちの前から姿を消したのも、三年ぐらい前だった気がする。それから、姫ちゃんが急にトップアイドルになったのも三年ぐらい前だ。その三年前と、姫ちゃんの三年ぶりって言葉、何か関係があるのだろうか──？

  「なんか……解わかんないことだらけだよ……」

  　複雑に深まっていくばかりの謎なぞに、僕は考えるのをやめてサナたちのところに戻ることにした。
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  　──一方その頃ころ。

  　メインステージで盛り上がるアイドルコンテストと対になるように、ここ裏庭では、ついに『櫛くし名な田だ観み琴こと生徒会長親衛隊四天王、新たなる四人目オーディション』が開催されていた。

  「おっす、オラ孫そん権けん！」

  　橙だいだい色いろの胴着を着た、戦国武将風の男が咆ほう吼こうする。

  「……あの地球人のようにだと……陸りく遜そんの……リクソンのことか─────っ！」

  　服はつ部とり、ゲイツ、金きん腹ぷくがそれを見てざわざわ相談する。

  「……色々混ぜて個性を出し、かつ各方面に配慮をしたつもりだろうが」

  「これは駄目デース。『リクソン』ってわざと二回言って解りやすくしてるあたりに媚こびが見えまーす」

  「不合格！」

  　服部、ゲイツ、金腹がそろって『×』の札ふだを上げた。

  　服部が激げき高こうする。

  「……おい、どうなっているんだゲイツ！　これでは完全に一発芸大会ではないか！」

  　存在自体が一発芸のような男たちは激しく怒っていた。

  「ソンなコト言われマシテも……」

  「ええい、らちがあかねえ」

  　服はつ部とりが椅い子すから立ち上がった。

  「どうする気デスか、服部サーン」

  「とりあえず、候補者を絞ろう。これからの参加者で版権系は即ＮＧのお触れを出す。行ってこい、ゲイツ！」

  「……まったく、ゲイツ使いの荒あらいお方デース」

  　するとゲイツが参加者待機列の方に走っていった。

  「ハーイ！　お知らせがありマース！　並んでる方のうち！　版権系は！　ＮＧデ────ス！　自分が『版権系』だと思ってる方！　帰ってくだサーイ！」

  　待機列に向かって呼びかけると、じわじわと不満の声が広がっていく。

  「わっちは帰るのう」

  「ただの地球人には興味ないわね」

  「帰って同人の原稿でもやるわ」

  　狼おおかみの耳をつけた少女、『団長』という腕章を付けた少女、ゴスロリの少女など、ほとんどの参加者が苦々しげに立ち去っていった。

  「マッタクフザケテルネ」

  　ついでに、段ボール箱に『ＧＵＮＤＡＭ』とだけ書いて手足だけを出していた外国人も怒って帰ってしまった。

  「……あいつも版権のつもりだったのか……」

  「ガハハ。しかし服部、版権系がいなくなったらいったい誰だれが残って……」

  　そこに、ゆらり、と現れた影があった。

  「……ふざけた真ま似ねは終わったかね？」

  「お、お前は！」

  「……あまり私を怒らせない方がいい」

  　筋骨隆々の外国人顔……というか、どう見てもプーチン大統領がいた。

  「ＫＧＢを敵に回す気かね」

  「おぬし、ギリギリじゃのう。まあ、ある意味ではゲイツに近いと言えんでもないが……政治的な意味合いでは、版権系よりもっとギリギリじゃ」

  　金きん腹ぷくがぼやくが。

  「面白い」

  　服部が腕組みしながら告げた。

  「……服部……サン……？」

  「そこのプーチン、合格だ。中に入れ」

  「感謝する」

  「ええええええええ！」

  「ていうかアナタ！　プーチンって呼ばれてるけどプーチンでいいんデースか!?」

  　プーチンは振り向きざまに呟つぶやいた。

  「問題ない。私の名前は符ぷ陳ちんだ」

  　服はつ部とり。ゲイツ。金きん腹ぷく。そして──ニューフェイス、プーチン大統領（通称）。

  

  　今ここに、新生・四天王！　爆・誕！

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  　──さて、綺き羅ら先生と姫ひめちゃんの過去は考えても解わからないから考えるのをやめた。だが、先ほどの、姫ちゃんの転落事故からは考えることがまだあった。

  　姫ちゃんの命を狙ねらっている犯人。志し保ほのメールから考えると……やっぱり、組織に関係ないわけがないだろう。

  　その人物はおそらく、既すでに学校の中にいるのだ。

  　だから、せめて怪しげな人物がいないかと、そいつを捜すためにサナと一緒に校内を見てみようと僕は提案したはずだった。だったのだが……。

  

  　ヨーヨーすくいの屋や台たいの下で、僕はサナと二人、しゃがみ込んでプールを覗のぞいていた。

  「うー、唐から人と、うまくヨーヨー取れないぞ……」

  「そこのとがったところを引っかけるんだって」

  「おー？　どうだ？　こう？」

  「あー、だからもう……」

  　僕はサナの手を取ってヨーヨーを引っかける。鼻先に女の子の匂においと柔らかな肌の感覚がくすぐったい。

  「おー、取れたー！　腸のひだみたいな感覚だったー！」

  「良かったな……」

  　……完全にデートだよな、これ……。

  

  　僕たちはベンチに座って休憩する。

  「お、唐人！　射的があるぞ！　スリヴァーを使えば、あんなの……」

  「だめ。人前であれはだめ」

  「……じゃあ唐人、あそこのフランクフルト食べたい！」

  「さっきわたがし食ったばっかだろうが！」

  「ううー、でも栄養……唐から人とにもっと栄養摂とってほしいよう……」

  　サナは泣きそうな顔になっている。わざわざ栄養を摂らせるだけのことで……。

  「……そんなに恨めしそうな目をするなよ……」

  　仕方なく、僕は屋台に向かい、一本だけフランクフルトを買ってきた。

  「……ほら」

  「わーい！」

  「じゃ、食べながら行くぞ」

  　そこでサナは何かに気が付いたように脇わきに置いてあったヨーヨーを掲げた。

  「あ、唐人……ヨーヨーしまっておいてくれ」

  「ヨーヨーは、いいのか？」

  「うん、だって……フランクフルト持ってるのにヨーヨー持ってたら……」

  　サナは僕の鞄かばんに左手でヨーヨーを押し込んだ。

  「唐人と手が繫つなげなくなっちゃうもんな！」

  　そして、天てん真しん爛らん漫まんにサナが笑う。太陽が降りてきたような笑顔だった。

  「あれ、あの子……寄生虫の……」

  　と、その時。顔を上げすぎたのか、周囲の生徒に目ざとく見つかった。サナのアイドルランキングが上がっていくにつれて、なんだか知名度も比例して上がってるような気がする。

  「バ……ほ、ほら、帽子もっと深く被かぶれって」

  「う、うん……あ、唐人……でも……手は繫いで？」

  「あ、ああ」

  　少し恥じらいながら僕はまたサナと手を繫ぐ。

  「くち」

  「はいはい」

  　僕が口を開けると、フランクフルトが入ってくる。僕もだんだん、隣のサナにものを食べさせられるのに丁度良い角度というものが解わかってきたような気がする。

  「うん」

  　きゅ、と握る手の力がちょっと強くなった気がした。

  「……どうした、サナ」

  　僕は、口の中のフランクフルトをもぐもぐと咀そ嚼しやくしながら尋たずねる。

  「ううん……唐人は優しいな……って思って……」

  「そんなことないよ」

  「なんだかんだ言っても、お願い聞いてくれるからな！」

  　それ以上サナは何も言わず、ただにまにましていた。

  「……そんなことないと思うけどな……」

  　まあ……サナが嬉うれしそうならそれでいいか。

  　僕は、手を繫つないだまま隣に並ぶ彼女をちらり、と眺めてみる。目ま深ぶかに被かぶった帽子の奥に、えらく整った、不純物なく可愛かわいい顔が見える。そこで、僕の視線に気がついたのか、サナと目が合った。彼女は日差しから隠れるような帽子の下で、照れ臭そうに少し俯うつむいて笑った。

  　うん……なんか、こういうお忍びデートって……いいな。

  　アイドルを独り占めしてるっていう優越感が……

  「はっ！」

  　その時心によぎった恐ろしい考えに僕は飛び退のいた。

  「かっ、唐から人と、どうしたんだ！」

  「うわあああああああ！　不覚！　不覚だあああああ！」

  　今！　僕が！　こいつを！

  　抱だきしめたいとか思ったはずがないんだあああああ！

  　大丈夫だよな僕？　さっき思った「彼女」って、人称代名詞の「彼女」だよな？　シー・ハー・ハー・ハーズだよな!?

  　だって！

  　自分の寄生虫が彼女とか！

  　これは駄目です！　邪道です！

  「うわああああああああああ……」

  「か、唐人ー！　どうしたんだよ唐人ー！　やめてー！」

  　そして僕が悶もん絶ぜつしながら、校門に頭をガンガン叩たたきつけていると。

  「唐人、やめ──あれ？　あの人……」

  「はぁ……はぁ……どうした？」

  　サナが、誰だれかを見つけた様子で指差す。

  「セルカックンとかいう人……」

  　確かにその指の先には、あの姫ひめちゃんのマネージャーである鮎あゆヶが瀬せさんのマネージャー。蒼髪の青年、横よこ川がわセルカが、校門から少し離れた場所にぽつんと佇たたずんでいた。今日は片手に携たずさえた紙パックがバナナオレに変わっている。僕たちが見ていると、セルカは不機嫌そうに絡からんできた。

  「……なんだよセルカックンって。人を膝ひざカックンみたいに言うんじゃねえ。それを言うならセルカ君だ。それよりどうした、お前ら」

  「どうしたはこっちの台詞せりふ……なんでお前、宿やどり木ぎ祭さいやってる中、こんな校門のところにじっと……」

  「俺は鮎あゆヶが瀬せさんに待機を命じられているだけだ。それにしても──少々疲れるな、六時間あまりここで棒立ちと言うのも」

  「六時間!?」

  「何やら、昨日急に姫ひめがサプライズで踊ると言い出したものだから、今朝早くから引っ張り出された鮎あゆヶが瀬せさんがだいぶ機嫌悪いんだよな……」

  「お前も大変だな……」

  　……ん？　待てよ？　姫ちゃんがサプライズゲスト？

  　そのセルカの発言に、僕は何か引っかかっていた。その言葉が、何かすごく重要な意味を持っているような……。

  「あー……それにしても、お前らな。いい感じにやりすぎじゃねえか。こちとらケッタクソ悪いくらいだぜ」

  　セルカが、天を仰あおぎ、息を吐き出しながら言った。

  「……え？」

  「……まあ……俺は嫌われていても構わないと思ってはいるが……それでもたまには羨うらやましく思うことがあるんだ」

  　セルカは、悲ひ愴そうな表情でぼそりと呟つぶやいた。

  「……どういうことだよ」

  「……人生経験の浅そうなお前らにいいことを教えてやろうか」

  　セルカは、ぷは、とストローから口を離して言った。

  「恐ろしいことにな。この世の中、愛した人に好かれるとは限らないどころか、生理的に嫌われたりしても、人生は続いていくらしいぜ」

  「生理的に嫌われる……？」

  「そういう時に選ぶのは二択だ。見返りもなく、ただ愛することに命の実じつを見いだせるか、それとも諦あきらめるかだ。俺は前者を選んだ。なかなか辛つらくもあるが、脇わき見みせずに愛することは幸福でもある。その辺の機き微びは……知らないやつは知らなくていい」

  「なあ、さっきから誰だれの話をしてるんだ？」

  「……横よこ川がわ吸きゆう虫ちゆうって知ってるか？」

  　質問には答えず、唐突に、セルカはそんなことを問いかけてきた。

  「ええと……」

  　聞いたことがないことはない。

  　サナが寄生してから、寄生虫に関してそれなりのことは勉強しているのだ。だが、僕が記憶の底を浚さらうより早く、セルカが答えを出してきた。

  「アユとかシラウオにいる寄生虫だ。体長は１㎜程度」

  　セルカは、指を肉眼では判別しづらいほど微かすかに離して浮かせた。

  「こんなもんだ。小腸に住み着くんだが……人間には、特に害はないことが多い。……別に、害はないんだ」

  「そっか……で、それがどうしたんだ」

  「……なんでもねぇよ。ちょっと喋しやべり過ぎた」

  　そして、セルカは再びバナナオレに口を付けると──

  「……ぬ」

  　怪け訝げんな表情をした。

  「聞こえる……天使の足音が聞こえる気がする」

  「え？」

  　すると間もなく。

  「ちょっと！　セルカ君！　行くわよ！」

  　鮎あゆヶが瀬せさんが現れた。

  「鮎ヶ瀬さははははははぁんっ!!　天使の福音んんんっ！」

  　歓喜に満ち[image: ]あふれた表情でセルカ君はぶはあ、とバナナオレを力強く噴出した。そこらに、黄色く濁った白い液体がぶちまけられる。

  「うわああああああ、汚ええええっ！」

  「……つまらねえ話して悪かったな。じゃあな」

  　最後にセルカは振り向かず、腕だけを上げて言った。

  「……あいつ、何だったんだ」

  　よく解わからなさでは、今回一番の人物かもしれなかった。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  　その晩のことである。

  　深夜、僕の家にインターフォンが鳴り響いた。

  　あまりにも非常識な、突然の来訪者。……心当たりは無い。

  　もし、親父おやじが帰ってきたのなら勝手に鍵かぎを開けるだろうし、桜さくらなら勝手に侵入してくるはずだ。

  　サナは、まだすうすうと寝ているようだ。隣の部屋から、いびきのようなものが聞こえてくる。……どうする？　迷ったあげく、僕は寝巻のまま、玄関を開けることにした。

  

  　すると、そこにいたのは──一応、見知った顔ではあった。

  　あったのだが──とても、友好的と言える存在ではないばかりか、まさに不機嫌極まりない表情で僕を出迎えたのだった。

  「……いるんならとっとと出てこい、ガキが」

  「お前……こないだ会った……竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やとかいう……」

  　親父おやじの知り合いで、志し保ほの父親だ。僕は、意外性によって砕かれた敵意を、改めて弾丸のように込め直し、秀しゆう也やと対たい峙じした。

  「ずいぶんと非常識だな。親父に用か？　親父ならいないぞ。それももう随分前からな」

  「銀次じゃねえ。てめえに用がある」

  「え──？　僕？」

  　一体、僕に何の用が──。

  「……志保はどこだ」

  　秀也は低く、それだけを呟つぶやいた。

  「なんだって？」

  「志保を出せ」

  　こいつ──旅に出た志保を捜してる？　今更何のために──。指令の遂行に失敗したから始末するためだろうか？

  「ここにはいねえよ」

  「あぁん？」

  「それに、たとえ知ってたとしても──あいつをみすみす差し出しはしない」

  「……てめぇ……何言ってやがるんだ……いいから……志保に会わせろ……」

  「え？」

  　そこで、違和感に気が付いた。

  　幽鬼のように焦点が定まっていない。まるで、医者に止められているのに酒や薬を求める中毒患者のような……しかもよく見ると、衣服は汚れ、頭髪もボサボサだ。目の下にはクマまである。

  「あんた、もしかして──」

  　僕は、その推論を推し進めた。

  「志保がいなくなったことにショック受けてんのか……？」

  「……るせえ！　志保はどこだぁ！」

  「……がっ！」

  　いきなり、ギリギリと僕はのど輪わで身体からだを持ち上げられる。こいつ……意外と力があるな。だが──。

  「……言えるかよ」

  「……糞くそが。こっちは志保の命が懸かってるんだ。なんとか甫ほ獏ばくより先にあいつを見つけないと──」

  　そして僕の身体は、一気に解放される。

  「かはっ！」

  　絞められていた気道に一気に空気が入ってきて、思わず噎むせてしまう。てか……今微かすかに聞こえたのは誰だれの名前だ？

  「おー、いて……けほっ……けほ……つうか……意外だったな」

  「……何がだ」

  「志し保ほ、拾われたって言ってたからな。てっきり、あんた、志保はただの捨て駒ごまとして拾ったのかと思ってたぜ」

  「……黙れ。他人の家の教育方針には口を出すなと先日も言ったはずだ」

  　秀しゆう也やは高圧的な口調で接してくる。

  「あんた、間違えたよ。口に出さなきゃ伝わんねえもんな……何事も。もっと、こうなる前にやり方があったんじゃねえのか」

  　僕は言いながら、ほんの少し自分のことを顧かえりみた。物心ついた時からほとんど話をすることのなかった親父おやじのことを。

  「口を慎つつしめっつてんだろうが、ガキがぁ！」

  　秀也は激げき高こうして殴打してこようとする──が、不意打ちでなければ、パラシスタンス・ホストの動体視力ならまともに食らうことはない。その拳けんを、腕で受け止める。

  「……チッ」

  　秀也は忌いま々いましそうに、手の甲をさすりながら拳こぶしを引っ込めた。

  「……そのなめた態度……覚えておけ……身の回りに何が起こっても知らんぞ」

  「……身の回りに？」

  　そして秀也は、身を翻ひるがえした。

  「あ、おい、待てっ！　──さっき呟つぶやいた名前は誰なんだよ！　お前の組織って──」

  「……質問には答える気はない」

  　その先には、黒ずくめの男たちと、黒塗りの車が何台も止まっているようだった。大勢で来てるのかよ。となると──あいつを捕まえるわけにもいかない。やがて、いくつものエンジン音が聞こえ──深夜の住宅街には再び静寂が戻った。


  


  【スペシャルソング掲載】

  恋のマジカル・テキサス・チェーンソー（受胎告知ver.）
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  第三章　ライブ・フォー・ユー

  

  　そして、ついに今日は宿やどり木ぎ祭さい最終日、アイドルコンテストも最終日となる。きせい部の三人娘は、最終ラウンドに向けての準備中のため、今は僕一人だ。

  　僕は電光掲示板に表示されている、順位を確認する。

  

  宿木祭アイドルコンテスト暫ざん定ていランキング（2nd round）

  



  １．サナ（前ラウンド　３位）


  ２．小こ杉すぎ杏きよう子こ（　〃　　２位）


  ３．櫂かい実じつ亜あ須す香か（ゴミ虫）（　〃　　４位）


  ４．田た中なか椿つばき（　〃　　６位）


  ５．桂かつら灘なだ子こ（　〃　　８位）


  ６．池いけ袋ぶくろ鈴すず（　〃　　７位）


  ７．りりかる☆エレナ・オブ・湯ゆ葉ばーフェイス（　〃　　５位）


  ８．櫛くし名な田だ観み琴こと（　〃　　１位）


  ９．久く遠おん彩さい歌か（　〃　　９位）


  10．紅葉もみじ西にし美み（　初登場　）


  

  　おお、前回のアレのお陰で会長の順位もぐーんと下がって……。

  　サナの順位は──暫定、一位。

  　よくもまあ、色物がここまで来たものだ。まあ、櫂実の策略とかもあったにしろ……。そして櫂実も三位か。あいつも順調に上がってるな。あと、地味に桜さくらがランクから消えていた……。

  「……いけるな」

  　そんなふうに掲示板を見ながらほくそ笑えんでいると。

  「あれえ───！　増ます川かわさんじゃないですか～！」

  　三さえ枝ぐささんに声をかけられた。何やらハッピーそうな顔だ。

  「どうしたの、三枝さん。何やら幸せそうな……」

  「それが！　今回、生徒会すごく儲もうかってるんですよ～！　アイドル企画が盛り上がってるお陰で！　経済効果アップ！　ばんざーい！　かねづるばんざーい！」

  「……あんまり褒ほめられたものじゃない言葉絶叫しないでください」

  「いやー、アイドルマジ金になりますな～！　アイドルファンってどんなに搾さく取しゆしても文句言わないから！　げへへ～。こんなことならグッズに人気投票券つけとくんだったですよ！　射・幸・心！　射・幸・心！　いい言葉ですね～！」

  「……やることがえげつないです。消費者保護法やばいっすよ」

  「どうですか、増ます川かわさんも何か買いませんか！　ちょっとご紹介しますね！」

  　そして、[image: ]きいてもいないのに、三さえ枝ぐささんはアイドルコンテスト関連グッズの紹介を始めた。

  「一番の売れ筋はこのトレーディングカードっすかねー。十枚一パック千円です」

  「……どれ」

  　三枝さんからバインダーを渡される。きせい部の面々も、カードになっていた。

  「……あ、櫂かい実じつ可愛かわいい。ＳスーパーＲレアか……櫂実も地味な人気があるんだよな……」

  「サナさんは元気っ子＋寄生虫キャラで両性に浅く広く人気があるみたいですけど……櫂実さんは局地的に熱狂的なファンがついてるタイプみたいです～。売り上げ数ではサナさんの方が上ですけど、高額なグッズの売り上げがあるのは櫂実さんの方みたいですね。えーっと、例えば……なに枕まくらだっけ……？」

  　三枝さんは袋の中をごそごそと探る。

  「抱だき枕……ってやつ？」

  「あ、いえいえ、ありました、これ」

  　取り出したそれは。

  「土ど下げ座ざ枕～」

  　Ｚ字上に折りたたまれた布に櫂実の写真がプリントしてあった。

  「先生や上司に怒られた時に横に置けば一緒に土下座をしてくれる枕です。三万円」

  「いや、おかしいだろ！　こんなん横に置いて謝罪してる時点で誠意を疑われるよ！」

  「それからこれを」

  　三枝さんは次に、ばさ、と二体の小さな何かを出した。

  「自じ罰ばつに使う、セルフ藁わら人形です。自罰エディションと自じ虐ぎやくエディションと二種類発売してますから（自分に対する恨みが）多い日も安心。二体で二万円」

  「縁起悪いもん売るなよ……っていうか三枝さん、これマージンとか発生しないんですか」

  「……へ？」

  「一応、僕プロデューサーなんで。アイドルグッズの肖像権使用料とかもらう権利とかあると思うんですけど。それであわよくば上納金の支払いに使いたいんですけど」

  「それは……よく解わからないなあ……私、目があまり良くなくて……」

  「関係ねえだろ！」

  　どこまでもしたたかな生徒会役員だった。

  

  　そういえば、ちょっと気になったことを三さえ枝ぐささんに尋たずねてみる。

  「ところで、サナたち以外の出場者ってどんな感じなんですか？　ほら……ランキングだと二位の小こ杉すぎさんとか。結構ライバルだと思うんですけど」

  「見ますか？」

  　三枝さんが、ステージの電光掲示板を指差す。

  「第二ラウンドまでのダイジェストなら、今ちょうどメインモニターで繰り返し流してるところですよ～」

  「あ、あったんだ、ダイジェスト……」

  　テロップと共に、他のアイドルコンテスト出場者たちの様子が次々に映し出された。まず最初に出てきたのは、ランキング順位のテロップ。

  

  　ランキング暫ざん定てい二位

  

  「えーっと、ランキング二位……小杉さんかな、この人が」

  　そして名前のテロップ。

  

  　ゲットワイルド小杉

  

  「名前変わっとるー!?」

  「それがですね……どの子もサナさんが出てきてから第二ラウンドでキャラ変更した子ばっかりなんですね～……やっぱ、寄生虫アイドルが相当みんなにインパクト与えたらしくて……」

  「キャラ変えたの、月つき葉ばさんだけじゃなかったのか……」

  　そして、ゲットワイルド小杉さんの風ふう貌ぼうは──袖そでの破れたノースリーブのデニムだった。

  『このデニムは小杉ちゃんが自分で破ったんだにょ！　ワイルドだにょー』

  「うわ、すぐ風化しそうなパクリキャラ来た！　しかも語尾がワイルドの欠片かけらもないよ！　なんだよ、『にょ』って！」

  「きっと数年後に見て黒歴史になってますね～、あれ」

  　すると画面が切り替わり、今度はカラフルな野球帽に、ファミコンのコントローラを貼はり付けた女子が現れた。

  

  　ランキング暫定四位

  

  「あ、上から順番にやってる訳じゃないのか。えっと、ランキング四位の子は……田た中なか椿つばきさん、だっけ？」

  

  　パブロ・ディエーゴ・ホセ・チャックンポップ・ギャラグ・ギャラクシン・ド・ア・ソンソン・アルテリオス・ファザナ・マインドシーク・キャップエド・ソルスティス・シャドウゲイツ・レリクス田た中なか

  

  「名前長っ!!」

  『みなさーん、わたしが……』

  　レリクス田中さん（省略済）は、身体からだをまさぐり始めた。

  『えーっと……なんだっけ……ファミコンっぽいので付けたんだけど……あれ……メモ……メモ……』

  　名前のメモを忘れたようだった。自分で覚えられない芸名を付けるなよ……。

  　そして、諦あきらめたようにマイクに向かって名乗った。

  『パブロ・ディエーゴ・燃えるプロ野球です』

  「絶対違う！」

  　再び画面が切り替わり、次に現れたのは、ランキング暫ざん定てい六位のテロップだった。

  

  　ランキング暫定六位

  

  「えっと……次は六位の子か……池いけ袋ぶくろさん、だっけ？　この子はちろっと見た記憶があるんだよな……ちんまりとした可愛かわいい子だったように思うんだけど……」

  

  　チャパティ・ザンブロッタ池袋

  

  『ドウモ、コンバンハ、タイからヒコウキでキマシタ、チャパティ・ザンブロッタ池袋です。フダンはキックボクシングの選手ヤッテマス』

  　両りよう拳けんにバンデージを巻き、長身で引き締まった肉体を持つ上半身裸の男性が出てきた。

  「お　と　こ　だ──────っ！」

  　あまりの事態にツッコミにも力が入ってしまった。

  『シュッ、シュッシュッ』

  　ザンブロッタ池袋はシャドーを始めた。確かに動きは俊敏、すんごい俊敏だけど。

  「いや、明らかに別人でしょ！　ねえ！　もうキャラとかじゃないよそれ！　別人出してどうするの別人！」

  「みなさん迷走してらっしゃいますね～」

  　なんだか、サナでも本当に勝てるような気がしてきたのだった。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  　せっかくなので、宿やどり木ぎ祭さい最終日の校内をもう少し一人で見て回ることにした。

  　すると、一人の男子生徒が、仲間に向かって自慢気にこう語っているのが聞こえた。

  「おい、アイドルコンテスト、誰だれに投票する？　自分会長派だったんだけど、あんなことになっちゃったからさあ……やっぱ寄生虫アイドルのサナちゃんかなあ」

  「いいや。あの、あの子ちょっとスキャンダルっぽい情報が流れてるの知ってるかい？　寄生虫アイドルもこれでもう終わりだね。オワコンだよ。あんなオワコンにワーキャー言ってる人間が信じられないよ、ぷひひ」

  「ええ……サナちゃん……それでも可愛かわいいと思うけどなあ……」

  　サナに対する名指しでの中傷に少しカチンと来たが、僕が怒ってもなあ……と怒りを静めようとしていたところ。

  「おい、今オワコンっつったのぁ誰だ？」

  　聞き覚えのある声が聞こえてきた。

  「え、この声もしかして……」

  「え？　寄生虫アイドルのオワコン扱いに反論する人がいるの？　ぷひ」

  　慌あわててそちらの方に目を向けると。サングラスに帽子を被かぶった女性が、男子生徒の胸ぐらを摑つかみ上げた。

  「オワコンオワコンって言いたいこと言いやがってよおおお！」

  「ぶ、ぶひいいいいいい！」

  「てめえが自分一人でそう思うだけならまだ別にいいよ。けどなあ！　どんなコンテンツにだってファンがいるんだよ！　てめえのくだらねえ優越感だけでその気持ちを馬ば鹿かにしてんじゃねええええ！」

  「す、すいませんすいませええええん！」

  　男子生徒は、身体からだを解放されると、ぷふ、ぷふと息を荒くしながらすぐさま逃げていった。

  「……ふん」

  　そこに、何かに気付いたように一人の女子生徒が女性に声をかける。

  「あ、あの……もしかして、ひ、姫ひめちゃんじゃないですか？」

  「お？　そうだけど」

  　姫ちゃんは、サングラスをクイッとあげた。紛れもなく、姫ちゃんだった。っていうか……男を軽々持ち上げられるほど姫ちゃんあんなに力あったんだ……。

  「か、かっこよかったです！　あの……サインしてくれませんか？」

  「おー！　いいぜ」

  　そして、姫ひめちゃんは女子生徒にすらすらとサインをする。基本的にファンに対しては愛想が良いのか。

  「あ、あの！　今日のステージ！　楽しみにしてます！　がんばってください！」

  「はーい」

  　姫ちゃんが手を振って見送る。女子生徒は、もらったサインを、宝物を抱かかえるかのように胸に抱だき、嬉うれしそうな表情で去っていった。

  「……ああいう子には、愛想がいいんだね、姫ちゃん」

  「お？　唐から坊ぼう」

  　姫ちゃんは、僕を見つけると、いいものを見つけた、とでも言わんばかりの顔でほくそ笑えんだ。

  「いよいよ最終日だな。唐坊のプロデュースしてる子たち、調子いいみたいじゃん。桜さくら以外。なんか、それもつまんねーんだけどな……もっと唐坊が困ることないかな……」

  「無理して困ること作らないでよ……」

  「……まあ、最悪一位じゃなくても、話す時間なら後で取ってやるよ」

  「……え？」

  「あの日に受けた恩を返さないとな。それからさ……桜には今日のステージ、絶対に見てほしいんだ。……ちゃんと見てるか確認してくれよな」

  「う、うん」

  「家を出た時からさ。桜に、生でステージ見てもらうの、夢だったんだ」

  　そして、姫ちゃんはめったに見せない嬉しそうな顔で笑った。

  　……なんだよ。この姉妹、あれだけ喧けん嘩かしておいて……お互い仲が悪いのか、大好きなんだか解わからないな……。

  「じゃあ、ステージ終わったら話を聞きに行くよ。姫ちゃんたちはどこを控ひかえ室にしてるの？」

  「視聴覚室だよ。意味なく入ってくんじゃねーぞ」

  「あ、姫ちゃん、そういえばさ、体調大丈夫？」

  「……え？　なんでだ？」

  「……最初に打ち合わせにここに来た時なんか風か邪ぜ薬みたいなの飲んでなかった？」

  　僕がその言葉を発した瞬間、姫ちゃんの表情が変わった。それも、万引きの現場でも押さえられたみたいな、非常に始末の悪そうな顔に。

  「あの薬のことは──聞くんじゃねえ」

  「あ、ご、ごめん……」

  　今の、心配して言っただけなのに、何かまずかったんだろうか？

  「あれは、アタシを縛り付ける忌いま々いましい鎖なんだよ……」

  「……え!?」

  　そして、その言葉の真意を語らず姫ひめちゃんは苦にがい顔のまますたすたと歩き去っていった。

  



  
    ＊　　＊　　＊
  


  

  　メインステージの上で三さえ枝ぐささんが人を集めている。

  「今日は宿やどり木ぎ祭さい！　メイン企画クライマックス！　アイドルコンテスト、最終ラウンドの日でええええっす！」

  　ここ三日で最大の喝かつ采さいが上がる。さすがにクライマックスである。

  「最終ラウンドはっ……！　作詞＆歌唱対決です！　こちらが指定した曲に、アイドル候補のみなさんに詞をつけていただいてます。その曲を、メインステージで歌っていただきま────す！　その優勝者が！　ついに倉くら里さと姫ちゃんと一緒にステージに上がることができるのでーす！　この後用意ができ次第、本番開始です！　お楽しみに！　あ、あとグッズも買ってくださいね～！」

  　そんな宣言を受けて、僕はサナたちと一緒に控ひかえ室にいる。その作詞対決の元になる音源は、既すでに朝に配られて、女子陣がまさに作詞しているところだったが──

  「……うー……うー……」

  　サナがうなりを上げている。

  「書けな────い！　〆しめ切きりまであと一時間しかないのに……」

  　桜さくらは桜で。

  「……放送禁止用語しか出てこないよ……」

  　一同、苦戦しているようだった。

  「ううー……唐から人とー……なんか、作詞のこつとかないのか、こつ……」

  　サナが泣き顔になりながら問いかけてくる。

  「こつってもなあ。別に、プロじゃないんだから、難しいこと考えなくていいんだよ。心のままに書けばいいんだ」

  「ようし……心のままに……じゃあこうやって……できたっ！　唐人、見てくれ！」

  「どれ。じゃあ、みんなの作詞に、プロデューサーとして逐一ツッコんでいくからな。そのつもりで」

  　そして、サナに手渡された歌詞カードを見る。

  

  　サナ作詞

  『君のハートに寄キ生スしたい』

  

  「タイトルは、まあいいんじゃねえか。ふりがなお洒しや落れだし。じゃあ、本文読んでくぞ」

  

  　君にいつもくっついてたいよ

  　そして彼女になりたいな　十二指腸あったかいな

  

  「……まあ、ギリギリここまではいいだろう。そういうキャラだしな」

  

  　腸内細菌や原虫がやってくる

  　唐から人とのお腹なかにやってくる！

  

  「なんだよこのスペクタクル展開！　タイトルのラブソング感が一気に消え失うせたよ！　しかも僕の固有名詞出すのやめてよ！」

  

  　倒せ！　クリプトスポリジウム！

  　負けるな！　ウェルシュ菌！

  　意外と手て強ごわいぞ　カンピロバクター

  

  「もはや戦隊物の主題歌じゃねえかこれ……」

  

  　ちなみにカンピロバクターは

  　微生物のことです

  

  「後から注釈を入れるな！」

  

  　どこにいても君のぬくもりを

  　君の温度を

  　内側から感じてる

  　あったかい……うふふ……

  

  「ホラーっぽくなっちゃったよ」

  

  　もしもしわたしサナ、いまあなたのお腹の中にいるの

  

  「はい、完全にホラー！　だめだこれ！　都市伝説かよ！」

  　そして、一通りツッコミ終わると、サナが自信満々で胸を張っている。

  「どうだ！　唐から人と！」

  「……没。やり直しな」

  「なっ!?」

  　そこに、櫂かい実じつが恥ずかしそうに紙を手渡してきた。

  「……増ます川かわ君……もし……非常にお手て隙すきなら……拙せつ虫ちゆうのも見てくれると……」

  「お、櫂実も作ってみたのか、どれどれ」

  

  　櫂実亜あ須す香か作詞

  『消え入りたい　～I wanna fade out～』

  

  　電話が切れました　拙虫のせいで

  　石油値上がります　拙虫のせいで

  

  　この世の全てはバタフライ・エフェクト

  　拙虫から始まるバタフライ・エフェクト

  

  「規模でかいな……」

  

  　前世の罪から来世の罪まで贖あがなう力だ

  　一罰百戒

  

  「耕こう耘うん機きのＣＭオマージュが露骨すぎるな……あと、言葉が少し重いんだよな……」

  「……大丈夫……この後がんばって少しだけ明るくしてみたから……」

  

  　ＷＯＷ　ＷＯＷ　さあ　ワラ打って踊ろう

  　自分の～　髪の毛を入れよう～

  　写真は遺影でイエイ

  

  「何でキャンプファイヤーみたいなノリで自じ虐ぎやくしてるんだよ！　あと最後だけちょっと韻いん踏んでるのがなんかこざかしい！」

  「……で……増川君……評価は……」

  　櫂実が、不安そうに尋たずねてくる。

  「没」

  「そな……やっぱり……無理だった……」

  　櫂かい実じつは、がっくりと項うな垂だれた。

  「じゃあ……強しいて言うならさ……自分が全部悪いんですってのを、あなたは悪くないんですっていう風に、応援歌みたいにポジティブに解釈すればいいんじゃないか？」

  「……え？」

  　櫂実は、目を見張って手を打った。

  「なるほど……増ます川かわ君……ありがとう……あ……違った……」

  　櫂実は、にっこりと微笑ほほえんで言った。

  「唐から人とプロデューサー……敏びん腕わん……」

  「い、いやあ、ははは……」

  　照れるな、それ結構……。

  　そこに、桜さくらが手を上げる。

  「お兄にいちゃん、わたし！　わたしの番」

  「あー……お前が一番不安っていうか、ちょっとマジック貸せ。検閲してから読み上げるから。えー……あ、これはダメだ……それからここもこんな言葉ダメ……」

  　そして、二分後。

  

  　増川桜作詞

  『◎◎◎でマンボ』

  



  ◎◎◎でマンボ　△△△でマンボ


  男と女は△△△と◎◎◎　うーマンボ！


  



  お兄ちゃんの△△△ロッキー山脈


  だからわたしはナイアガラ◎◎◎


  △△△と◎◎◎で諸国漫遊珍道中


  



  あとお兄ちゃんの▲▲▲▲▲、


  こっそり見たけど、■■だったよ


  わたしはそれでも、ＯＫ牧場


  ◎◎◎でマンボ　△△△でマンボ


  あなたとわたしは△△△で◎◎◎　うー◎◎◎！


  

  「ほぼ伏せ字じゃねえか！」

  「……だよね……」

  「しかも中盤でなんかさりげなく僕の暴露っぽいことされそうになってたし……なんつうアイドルだ……やっぱこれじゃ姫ひめちゃんにはとても及ばないな……」

  「うう……うわあああん！」

  　桜さくらは泣きそうになりながら、駆けだした。

  「おい、桜、どこ行くんだっつの！」

  「ぼ……煩ぼん悩のう払ってくるっ！」

  「桜……煩悩って……」

  　そして、桜は泣きながらどこかへ行ってしまった。そういえば、姫ひめちゃんに、桜がちゃんとステージを見るように伝言を頼まれていたのだが──

  「……まあ、いいか」

  　もう一度、ランキングを確認する。

  



  １．サナ


  ２．小こ杉すぎ杏きよう子こ


  ３．櫂かい実じつ亜あ須す香か（ゴミ虫）


  ４．田た中なか椿つばき


  ５．桂かつら灘なだ子こ


  ６．池いけ袋ぶくろ鈴すず


  ７．りりかる☆エレナ・オブ・湯ゆ葉ばーフェイス


  ８．櫛くし名な田だ観み琴こと


  ９．久く遠おん彩さい歌か


  10．紅葉もみじ西にし美み


  

  　このランキングを見る限り、このまま下へ手たさえしなければ、サナは一位になれるだろう。

  「唐から人と！」

  「……なんだよ」

  「一位に、なれるかな？」

  「……まあ、このまま行けば、な」

  「わーい！　一位だ───！」

  　でも。そうやって喜んでいるサナを見ると。

  「なんだろうな……」

  　変な気持ちがする。

  　僕のものだと思っていたサナは、アイドルになって、みんなのものになる。それは、喜ぶべきことなんじゃないのか？

  「……あ」

  　僕は、唐突に、『あの日』のことを思い出した。

  　魔女に裏切られた日だ。

  　姫ひめちゃんと二人で逃げる約束をしたのに、一人で行かれて、それから数か月後、テレビで「みんなの」アイドルとして出てくる姫ちゃんを見て──裏切られた気分になった。

  「……そっか」

  　あの日から、きっと全てが始まってたんだ。

  　心を動かさないようにする、こんなことで揺れないように一人でいようと思ったのに。

  「……いいさ」

  　……サナに会って、ほんの少し変わってしまっていたけど。

  　あの頃ころの自分に戻って。

  　今は、自分のするべきことを、自分だけでしよう。

  

  　──僕は決意した。

  　姫ちゃんと、コンテスト優勝者のステージが始まる前に──脅迫犯人のところに行こう。

  　実は、犯人の予想は概おおむねついていた。
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  「それではっ！　アイドルコンテスト決勝戦、歌唱対決うううううっ！　いよいよ本番！　ここまで戦ってきた学園アイドルたち、自みずからの作詞による歌唱が始まりまああああっす！」

  「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

  　三さえ枝ぐささんが大いに場を盛り上げる。話題が話題を呼び、場内も雪だるま式に観客が増えているようだ。

  「最終ラウンドだけは、ライブバトル形式ではなく、メインステージのみで行います！　それじゃあ、一人目は誰だれかな～？」

  　三枝さんがボックスに手を入れ、二ふた桁けたの数字が書かれたボールをつかみ取る。

  「はい！　それでは一人目は、エントリーナンバー45、驚異の自じ虐ぎやくキャラでここまで勝ち上がってきた！　新世代の自虐アイドル！　櫂かい実じつ亜あ須す香かちゃんでええええす！」

  　トップバッターとして櫂実の名前が告げられると、群衆から割れんばかりの大声援が響いてくる。ま……これだけ見ていくか。

  「てか櫂実、お前……やっぱ人気あるんじゃねえか……」

  「信じない……拙せつ虫ちゆうが出ていったとたんに……罵ば詈り雑ぞう言ごんに変わるはず……」

  　そこに、生徒会役員が出演を促うながす。

  「櫂かい実じつさん！　早く！　こっちですよ！」

  「あ……」

  　係員に腕を引かれ、まろび出るように、櫂実がメインステージに上がった。

  「え……」

  「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

  　さすがにメインイベントだけあって、三日間の中で一番大きい歓声が、怒ど濤とうのように響いた。

  「………………」

  　だが──櫂実は何も喋しやべろうとしない。

  　歓声は、しだいに疑惑の声へと変わり始める。

  「お、おい、櫂実ちゃんどうしちゃったんだ？」

  「わ、わかんねえよ……」

  　そんなどよめきが最大限になろうという頃ころ合あいに、櫂実はマイクに向かってぼそりと話し始めた。

  「……拙せつ虫ちゆうは……自分のことを……とても価値のない……ゴミ虫だと……思っていました……」

  　群衆は水を打ったように真剣に、櫂実の話を聞いている。

  「……それでも……こんなにたくさんの人が……応援してくれて……なんだか……上う手まく言えないけど…………あの……ありがとうございます……それだけです……みなさんのことが……とても大事です……」

  　櫂実の眼めには、涙が滲にじんでいるように見える。

  「だから……今日だけは……応援してくれた……大事なみなさん一人一人のために…………ゴミ虫が調子に乗って……歌ってもいいでしょうか……？」

  　ネガティブ思考しか出来ない少女が精いっぱいの勇気を振り絞った。その宣言を契機に、パチ、パチ……と、会場のあちこちから拍手が起こり始める。やがてごく自然に、会場は割れんばかりの拍手で包まれた。

  　そして、課題曲のイントロが流れ始めた。

  「い、一番……櫂実亜あ須す香か……う、歌います……記憶のすみっこでいいから……覚えててくれたら嬉うれしいです……」

  「櫂実サ─────ン！　ＬＯＶＥ！　ラブリー櫂実サーン！」

  「ぐあっはっは！　なけなしの金で買いあさったグッズじゃーい！　櫂実さ──ん！」

  　気がつくと、ゲイツと金きん腹ぷくがあらん限りの大声で櫂実に向かって声援を飛ばしていた。

  「あいつら完全にただの櫂実ファンだな……」

  　そして、櫂実が歌い始めた。その歌声は、思ったよりずっと透き通って、伸びのあるいい声だった。

  



  櫂かい実じつ亜あ須す香か


  『しあわせの回し方』


  



  目の前で電話が切れて　目の前で電車が行って


  中東で石油が切れて　生活が苦しくなって


  



  なにもかも自分のせいで


  生きている価値なんてないと思っても


  



  一つだけ願いが叶かなえば　あなたには笑ってほしいな


  あなたより少しだけ　だめな私がここにいるから


  



  食物連鎖の下にいる　甘んじて受け入れている


  誰だれかのために罪がある　大それた望みなんて言わない


  



  ただ幸せを探してる　あなたには見つけてほしいな


  ただ信仰の日々の中　あたたかさ感じているから


  



  今日も幸せを祈ってる　悲しみも受け止められるよ


  あなたより少しだけ　だめな私でいれてよかった
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  「……ふう」

  　櫂実は、全ての力を使い果たした、というような顔でステージから降りてきた。

  「……櫂実、良かったよ」

  「あ……うん……は、恥ずかしい……」

  　声をかけると、櫂実は恥ずかしそうに顔を赤らめた。

  「応援してくれる人たちを実感できて……何か、変わった？」

  　できたら、これで櫂実の自じ虐ぎやく癖へきもいい方向に向かってくれたらいいのだが……。

  「……今日やりすぎたのでたぶん明日から命を狙ねらわれると思う……もう普通のゴミ虫に……戻ります……」

  「やっぱ自虐癖全然治ってない！」

  　でも、まあ……あそこで歌えたってのは……少しはいい兆きざしなのかな。

  「さて……」

  　ステージでは、二番目の生徒の最終ステージが始まったようだ。正直櫂かい実じつほどではないが、それなりに盛り上がっているのが聞こえる。

  　僕は、サナに声をかけた。

  「サナ、用意出来てるか？」

  「うん！」

  「……そうか。がんばれよ」

  「……え？　どうしたんだ、唐から人と……？」

  「サナなら……きっとなれるよ。みんなのアイドルに」

  「唐人、どういう……」

  　僕は、何も答えずにただ笑った。

  　しばらくすると、サナのステージも始まるのだろう。

  　僕は、そのステージを見ずに離れていく。

  

  　その隙すきに、目指す人間のところへ向かうのだ。

  　ゲストの控ひかえ室になっている──視聴覚室へ。
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  　都合の良いことに、僕が控え室の視聴覚室に入ると、目当ての人は──そこに一人でいた。

  「あれ、あなた──」

  「ドキュメンタリー番組とかで、ステージの舞台裏って、結構見なきゃ良かったってことが多いですよね。華やかな舞台の裏で起こっているのは──意外と泥臭いことだったりするんです」

  　僕は、目の前の人物に対してそう切り出す。

  「なんの話──」

  「犯人は──あなたですね」

  　僕は、その人の名前を告げる。馬ば鹿かげた茶番を終わらせるために。

  「鮎あゆヶが瀬せ白しろ美みさん」

  

  　反応までに一瞬の隙があったのを見逃さない。

  「……何のことですか」

  「脅迫ですよ、もちろん。あの脅迫状を誰だれが送ったのかってことです」

  　僕は鮎あゆヶが瀬せさんを注視しながら、反応を窺うかがう。

  「そんな、あれは姫ひめの命を狙ねらう誰かが……」

  「命は狙ってないと思うな。二日目、姫ちゃんが奈落に落ちた時の発泡スチロール」

  「……」

  「姫ちゃんを本当に殺す気があるなら、あんなものを敷く必要はない。むしろ、もっと危険なものを置いておくはずです。例えば割れたガラスとか──剝むき出しの鉄パイプとか。だから──この犯人は姫ちゃんに怪け我がしてほしいのか、怪我してほしくないのか、さっぱり解わからないんだ」

  　鮎ヶ瀬さんは無言だ。

  「しかも、二日目の姫ちゃんのダンス──あれは、『サプライズ』だった。一般生徒は、姫ちゃんが踊ることすら知らなかったんです。つまり、あそこに何かを仕込んだのは、学校の中の人物じゃなくて──姫ちゃんのスケジュールを把は握あくしている人間──あなたしかあり得ない」

  「でも、それだけじゃ証拠には──」

  「櫂かい実じつに、裏を取ってもらいました」

  　そして、僕はポケットからその書面を取り出す。

  「それは──」

  「契約書ですよ。最初にこの学校に来たときにあなたがサインした。姫ちゃんをステージに上げるために」

  「……応接室から持ってきたの」

  「これと、ゴミ箱に捨ててあった脅迫状の筆跡が一致しました。微び妙みように変えてあったけど……櫂実にはインクや筆圧の差だとかを判別する技能もあったから、ほとんどの確率で、同一人物じゃないかなーと」

  「……そう」

  「認めていただけますか」

  「……認めるわ」

  　拍子抜けする。想像より、遙はるかにあっさりしていた。が。

  「なんでこんなことをしたのか解りませんが……自首してください」

  「その事実は表に出ないけどね」

  「──え？」

  「まったく、私もヤキが回ったものね……でも、まあ、増ます川かわ唐から人と君……あなたも調査候補だったから、問題はないわ」

  「一体、何のことを……」

  「最初、てっきりあの子を捜しに来たのかと思ったんだけど」

  「え──？　なっ……」

  　鮎あゆヶが瀬せさんが、視聴覚室の後ろを指差すと──桜さくらが、ロッカーに背中を凭もたせ掛けぐったりと倒れていた。

  「桜─────っ！」

  　僕は、鮎ヶ瀬さんを睨にらみつける。

  「お前っ！　桜に何を──！」

  「まずいところを見られたから、ちょっと眠ってもらったわ。今のところは気絶してるだけよ。ま、手荒にやったから保証はできないけど……あの子には、これからパラシスタンス検査をした上で、記憶を失ってもらう。そして──あなたも同じく」

  「え──？」

  「やっちゃって！　セルカ君！」

  　次の瞬間──横から何かが高速で飛んできて──かわそうとするも、僕は一瞬でそいつに床に組み伏せられた。

  「……がっ……！」

  「……おい学生。てめぇ、人間じゃねえな？」

  「……セル……カ……」

  「一瞬の反応速度が人間のそれじゃなかった」

  　そして僕の拘束が解け──セルカの身体からだがふわりと翻ひるがえる。彼は頭部を後ろに振り下ろすように綺き麗れいな放物線を描き、着地した。

  「やっぱお前──パラシスタンス関係者だな？　さては──あのサナとかいう子の宿しゆく主しゆか」

  「……っ！　なんで……パラシスタンスのことを」

  「──俺もだからだよ」

  「……なっ」

  　セルカは、また紙パックを咥くわえていた。銘柄は──農協牛乳。

  「本体の方が吸盤で吸ってばっかだからさ。生理学的なものか知らねえけど、いつも何かしら吸ってないと落ち着かない性分なんだ、俺ぁ」

  　そして、次の瞬間、セルカの身体が再び翻り──後ろ回し蹴げりを放ってきた。

  「ぐっ！」

  　世界の速度を遅くして、それに抵抗する。が、その蹴りは速く、なんとかバックステップでかわすも、すんでのところで直撃するのを回避するだけで精一杯だった。そこで、セルカはストローから口を離し、ひゅう、と息を整える。

  「もうそろそろ解わかったか？　俺は鮎ヶ瀬さんが宿主の──横よこ川がわ吸きゆう虫ちゆうのパラシスタンスだ」

  「横川吸虫──昨日話してたのは、やっぱ自分のことだったのかよ」

  　セルカは、ふっ、と笑うとまたストローを咥えながら喋しやべる。

  「お前の敗因はな。一人でここに来たことだよ。あのパラシスタンスと一緒ならなんとかなったろうに──」

  「サナを巻き込むわけにはいかない。あいつはみんなのアイドルで、僕も……サナの寄生虫じゃない」

  「そうかい。そんな勘違いしてるなら……軽く死んどけ」

  　セルカの腿ももから下が、ひゅんと風を切り、通過電車かと思うような速度で前まえ蹴げりが飛んできた。

  「ぐっ！」

  　両腕で受け止めるも、身体からだが大きく後ろに飛ばされる。蹴りを受けた場所が、じんじんする。

  「…………やっぱ……お前ら二人とも、『組織』の関係者なのか」

  　その僕の質問に答えたのは、セルカではなく、傍観していた鮎あゆヶが瀬せさんだった。

  「ご明察。──今回この学校にやってきたのも、もちろん偶然ではなく、組織から潜入の任務を受けてのことだった」

  「だったら、なんで姫ひめちゃんを脅迫……」

  「……姫の心を折ろうと思ったのよ」

  「心を……？」

  　鮎ヶ瀬さんは不敵に笑う。

  「だけど……パラシスタンス保有者が見つかったのなら……組織に怯おびえずとも、あなたを捕まえて持って行けば交渉条件に使えるわ。セルカ君。そのまま──やっつけちゃって」

  　鮎ヶ瀬が腕組みをしたまま無慈悲に呟つぶやいた。セルカが聞き返す。

  「鮎ヶ瀬さん。それは──」

  「え？」

  「それは、命令ですか」

  「……ええ、命令よ」

  「ぶふええええええっ!!」

  　──セルカが農協牛乳を噴ふいた。

  「鮎ヶ瀬さあああああああああんっ！」

  　満面の笑えみできらきらと白い液体をまき散らしながら、セルカの脚がゆらりと動き──

  「鮎ヶ瀬さんに命令された喜びぃぃぃ！」

  　袈け裟さ懸がけるような上段から下段への蹴り。

  「つあっ！」

  　ガードした腕がしびれる。これで何度目かだが──骨折とかしてないだろうな。ヒビぐらい入ってるかもしれない。そしてセルカは──その斜め下まで振り下ろした足の勢いを利用するように再び地を蹴り──回転力をつけて、身体を捻ねじる横蹴りを放った。

  「がっ──！」

  　これは──格ゲーなんかで見たことがある。が、実際に食らうのはもちろん初めての技だった。確か──ローリングソバットとかいうやつか。

  「鮎あゆヶが瀬せさんの網膜に映し出された光景いぃぃっ！」

  　そのままの勢いで僕は吹き飛ばされ、壁にぶち当たる。コンクリートが揺れる衝撃が全身に響いた。

  「そしてこの大きな宇宙でたった一人！　鮎ヶ瀬さんの腸に寄生できたささやかな奇跡いぃぃっ！」

  「こ……こいつっ……ヤベえっ……！　キレてるっ……！」

  　僕はダメージの蓄積に、床に倒れてしまう。全身がズキズキと痛む。

  「まあ要するにさ。普通の人間は免許取って車ぁ運転するわな。そんで大抵は──車の仕組みなんか知らなくたって運転できる。ただ、俺は──言うなれば、マニアだからさ」

  　セルカは自みずからを指差して言った。

  「一流のドライバーは大抵車について熟知しているように、俺も宿しゆく主しゆの──鮎ヶ瀬さんの鼓動とか呼吸をいつもチェックしてる。風ふ呂ろ入ったらどこから洗ってるかとか──はたまた、尿意を我慢している瞬間とか、発情している瞬間──」

  「セルカ君！」

  　鋭い語調で制止が入った。

  「……キモいからやめて」

  「うごげぶふわええええええっ！」

  　鮎ヶ瀬さんの言葉を聞いたセルカは、農協牛乳を顔中の穴から噴出して倒れ込んだ。え、こいつ、今のでダメージ食らったのか……？　が、すぐに気を取り直したように起き上がる。

  「……ま、まあ、鮎ヶ瀬さんが嫌いやがるからこれ以上はやめておくが。だから要するに──こと人体を知ち悉しつしているという一点において──てめえは格闘分野では俺に勝てねえ。無駄な抵抗は止やめときな」

  「……嫌われてるって、お前も気にしてたじゃねえか」

  「あぁ？」

  「宿主のいいなりになってもなあ！　それはただの人形で、都合のいい道具だ！　それでいいのかよ！」

  　それを聞くと、やれやれと言った感じでセルカは溜ため息を吐ついた。

  「まともなパラシスタンスならな、一度は考える疑問があるんだ」

  「なんだよ」

  「この世界は、本当に生きるに値あたいする場所なのか？」

  「生きるに値する……？」

  「俺な──鮎ヶ瀬さんに寄生できる前には、戦場にいたりしてな。この世の地獄みたいな光景を嫌んなるほど見て、思ったよ。こんなにも悪意に満ちた世界でどうやって生きればいいのかってな」

  「……」

  「結論はこうだ。愛だ。愛だけがあればいい。今度生まれ落ちたら──とりあえず目の前のものを心から愛してみよう。そして、奇跡が起きた。愛するに足る人との邂かい逅こうだ。俺はその愛に殉じる。それだけで充分だ」

  　セルカは再び構えを取った。僕も、そこでやっと立ち上がれた。

  「くそっ……」

  「来いよ。まだ歩けるならな」

  「……あ？」

  　踏みだそうとした瞬間。かくん、と足が折れる。

  「がっ……！　なんでっ……」

  　僕は足に力が入らず、再び全身を横たえてしまう。

  「くっ……動け……動けっ……！」

  「大方、多少人間の壁を越えた程度で、自信過剰になってたんだろうが──」

  　セルカは僕の頭を摑つかみ上げた。

  「お前は弱いよ」

  「が……」

  「一人じゃ何もできねえ」

  　その余裕たっぷりの笑えみが忌いま々いましい。頰ほおを大きく摑まれた僕は少しの声も出すことができないというのに──。もう認めよう。こいつは、強い。強すぎる。ここで──僕は、たぶん──。

  「だから──」

  「……あ？」

  　その時突然聞こえた、第三者からの声に、セルカは怪け訝げんな顔を見せた。

  「だから私が寄生してるんだ────！」

  「ぶほああああっ！」

  　ドアを吹き飛ばして入ってきたサナが、クチクラブレードを思い切りセルカに叩たたきつける。今度は、セルカの身体からだが大きく吹き飛んだ。

  「サ……」

  　僕は驚き、叫んだ。

  「サナ！　お前、コンテストはどうしたんだよ！　今いま頃ごろ、一位になるために歌ってるはずじゃなかったのかよ！」

  　サナは、くるりと振り返ると、やはり絶叫した。

  「バカ───────ッ！」

  「な……バ、バカって──」

  「私は唐から人とが一番大事なんだ！」

  　サナは半泣きで叫んだ。

  「唐人より大事なものなんて世界にないんだ！　宇宙がなくなったって！　唐人を守りに来る！」

  「サナ──」

  「へっ……」

  　再び立ち上がったセルカが何な故ぜか嬉うれしそうに笑った。

  「そうこなくっちゃな！」

  　そして、重心を低く落とし、戦闘態勢を取ったところで──
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  　教室の後ろの方から聞き覚えのある声が響いてきた。

  「どういうことだ、鮎あゆヶが瀬せええええええ！」

  　そちらの方を見ると、いつの間にか、姫ひめちゃんが桜さくらを両手に抱だきかかえて立っていた。

  　その質問に、鮎ヶ瀬さんが答える。

  「……姫ひめ。あなたのためよ」

  「どういう意味だ」

  「今回、私の目的はアイドル公演じゃなかったの。一つは、前任者の竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほとかいう子の後を継いで、騒ぎを起こさず内密にパラシスタンス保有者を捜し出すこと。それからもう一つは──姫ひめ。あなたをアイドルから引退させること」

  「どう繫つながるんだよ、それが」

  「組織は──あなたに怒ってるの。組織があなたに手術をさせたのは、アイドルにさせるためじゃないって……。本当は──もうあなたを処分しようという決定が下されていた。でも、私が交渉して、引退して大人しくさせるという条件で許してもらったの。そうすれば──薬だけは引き続き今後も組織から提供してもらえる予定よ」

  　薬──？

  「姫ちゃん、どういうこと──」

  「唐から人と……お前が見たあれな、風か邪ぜ薬じゃねえんだ」

  　姫ちゃんが、真剣な顔で言う。

  「アタシの身体からだなぁ……もうとっくに壊れちまってんだ」

  「え、だって、姫ちゃんあんなに元気に踊ってて──」

  「三年前に、組織主導である実験があった。パラシスタンスを人間に寄生させないで、その力だけ手に入れることができるかどうかの実験だ。実験したのは直属の研究所だけどな」

  「まさか、その研究所って……」

  「お前の親父おやじさん。銀ぎん次じさんの研究所だよ」

  　……やっぱりか。その言葉に鮎あゆヶが瀬せさんが付け足す。

  「姫を含めて、過去に二回だけその実験は行われたわ──どちらも失敗したけどね」

  　二回……？　姫ちゃん以外にも、その実験の犠牲になった人がいるというのか？

  「それで、姫ちゃんその実験を──」

  「ああ。受けた。それで──実験はまたしても失敗した。結局、パラシスタンスの力は──人間一人には、重すぎるんだ。二人で支え合ってなきゃ駄目なんだ。サナとか言ったか──綺き羅らに聞いた話によると──あんたも悲劇を経てここに来てるんだろう？」

  　姫ちゃんはサナをじっと見る。

  「う、うん……私、今までうまくいかなくて……みんな不幸に……」

  「それじゃ、姫ちゃんの身体は──」

  「パラシスタンスから抽出した強すぎるエキスが身体中を毒みたいに蝕むしばんでる。お陰で、完かん璧ぺきな身体能力は手に入ったが──組織からもらう薬がないと、数か月で死ぬだろうな」

  　その時。

  「あ……お姉ねえちゃん……」

  「桜さくら。大丈夫か？」

  　姫ひめちゃんに抱だきかかえられていた桜が目を覚ました。

  「うん……ちょっと頭痛いけど……お姉ねえちゃんが……助けてくれたの？」

  「……ここで寝てたお前を拾っただけだよ。アタシは何もしてない」

  「えへ……鮎あゆヶが瀬せさんが……お姉ちゃんのステージに……今度は照明を落とそうとしてたの……見つけて……気がついたら後先も考えず止めようとしてた。逆にやられちゃったけど。でも、それでね、わたし……気づいたんだ」

  　桜は語る。

  「わたし、やっぱり……どんなにひどいことされても……お姉ちゃんのことを嫌いになんてなれないよ……」

  「アタシも、あんたのことを忘れたことはなかったよ。後で、証拠を教えてやるけど──」

  　そして、桜は眠るように再び目を閉じた。

  「……姫。動かないで」

  　鮎ヶ瀬さんは、銃のようなものを構えている。

  「おお、物騒なもん持ち出してきたな……でも、桜にさ──」

  　姫ちゃんはつかつかと鮎ヶ瀬さんに向かって歩いた。

  「桜にステージを見てもらいたいんだよ」

  「やめて──歩かないで、姫」

  　鮎ヶ瀬さんの声は心なしか震ふるえている。

  「引退させるって約束になってるの。今夜のステージに立つことは、組織を裏切ることになるわよ」

  「上等」

  「薬ももらえなくなるわよ。──半年も生きられないわよ」

  「アタシに必要なのは、一瞬なんだ」

  　姫ちゃんは自信に満ちた笑えみで語る。

  「一瞬……？」

  「アイドルの輝きなんざ、一瞬さ。それでいい。だから誰だれかの心の中に花火みたいに残れるなら。今、妹を守れれば、今夜のステージに立てればそれでいい」

  　姫ちゃんは腕の中の桜を見て言った。

  「悪いな、桜。姉らしいことなんて一つも出来なかったけど……。一つくらいは姉らしいことしなきゃな」

  　姫ちゃんは、桜を抱かかえながら、鮎ヶ瀬さんを通り過ぎて歩いて行く。

  「アタシな……両親に、この子の方が大事にされてるんだと思ってた。この子より、アタシの方が失敗作だなんて認めたくなかった。だけど──」

  「姫ひめ！　あなたは失敗したのよ！」

  　姫ちゃんは激げき高こうした。

  「アタシらはどっちも失敗作じゃねえええ！」

  　姫ちゃんは、鮎あゆヶが瀬せさんに向かってきっぱりと言い放つ。

  「アタシはやっと解わかったよ。家を出て六年経たって、取り返しがつかなくなっちまってからな！　アタシは、もうこの組織を抜ける！　だから……鮎ヶ瀬。そこをどけ。桜さくらを保健室に運んで手当をする」

  「でもっ……！」

  「鮎ヶ瀬、あんた、アタシのこと全然解ってなかったみたいだな。あんな脅迫といくつかの事故だけで、アタシの心が折れるとでも思ったのか？」

  　そして、姫ちゃんは覚悟を示す。こちらにまでびりびりと伝わってくるような迫力で叫んだ。

  「アタシをステージから降ろしたいんだったら、この手足を釘くぎで打ち付けときな！　アタシは……たとえステージの上で死ぬと解ってたって、あそこに行く。その覚悟が伝わってなかったってんなら……アタシを殺して止めてみろよ鮎ヶ瀬えええええええ！」

  　姫ちゃんが鮎ヶ瀬さんの持っている銃の銃口の先に自分の身体からだを立ちはだからせる。

  「う……あっ……ああああ……！」

  　鮎ヶ瀬さんは、泣きながら銃を床に落とした。

  「解ってるよ、鮎ヶ瀬。お前に、アタシを殺すことはできない。ずっと、二人三脚でやってきたんだもんな。アタシの命が大事で、色々やってくれたのは感謝するよ。でもな」

  　姫ちゃんは、優しい顔で鮎ヶ瀬さんに告げる。

  「なあ、鮎ヶ瀬。いいじゃねえか。アタシたち、組織を抜けて、あの雪の日からやり直さないか？　マネージャーが必要なんだ。半年だけでもさ。好きにやろうぜ」

  「私にも……組織を抜けろって？」

  　鮎ヶ瀬さんは顔を伏せた。

  「でも……組織の追っ手が来たら……」

  「セルカ君に守ってもらえばいいじゃねえか。……なあ、鮎ヶ瀬」

  　姫ちゃんは頭をかきながら、鮎ヶ瀬さんに尋たずねた。

  「なんで、セルカ君を信じられないんだ？」

  「え……？」

  「この馬ば鹿か強いセルカ君に守ってもらえば、別にアタシら二人ともそんな組織に怯おびえなくてすむんじゃないのか？」

  「そ、そ、そうです鮎ヶ瀬さん！　その命令さえもらえたら、俺が命に替えてもあなたを……」

  「人型の寄生虫なんて冷静に考えてキモイだけじゃない!!」

  「げぼぶはあっ！」

  　もちろん、ショックを受けたのはセルカだ。

  「あ……セルカックン……ピクピクしてる……かわいそう……」

  　サナの慈愛のツッコミが入った。

  　そこに、フォローを入れたのは……姫ひめちゃんだった。

  「寄生虫……寄生虫ねえ……いいんじゃねえの？　アタシはいいと思うけどな」

  　鮎あゆヶが瀬せさんが目を見開く。

  「姫……寄生虫が気持ち悪くないの？」

  「だって似たようなもんだよ。アタシたちもさ。アイドルなんてさ、結局、ファンがいないと生きていけなくて、誰だれかに食わせてもらってる。寄生虫と大して変わらない、ろくな商売じゃねえって思うよ、たまに。でもさ」

  　姫ちゃんは胸を張った。

  「アタシたちが歩いてきた道が間違ってるなんて、今まで全く微み塵じんもこれっぽっちも思ったこたあないぜ」

  「わっ……わたし……は……」

  　鮎ヶ瀬さんが、戸惑い、泣き崩れる。何も、言うことができずに。

  「……鮎ヶ瀬さん……」

  「あ」

  　そこに、僕らの横をすい、と通り抜け、セルカが鮎ヶ瀬さんの後ろにそっと寄り添った。

  「鮎ヶ瀬さん──ごめん！」

  「……わっ！」

  　セルカは、鮎ヶ瀬さんを一息にジャケットで包むように抱だきしめた。

  「言葉だけじゃ聞いてくれないと思ったからさ──たとえ、俺のことをキモいと思っててもいいよ。それでも、聞いてくれ」

  「セルカ──君」

  「なあ、もういいんだ」

  「え？」

  「俺は今までは命令に全部従ってた。寄生虫だから、嫌われてもそれでいいと思ってた。いつか──俺はいなくなって、愛されずに死ぬんだろう。でも──鮎ヶ瀬さんは、何も無理することがないんだ」

  　セルカは、鮎ヶ瀬さんを握る手を強めた。

  「俺が、鮎ヶ瀬さんを守るよ」

  「なんで……？　私、あなたをひどい扱いしたのに──」

  「──目の前のものを己おのれを賭として愛すると決めた。それだけの理由さ」

  「あぁ……」

  　それ以上、鮎あゆヶが瀬せさんは何も言うことがなかった。
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  　それから三十分後。僕は、すべてが終了したステージ裏に戻ってきていた。

  「櫂かい実じつ、本当にいいのか？」

  「うん……上納金を払うための賞金さえもらえれば……拙せつ虫ちゆうは普通のゴミ虫に戻る……あの一瞬だけで……すごく……満たされたから……」

  　中庭の電光掲示板には、終了したばかりのアイドルコンテストの最終結果が表示されている。

  

  宿やどり木ぎ祭さいアイドルランキング（確定）

  



  １．櫂実亜あ須す香か（ゴミ虫）（前ラウンド　３位）


  ２．チャパティ・ザンブロッタ池いけ袋ぶくろ（　〃　　６位）


  ３．パブロ・ディエーゴ・ホセ・チャックンポップ・ギャラグ・ギャラクシン・ド・ア・ソンソン・アルテリオス・ファザナ・マインドシーク・キャップエド・ソルスティス・シャドウゲイツ・レリクス田た中なか（　〃　　４位）


  ４．桂かつらヒメマルカツオブシムシ（　〃　　５位）


  ５．ゲットワイルド小こ杉すぎ（　〃　　２位）


  ６．久く遠おん彩さい歌か（　〃　　９位）


  ７．櫛くし名な田だ観み琴こと（　〃　　８位）


  ８．八やつ橋はし穂ほ乃の花か（　初登場　）


  ９．紅葉もみじ西にし美み（　〃　　10位）


  10．りりかる☆エレナ・オブ・湯ゆ葉ばーフェイス（　〃　　７位）


  

  　てか、改名後の表記カタカナ多いな。しかもなんでチャパティが二位まで上がってるんだよ。

  　ま、要するにサナは棄権ということになって……結局一位を取ったのは、櫂実だった。

  「最終ライブ辞退は、なんか、もったいない気もするけど……」

  「……ううん、いい……だから代わりの権利は……あ……」

  　櫂実は、つかつかと、体育座りをしている人物のところに歩み寄る。

  「あうぁ……負け……負け……」

  　そこには顔面に湯ゆ葉ばを貼はった……月つき葉ばエレナさんが放心状態で座っていた。チェーンソーまで汗ぐっしょりなところを見ると、相当暴れ疲れ果てたのだろう。

  「あの……姫ひめさんとのステージ出場枠はあなたに差し上げます……」

  「あうぁ!?」

  　櫂かい実じつが、にっこりと笑顔で月つき葉ばさんに手を差し伸べる。

  「……拙せつ虫ちゆうにはもったいないので……ほしい方にと思って……」

  「あ……あう……あうあうぁー！　あぅあー！」

  　月葉さんは、声にならない声で感謝の声を述べながら、櫂実の腕をぶんぶんと握手した。

  

  　そして、始まった、宿やどり木ぎ祭さいのフィナーレにあたる、姫ひめちゃんのステージ。

  　それは、目まば映ゆいばかりのステージで──。

  　会場にいた全ての人が、一斉に姫ちゃんを見ていた。

  　僕たちもそれにじっと見とれている。

  　これがきっと、本当に人を惹ひきつける、本物のアイドルという存在なんだ。

  「うん……思い出した……あの頃ころのこと」

  「鮎あゆヶが瀬せさん……？」

  　姫ちゃんのステージを見ていた鮎ヶ瀬さんが追想するように呟つぶやく。

  「あの雪の日、私が初めて姫を拾った時ね……一瞬で解わかったの。才能ってあるんだなあって。光そのものを見てるみたいに輝いてたもの。誰だれにも媚こびないところは、女性人気も高かったし。大御所なんかにも物もの怖おじせずに突っ込んでいく様は見ていて爽そう快かいだったわ」

  　客席の方を見る。そこに、綺き羅ら先生が微笑ほほえみながら立っていた。

  　舞台袖そでの方では、桜さくらが、目を輝かせながら姫ちゃんに見とれていた。

  　ステージの端の方では月葉さんが嬉き々きとしてチェーンソーを振り回していたが、あまりそっちを見ている人はいなかった。まあ、とても幸せそうな顔だったのでいいのだろう。

  　そして──僕は、解ってしまった。

  　姫ちゃんが戻ってきても──結局、僕のトラウマは蘇よみがえらなかった。

  　僕たちはみんな、ちゃんと前に進んでた。

  　捨てたものは、もうここにはないんだ。

  　過去に訣けつ別べつを。それから──まだ見ぬ未来に挨あい拶さつを。

  

  　鮎ヶ瀬さんは、大きく伸びをすると言った。

  「さあ、新しい仕事の準備をしなくっちゃ」

  　セルカ君に向かって告げる。

  「これからセルカ君には、私たち二人のボディガードを命じます。『組織』の連中が襲おそってきた時に備えて、しっかり私たちの身を守ること。いい？」

  「それはいいけど──一つだけ聞いてもいいか？」

  「何？」

  「鮎あゆヶが瀬せさんは……まだ俺を嫌ってるのか？」

  「バ……バカっ！　こんなところで……言わせることないじゃない……」

  　鮎ヶ瀬さんは恥ずかしそうにもじもじしながら言った。

  「き……嫌わないようにするわよ」

  「……え？」

  「その……その……本当言うとね……私……セルカ君の見た目のことは別に、き、嫌いじゃないのよ」

  　それを聞くとセルカの身体からだがぷるぷる震ふるえ……。

  「鮎ヶ瀬さああああん！」

  　セルカは持っていた調製豆乳を思い切り握り締め、ぶちまけた。

  「うわっ！　汚きたねえ！」

  　僕らの方にまで濁った豆乳がまき散らされた。相変わらずだった。

  「おっ……悪い悪い。歓喜のあまりな」

  　セルカは少し悪びれながら言う。そして、僕たちに向かって、こう呼びかけた。

  「おい、若いパラシスタンスとその宿しゆく主しゆ」

  「……なんだよ」

  「お前がまだ気づいてないなら言ってやる。この世界は──愛でできてるんだ」

  「……はぁ？　何を急に、歯の浮くような──」

  「たぶんな、これから運命は過酷なものになる。でもそれはきっと、お前たちが、愛を貫つらぬけるかどうかの試練なんだ。だから、お前を取り巻く世界の全てを、愛の物語だと思え。苦しみも。悲しみも。不安も。そうすればな。どんなに過酷な運命とでも戦えるぞ。この世界はパーペキに愛でできてる。感じられないなら──お前が感じられないだけだ。しっかりやれよ。それで、俺たちは、お前たちの未来だ。もし戦う力がほしくなったら──俺に連絡してこい」

  　そして、セルカ君は一枚の名刺を寄こした。

  

  　──倉くら里さと姫ひめのマネージャーの鮎ヶ瀬白しろ美みのマネージャー　横よこ川がわセルカ

  

  「はあ……」

  　相変わらず……意味が解わからない男だった。

  

  　こうして──今年度の宿やどり木ぎ祭さいは、全プログラムを終了したのだった。
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  　舞台の撤収が始まる前に、鮎あゆヶが瀬せさんに無理矢理拉ら致ちされていった桜さくらの忘れ物を取りに、僕はアイドルコンテストの控ひかえ室に来た。

  　そこには──

  「……あれ？　これ──サナのか？」

  　そこには、さっきサナが苦心して作詞をしていたメモ用紙が置き忘れられていた。

  「……結局無駄になっちゃったな。あ、結局完成はさせたのかな」

  　僕が、途中までダメ出ししていたものと違う。

  　結局サナは、没を真ま面じ目めに受け止め、僕が添てん削さくしたものから、さらに少し書き直したようだった。ほんの少し悩んだが、元プロデューサーとして見る権利ぐらいはあるだろうと思って閲覧する。

  



  サナ作詞


  『キミのハートに寄キ生スしたい』


  



  君にいつも　くっついてたいよ


  君の彼女になりたいな　十二指腸あったかいな


  君の手はあったかくて　でも一番あったかいのは


  君の心なんだ


  



  君は誰だれのことを考えてるのかな


  たまに不安が　小腸みたいにぐるぐる回る


  



  ここにいていいのかな


  君の彼女になれたらいいけど


  



  彼女になれなくても


  君のお腹なかで　ことば届かなくても


  



  どうか気持ちだけは


  腸のまっすぐなところみたいに


  



  君に　届きますように


  ひだひだの　ずっと深くまで


  ひだまりみたいな　あたたかい場所で


  



  ずっとずっとここで　君を守るから


  世界が終わるまで　君を守るから


  栄養をくれて　ありがとう


  

  「……あいつ」

  　僕は別に。

  　こういうものを見せられて。何も感じないとか、そこまで冷たいわけじゃない。

  　その紙を裏返してみる。それはどうでもいいような、スーパーの折り込みチラシの裏紙だった。

  「……ゴミだよな」

  　ゴミ箱は目の前にある。でも。

  「……世間的には」

  　なんとなく。理由はなかったけど。

  　僕はその歌詞カードを持って帰ることにした。
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  　姫ひめちゃんたちも、次の仕事に向かうようだった。

  「桜さくら、悪かったな、色々。それから──お父さんとお母さんに、よろしく言っといてくれ」

  「ううん、わたしこそ……アイドルなんてどうでもいいって言っちゃってごめんね……やっぱさ、敵かなわないなって思っちゃった。だって、ステージのお姉ねえちゃん、すごくかっこよくて綺き麗れいだったんだもん！」

  「……本当を言うとさ。何度も後悔してたんだ。桜をひとりぼっちにしたんじゃないかって。子供の頃ころから……アタシはいい姉じゃなかったな」

  「ううん、今はひとりぼっちじゃないから大丈夫だよ！　お兄にいちゃんもいてくれたし、今じゃサナちゃんや丈じよう児じくんや櫂かい実じつ先輩も綺き羅ら先生もいるから……」

  「そっか」

  　姫ちゃんは、嬉うれしそうに頰ほおを緩ませた。

  「お姉ちゃんは、わたしの自慢のお姉ちゃんだよ！　わたしなんかとは、住む世界が違う……」

  　姫ちゃんは複雑な顔をして言った。

  「桜、姉として一つだけ言ってもいいか？」

  「え、なに？」

  「アタシがアイドルって仕事を気に入ってんのはな。誰だれかの思いを背負えるからなんだ。輝きたくても輝けない、そんな人たちの分まで輝くのがアタシの仕事だ。アタシは誰よりも特別でいなきゃいけない。でもそれは──何も、イコール幸せってことじゃない」

  「幸せ……」

  「別にアイドルになれなくても、幸せにはなれる。桜さくらはそっちの道を目指せばいいんだ。それに……」

  　姫ひめちゃんは、僕たちの方をちらりと見た。

  「アタシが捨ててきちまったものを羨うらやましいと思うことだって、あるしな。アタシにないもんを、桜は持ってんだ。……みんなとの思い出、な」

  「うん……！」

  「あ……それから……もし一度でいいから輝いてみたいってんなら……」

  　姫ちゃんはぽりぽりと照てれ臭くさそうに鼻を搔かいた。

  「……えー……本当は恥ずかしいからさ……あんま言いたくなかったんだけどな。アタシの芸名の由来」

  「由来？」

  「倉くら里さと姫。アナグラムにして、並び替えてみな」

  「くらさとひめ？　らくさと──とさくら──あ」

  　桜が、何かに気がついたようにハッとする。

  「桜と姫。アタシたち、いつも一緒にいるんだぞ」

  「うわああああん、おねえちゃあああああん！」

  　桜は、姫ちゃんの胸の中に飛び込んで泣きじゃくった。

  「……さて」

  　姫ちゃんは、僕の方に視線を向けた。

  「唐から坊ぼう、アタシに聞きたいことってなんだ？」

  　ようやく、話が最初の地点まで戻ってきたのだった。
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    ＊　　＊　　＊
  


  

  　僕は、姫ちゃんと二人きりになり、『組織』と戦っているいきさつを話した。

  「あの組織は……ヤベエぞ。特に一番上がヤベエ。たぶん……人の命を何とも思ってないやつだ。劉りゆう甫ほ獏ばくって男は相当イカれてる」

  「それでも止めなくちゃ。あのクソ親父おやじが関係してるなら。その組織と、親父の研究所が密接に結びついてるって聞いてるから」

  「……お前、なんも知らねーのな。自分の親父のこと」

  「……え？　それはどういう……」

  「……ちっとは考えとけ、馬ば鹿か。そもそも、アタシがあの組織で手術を受けたのも……」

  　姫ひめちゃんは苛いら立だたしげに頭の後ろを搔かきながら、吐き捨てる。

  「あー、もう……その辺は綺き羅らに口止めされてるしよ……」

  「綺羅先生に……？」

  　どういうことだろう。親父おやじに関して、綺羅先生は、まだ僕に何かを隠している？

  　と、僕が悩んでいると、姫ちゃんはごそごそと胸元を探り、僕に紙切れを一枚差し出した。

  「ほら。とりあえずこれが、アタシと鮎あゆヶが瀬せの持ってる、組織の名刺だ」

  「あ、う、うん、ありがとう」

  　渡されたそれにはこう書いてあった。

  「……『Paraminati』……パラミナティ？」

  　これが組織の名前だろうか？

  「とりあえず、唐から坊ぼうにそれ、やるよ」

  　そして、姫ちゃんは、僕にその名刺を握らせた。

  「ねえ、姫ちゃん」

  「あ？」

  「姫ちゃんの身体からだが半年保もたないっていうの……組織の持ってる薬があれば大丈夫になるんだよね？」

  「まあな。でも──」

  「なんとかするよ。この戦いは──なんとか僕が半年以内にけりをつけてみせる。それで薬を手に入れて──姫ひめちゃんを助ける」

  「……サンキュ。お前……しばらく見ないうちに男の顔になったな。あのさ、唐から坊ぼう」

  　姫ちゃんは、気まずそうに何かを切り出す。

  「なに？」

  「……六年前のこと。意外と、引き摺ずってなかったのな」

  　六年前の──。

  「まあ……ひどいよね。あそこまで信用させてさ。あの時さ──僕、結局ずっと外で姫ちゃんを待ってたんだけど、眠っちゃって、凍死しかけたんだ」

  「……悪い。色々考えてさ。桜さくらが悲しむ顔を考えたら、やっぱ唐坊は連れてけなかった」

  「……ひどいよ」

  「ははは」

  　姫ちゃんは、悪びれているのかどうか定かではない感じで笑った。

  「笑い事じゃないよ……しばらくまるで呪のろいみたいになってたんだよ──」

  　どこまでがそのせいか定かではないが。サナに出会うまでの僕が、誰だれにも触れずに、誰も信じずに一人で生きてこようとしてきた、そのきっかけはたぶんあの雪の日にあったんだろう。

  「まあ──本当悪かったな。なんならあの日からやり直してもいいけど」

  「え？」

  「いっそ、アタシと電撃結婚してみっか──？　夜とか、いいぜ、至れりつくせりしてやるよ」

  「え、え、え──？」

  　きゅ、急にそんなこと言われたって！

  「だ、だだだだだって、いや、姫ちゃんは僕の初恋の人で、綺き麗れいで、嬉うれしくないって言ったら噓うそになるけど、今の僕には、今の生活が──」

  「……つまんねえの」

  「え？」

  「何が呪いだよ。すっかり解とけてんじゃねえか」

  　……そうなのかな。自分では、何が変わって、何が変わっていないのか解わからないけれど。

  「なあ、その唐から人との呪い、解いたの誰だ？　桜じゃないだろ？」

  「さあ──自分のことは、解らないよ」

  　たぶん、可能性があるなら、それは一人しかいないけど。

  「──まあ、いいさ。本当にアタシを忘れられるのも癪しやくだし。新しい呪いかけといてやるよ」

  「え？」

  　その瞬間、唇くちびるにそっと触れるものがあった。

  　空気が、止まる。

  「って、うわああああああああああああ！」

  「なんだよ、これぐらいいいだろ？　初めてじゃなかろうに」

  　そして、同時に。

  　ガタリ、と。背後で物音がした気がした。

  「え？　今、誰だれかいた？」

  「さあ──ね」

  　姫ひめちゃんは──どこか、邪心の見え隠れする顔でにやりと笑った。

  「今のが、アタシの最後の呪のろいだ」

  「本当かな」

  「本当さ。今のを乗り越えたら──お前は幸せになれるよ、たぶんな」

  「……姫ちゃん、本当に魔女なんじゃないの？」

  「さあ」

  　最後まで魔女のような嗜し虐ぎやく心しんを貫つらぬいて、姫ちゃんは笑えみを浮かべたのだった。


  


  宿木高校アイドル評論部　部誌より

  【第82回宿木祭を総括する！】

  アイドルコンテスト作詞バトル：ひとこと評論（泡沫編）
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  エピローグ

  

  　帰り道。僕はサナと二人で、暮れかかる道を歩いて行く。

  　すると、サナが唐突にこんなことを聞いてきた。

  「唐から人と、さっき──最後に姫ひめに何かされたのか？」

  　僕は思う。キスをした。だけど。

  「…………なんにも──ないよ」

  　どうしていいか、解わからなくなって、僕は、噓うそをついた。

  「……そっか」

  　どうしてだろう？

  　サナのことなんて彼女にする気がないというのなら、

  　そんな噓なんてつかなくたって良かったのに。

  　僕は噓をついた。

  　ほんの少しの罪悪感が、くびきになって僕を責めた。

  「……サナ」

  「ほ？」

  「肉まん食べようか」

  「わー！　今日はなんで唐人からー！」

  　そんなことを口実に、僕は肉まんを食べながら、逆の手でサナと手を繫つないで歩いた。本当は、姫ちゃんにかけられた呪のろいで心が飛ばされないように、誰だれかに押さえててもらいたかったのかもしれない。

  「……なあ、サナ。今日は惜しかったな。あとちょっと、だったのにな」

  「何がだ？」

  「アイドルコンテスト。トップアイドルになれたかもしれないのに」

  「唐人、何言ってるんだ？　私、別に……アイドルなんてなりたくなかったぞ？」

  「……え？」

  「それに……歌を聞いてほしいのはたった一人だけだったし……」

  　……あの歌か。

  　ほんの少し。聞きたかったな、なんてことも思ってしまうけど。

  

  　サナは、ひたすらに、僕に向かって話し続けた。

  「ねえ、唐から人とに会ってから──唐人が、お腹なかの中にいていいって言ってくれたあの日から──」

  「ずっとあったかくて」

  「でも、さっき──」

  「──うん」

  「ちょっと身体からだ中がね、ぞわってすることがあって」

  「見なかったら良かったって」

  「くらくらして、立ってられなくなりそうになって」

  「それでも、唐人のそばにいたくて──」

  「不安になって、ぐるぐるして」

  「だけど、こうやって手を繫つないでると安心して──」

  「寄生してるのに、どうしていいか解わからなくて──」

  「胸のあたりがきゅってするんだ」

  「こんなこと初めてで──」

  

  「ねえ、唐人、この気持ちなんなんだろう？」

  

  　サナは、そう尋たずねた。

  　……一つだけ考えられることはあったが、その質問に答えることを、僕は忌き避ひした。

  「……わからないよ、他人のことは」

  「私は唐人に寄生しちゃったけど。違う運命もあったのかな」

  

  　何な故ぜか、今日のサナは悲しいことばかり言う。

  　違う運命の話なんて、どうしてか不安になる。

  　その時なぜか、僕の頭の中で、レストアの言った言葉が繰り返された。

  『君たちが幸福になれるはずなどないのだからね──』

  　レストアはそう言う。それでも──

  「──サナ」

  　今の僕は、君に何を言える？

  　今は、僕はただ──

  「──肉まん、うまいな」

  　それだけを言った。

  「……うん」

  「サナ、晩ご飯、何食べようか？」

  「……ラーメン！」

  

  　結局、僕たちはまだここにいる。

  　セルカはああ言ったけど、僕はそれが愛になるのか、解わからずにいる。

  　この気持ちに、今は結論を出したくないから。

  　その先に踏み出すのは、やっぱりまだ怖いから。

  

  　だから今は、未来のことを考える。

  　不安が、隙すき間まに滑り込まないように。

  「姫ひめちゃんのためにも、今は組織を倒さなきゃな」

  「うん！」

  「親父おやじが帰ってきたら──」

  　とっちめる。『組織』について知っていることを、洗いざらい、吐き出させる。

  　それとも先に、姫ちゃんのくれた名刺から当たってみようかな？

  　どっちでもいいが──。

  

  　その時。

  　僕たちの横を、黒塗りのベンツが通過していった。どこか違和感を感じて、目でその後ろ姿を追いかける。

  「どうした、唐から人と？」

  「今の車、見覚えが──」

  　それに、車だけではない。あの後ろ髪は──竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也や？

  

  「唐人、なんだかあっちで大騒ぎしてないか？」

  「うん……なんだかうちの方で──え？」

  　それからうちに近づくにつれ、その嫌いやな予感と騒ぎは倍増していき。

  　実際に、そのものを見た時の感情は、他に形容しようがないものだったと思う。

  

  　僕が、サナに噓うそを吐ついた少しの罪悪感を抱かかえて家に帰ると。

  

  　──僕の家が、燃えていた。



  
    了
  


  


  あとがき

  

  　砂すな義ぎです。いつもありがとうございます。

  　二巻発売から三巻発売までの筆者の近況について、一言で語るとこうなります。

  　前歯が折れました。

  　……いや、マジでマジで。理由はバカバカしいんですが、僕、趣味でバンドとかやってまして、いつものようにマイクに向かって爽やかブレス（実はポイズン）をまき散らしていたらマイクが歯に激突して……。とにかくそんなやんちゃがあった訳です。

  　で、これって人生におけるターニングポイントじゃないですか。前歯が折れるなんて一生に一度あるかないかですよ。言うなれば冠婚葬祭・前歯折れです。

  　僕は思いました。もうこうなったら、あとがきで三十ページくらい使って、前歯治療にまつわる一大スペクタクルを書くしかない。歯肉視点、血流視点、歯医者視点を行き来しながら、一世一代、極上の歯列エンタテインメントをお見せするしかない。……と思っていたら、紙幅が足らないことに気がついたのでやめました。現実は中々食えないものです。（前歯が折れただけに）。あ、今は作り物の前歯が入ってまーす。固いもの食べられないけど私は元気です。

  

  　さて、『寄生彼女サナ』三巻はいかがだったでしょうか。本筋ももちろん動いている訳ですが、今回のテーマは「アイドル編」となります。その着想がどこにあるかというと、最近筆者、アイドルを育てたりするようなソーシャルゲームを携帯で暇ひまつぶしにぽちぽちとやってまして。というか、ツイッターなどで流行してるのを見て羨うらやましくなりまして。が、もちろんアイテムのトレードや譲渡をしてくれるような友だちはおりませんので、「ソーシャらないゲーム」として一人で楽しませていただいております。ソーシャらないことによって見えてくる景色があると良いと思います。そろそろ涙に虹の橋が架かりそうです。

  

  　謝辞タイムです。今回も相変わらず多くの方にお世話になりました。特に絵師の瑠る奈な璃り亜あ様と編集の星野様。毎度のことながら、仕事の遅いダメ作家にお付き合いいただきありがとうございます。そろそろお前牛丼屋かってくらい速くてうまくなるように少しは努力しますからどうか見捨てないでいただけると幸いです。三巻までお手にとってくださった読者の皆様。ありがとうございます。愛され作家になる方法が解らなくて情報商材の悪徳商法に引っ掛かりそうな今日この頃ですが、みなさんが居てくれるお陰で、僕は自意識が保てて小説が書けています。まだ頑張りまくりますのでよろしくお願いします。

  

  　──さて。二巻では『寄生彼女サナ』がドラマＣＤになりますとの告知をさせていただきましたが（堀ほり江え由ゆ衣いさん、竹たけ達たつ彩あや奈なさん、悠ゆう木き碧あおいさんなど神キャスト出演の『ドラマＣＤ　寄生彼女サナ』はホビレコードさんより好評発売中です。筆者もこっそり出てると言います）、実は今巻でもお知らせがあります。

  　なんと……この度、『寄生彼女サナ』のコミカライズが決定いたしました！　ギャー！　嬉うれしい！　（画像イメージ・ゲーム「さんまの名探偵」に出てくる被害者の形相）作者がお遊びで描いた落書きなんかじゃないです。ガチ雑誌連載になります！　角川書店さんの「月刊コンプエース」にて、今秋ごろ連載開始予定になります。出版社の壁を越えた奇跡のコラボですよ！　本編でまだイラストになってないあんなキャラ、こんなキャラにビジュアルがつくのか。漫画ならではの軽快なテンポでサナはイチャイチャするのか、櫂かい実じつは自虐するのか。作画さんは誰になるなのか。そんな詳細なども、引き続きガガガ文庫やコンプエースさんのＨＰなどで情報を随時チェックしていただけたらと思います。

  　それにしても、なんだかドラマＣＤ化、コミカライズと順調に来すぎて、夢を見ているようです。それもこれも、応援して下さる方のお陰です。ありがとうございます！　もっと夢を一緒に見ようよ！

  　ということで、まだまだ広がる「寄生彼女サナ」、次巻もなるはやでお届けできるように頑張ります。のでよろしければまた次巻でお会いしましょう！　砂すな義ぎ出いず雲もでした！

  　


  砂義出雲

  Izumo Sunagi

  

  １９８４年生まれ。愛についていつも考えているが本人はちっとも愛に恵まれない作家。24時間あったら23時間くらいは悶えてる感じなので、悶える大人のサンプルとして是非研究対象にしていただけたら幸いです。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  寄生彼女サナ３

  

  ２０１３年１月25日　電子書籍版発行



  著　者　砂義出雲


  発行人　佐上靖之


  編集人　野村敦司


  編　集　星野博規


  発行所　株式会社　小学館


  　　　　〒１０１‐８００１


  　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


  　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


  



  底　本　２０１２年８月26日　初版第１刷発行


  

  ⒸIZUMO SUNAGI 2013　ISBN978-4-09-451357-8

  

  

  ※ご注意

  本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。

  個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

OEBPS/Images/13803.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		プロローグ



		第一章　魔女の帰還



		週刊宿木ウォーカー　【第38回】　宿木祭イベントガイド：泡沫部門



		第二章　アイドル発見伝



		【スペシャルソング掲載】　恋のマジカル・テキサス・チェーンソー（受胎告知ver.）



		第三章　ライブ・フォー・ユー



		宿木高校アイドル評論部　部誌より　【第82回宿木祭を総括する！】　アイドルコンテスト作詞バトル：ひとこと評論（泡沫編）



		エピローグ



		あとがき











OEBPS/Images/0004-0005_01.png
KELERILOLC SRVERROBHOS 60
QUHROER" VIR R R

/4

7 4

-/

- @

...\.‘N.C,.wv ,_,/ML_ .\'






OEBPS/Images/0101_01.png





OEBPS/Images/000a.png
CAGAGA,.

HCGOF T






OEBPS/Images/0082-0083_01.png
e

BHERD £ —H—

2TONHE [O0FOYT) DESHTUHMNBL. IRETY -
CRU—Y 3 YOREATAICEE | EESAOEATT | WEIKH
WEND MEARL. BhEWSTHSEIRORER? A KILIVFR ~
RF—@Se] L, SERENLMEBETHOTE XY MR
NUBLSE, BABBRIEIBOFLE—MEI5LR | ETLTTS
UBeR! EF5H3 | WBNEES | BB | EFa BB

(BREILE - WABOD D
WELT. THEMEAUED

HIBENBDRSBIIE,
2)

PESRDS

ANV b4 RO
BRIV E2

BEOES T 7 YHIONT 7 VTHU T BMNDIS [E8FT]
EMUBSAR ! [BEBPXETT 7 YFMATRULB 115 )
OENBEOERCHNNELT /1 OF EREL TR B TERER,
BIOBHEUFSY—HEDHL BE, HERNSMUMUNEICH
FoTLET.

~ ANV M1 KO
ENDOBUVEHESR Eh

LRSI, —ADBABHEERELTIET, SHEBORNE, GEN
HETS. BIHEOFRARTT. TOBLOFEL. BESHBLOIT
U—TAANEDIBOTT. FU-TAANOLE, E5EFY—TF1
WEEBUEL &3, ELTBRICASKS, FTHEBE, FU—T71
WEECBDABTE, TLRNENET.

ANV b4 RO
ROV TER+BRER

S Y R E AW T—H0/ U FY I T~V MR
Ul 34 EEAT L BAYI—(5D, THERBHBOTET,
BED(SyETTERRIOT. MERNYT/(YFYIIY—VER

STHE3. HYI—OBNEMBOCEINDET, EECHURET—
LOUTE. BACHBAORME, BEHORERS |






OEBPS/Images/0006-0007_01.png
OBM—EIRRY

EM~3<CMk&oSP.m®
NS IERESLIONSI®






OEBPS/Images/0182-0183_01.png
2Ry wlV
Oz

BEORIAIW « THFYR « FI—VY—
(2] ver)

R DDHBAILS AT - BE-TTAR
R DODBIILS

i : S

LERES

RROED SHREML
BISRDDICERESL
BESOSHLARTRD
BELNFEATNTND

BRFFYRFI—UV—
KRB TF TV —
ATMDSFT—VyY—
REASTFI—YY—

HUHTFr—YY—([CETHE
RS A FISEER U TELBOIRDFT
[BICBETFT] EVNSHAEOBICSEILELL
TERARICBHERIT 5 SDNRNTT
BLSFLICHD LNHEBAD T IULET

74 FLORE » Y SIHRITBEE. B>
TENBOTH. AHERBDBUIE, BIS
STTE. EABBDEBEITTUEYE
S

TRENEFOSRET SRRCHRAENSLTL
BODERS, BAICEREER>TLDDH
BLTURREERL]

[F1-Yy—EEIRE. BRPEHAREL
OHHATT R, BECTRELIVA K LSy
TERBTELLIG ! BEAFFFA—BN






OEBPS/Images/0141_01.png





OEBPS/Images/0001_01.png
1ZUMO SUNAGI

ustration: PR REACER LUNALIA
BookDesign: ETHHILE (5045)






OEBPS/Images/0009_01.png
00006

Ph

[XNAKANK]
A SoEOHER”

EL U /
—

MR RS
o=
ELowE”
RS
Hlenen
Y A—N

sesason
=<

H=<®

A0 0 VEIRR
RESERH®

BRAR - 0k
H=1HK

EOPA—DF—°

RED0E P R
SRBK IS K
HLONRK XL
HEEREOE”

P

HLQ

v 68

e
Lt
wxnE=E
H0E

HRR
B=PAR
QO PR~ —°
502X D AEEW
H/P SR





OEBPS/Images/07635.png





OEBPS/Images/07642.png





OEBPS/Images/0002-0003_01.png





OEBPS/Images/0246_01.png





OEBPS/Images/0067_01.png





OEBPS/Images/0225_01.png





OEBPS/Images/0039_01.png





OEBPS/Images/0135_01.png





OEBPS/Images/0252-0253_01.png
TEARIT A KIVEFRES BBRERD

BEDS5ICOVCREBUREAS,

FEB ENERICBESTNEHERT A KLTHZYF 50k
D38, EE7A KL THBRES » AOSIERECELI=1
—AEo . FNFTTHE SEIRT A KIVIVF 2 MEARR.

SEREASNEHRTRANTL L ZOMOEBEOLE 1—%
BELEVEES,

E . om D

FrI\F 1 - FUIOv TR
[LI A THiF]

BHBOBICHT ZVVERSIR. BRI, HORPTHOH
FNBLIZAND (Bl ZRBULN\AF v I OBRIZEH
BOREHE. TOBRYSVFYIZHEVSHFRALS
3. FNCLTH, BARE. RIcLUTHRBEROBISAIC

ZOOTERICHFZOES 50 LFORDHHDLEENS
ETBTHD.

XT0 (hEE) LU ZER
[Bug>T/\—=—1

Ev hFa—VEBRBUILKY T KERELL. [DEK
PCMOBICHN DAL YT~ TVF 4 VI THIRERD
FHHPABTELCBADTIEDDHRA S, FNCLTHEYE
VA=FA VIV~ LDIVF 4 VI B L HRERUIDD
DEBSN. HBLHLES, BibFo>LEAURMNERNTL
TEODBULIEN, Ffo. METEET/GEE U TR HES]
EANCESESFETL da TN

LS

BEXRIAYATILY
6> TIFEETRE]

WRERADU XLTHE DT V) (—, BRCHEBICR <M
ERDELRBIFC. SRMEL— T4 =P LEFVI VDR
FEVCEBMEIBHNTE S, MECSDEXERICRA
L HROMBELBID, HED TOYLEBRULT V) (—
EBAKS. 22, lLENBOBEORBAICEIET SAM
DUED 1T ETBD, b, BBICERT. MEDRHMT
BUNSABIEXSMEES S, TUCTNDED 2T DT
BTHSBL.






OEBPS/Images/13861.png





OEBPS/Images/0008_01.png
® & CONTENTS

Joo—Y o010
FE RIOmE 016
DB A 5 —h—)
538 B BARANY M1 K GIREPD o082
$E P4 RILRRE 084
ARV PIYVT 182
B=® S547-Tx—-1— 184
TTEARRERE7 - ) UFFaRES BBRER D |
BE2EEARERRTD ! P4 RLIVFA MM DET LR 252
I¥O-Y 254

Parasite Girl
SANA






